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諏訪湖の漁獲i量およびその出荷金額高の経年季節変化
　　　　　　（1932～1940年間，1950～1980年間）

諏訪湖漁業協同組合および其の他の資料による
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1．緒 論

　年間の諏訪湖の漁獲量とその出荷金額高について

は，1895年から1979年までの過虫80余年間にわたる経

年の変動経過を，本研究報告3号（1980）に詳細に述

べた。しかし，これらの内容はすべて年間の総量で承

されているので，各年における季節変動については全

くふれていない。諏訪湖の生物生産に関する研究（宝

月ら1951，Kitazawa，　K慧rasawa　I951，1952，　Hogetsu，

1chi鴛｝ura　1954）や，饗際生物事：業計薩（JIBP・PF）に

おける諏訪湖の生物群集の生産力研究（倉沢編

1968～1973）および現在続行中の諏訪湖集水域生態系

研究（倉沢編1978～1982）においても，環境条件や生

物群集の変動は常に季節的に測定調査をしてきてい

る。それ故魚貝類の研究においても当然購様な調査方

法が採用されねぽ，生態系における魚貝類との関連づ

窟信州大学理学部諏訪臨湖実験所　Suwa　Hydrobiol．　St，　Fac．　Sci．　Shinshu　Univ，
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けが困難となろう。

　本研究は上記の見地に基づいて魚糠油の季節変動と

その出荷金額についての検討がなされたものである。

すなわち，1932～1940年間と1％2年の一部および

1950～1979奪聞は，それぞれの年の毎月の漁獲量の生

データが本報告誌の第3号（倉沢・飽1980）に掲載さ

れ，さらに出荷金額および単緬の毎月のデータが本誌

の第4弩（倉沢他1982）に問時に掲載されているが，

これらの資料を基として経年の季節増減の実際を墾ら

かにすることができたので報毒する。

　なお，この研究は文部省「環境科学」特別研究の，

諏訪湖集水域生態系研究（1977～1983）の一環として

なされたものである。

　本報告のまとめに際しての基礎資料は，全て諏訪湖

漁業協同組合の保管書類により収集したもので，同繊

合長林華氏および同組合事務所職員各位の御助力をえ

て作成したものである。また，長野照水産試験場諏訪

支場の一部保管書類も借矯参照し，記録の収集に万全

を期したが，同韻場長：の山本長郷や團観場の職員各位

の御協力をえた。さらに，蒲田大学理学部付属諏訪臨

湖実験所の沖野外輝夫助教授や職員各位および学生諸

段，理学部講師林秀剛氏にも種々御世話になった。以

上記して感謝の意を表する。

　この研究には文部省特別研究「環境科学」の科学研

究費の一部を使勒した。

20降

015の
ω
エ
の
に

し
O

　
　
O

　
　
ゆ

ト
Z
つ
O
浮
く
O
究
δ
Z
く
」

阪
◎
o

ω
国
工
ω
蓬

駈
O

　
　
　
5
0
　
　
　
　
　
　
0

U
Q
之
く
O
z
⊃
q
ユ
く
」
「
z
ω
O
に
け
鉱

3i2251

◎O o　■

m

o

◎Totd
nFIshes
醗ollUSCS

294 24◎
`
｛

x Shrlmps
● 遭

註

50

・

し

1
●

●
●

●

GO
◆　　　　　　　．

●

■
　
1

9
o

●

し

■

， 6 ●

o o

ゆ
・ ●

曝
、

●

圧

●　　　　o

50 o
ρ ●

喚
○ ・　　／
■

．、 ●　　　■　1
． o ●

● ■
， ●

1

O　　o ，
ヨ

●

・

9
　　●

．

噂　　　　噸 －

，》e（魔 函覗
o

βFMA鰭JJASOND JFMA醗JJASONDJFMAMJJASO握Ddド図AMJ βASOND JF納AMβJASOND
％
1932 1933 1934 1935 1936

％

oo
〆

O
／ ゴー配「　「　ゴ．．囁ゴ　　ー一一

｝
…　　「　　巾 ／一

．＿ @　　　1 7／／’・Hy一 　　　．　…　　「 一　『　｝　『　停 w

｝　　
CG／＿．＿．一

／一
@／　　　＼

　　　　　　… －　　　　　

　
｝ … 夢
i　中　幽 　　一　醐 陣　　　　　　　

…

1 …

ノ 」　　一　凹　｝　「…　晒 射 E

名…
C
y
　
7
垂

確　　　　　　　　　1
鵯
、
i …

旨

弓
・
／

50 V 50
】［ ｝1

隔
㎝
L

一

一 ｝ ヨ 一

罎
鍵
、

・
／ 二

　／
…

i
… 　

［

　 一
蚕

ド
1

F　　　　　l
i　塁

u
由

ミ・／、

／
≡欄耀

　I
撃
h
揺 隅

一

，li

｝
i
i
手
t
幽 き 、il

lll轡
O
Hy凹吻o〃7θ5σ5 CG醐oσrσ55～μ5 Cy一の〃〃び5 O一αher fls錆es S－S癖riπゆs

ゆ0

V－Vivlpαridoe　　CorCorbicul…dGe　　じ一Unio目idαe

函1．過玄40年間（1932～1940年間，1950～1980年間）における月産漁獲量と主要種属間簸の董分率の経年変化。

函1－a．1932～1936年間の月産漁獲：量。

Fig．1．　Annual　changes　in　monthly　yields　of　fishes　a漁d　their　percen£abu職dance　of　each　kl捻d　of　main　fishes

　　　d“ring　the　past　40　years〈1932－1940，1950－1980＞．

F蚤g．1－a．Moathly　flsh　yields　frQm　1932　to　l936．
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2．基礎資料の整理について

　本報告第3号（倉沢1980）に示した換算値により，

重量の貫はすべてtonとkg（生重量）にし，また，員

類のムキミ（環殼を除した軟体部）はすべて翼殼付の

羅方にして表示した。また，フナは焼き串として相当

量出荷されているが，生重量への換算ができないので

すべて除外した。

3．漁獲物量の経年季節変化

　F三g．1（a～h）は，1932～1940年間と1950～1980年閾

における調査期間の摺劉の漁獲量の季節変化を図化し

たもので，上段は総量，魚類量，貝類量およびエビ類

量の増減経過を，下段は上記畷陰に加え，主要魚翼種

属の各量の総量に苅する百分率を図写したものであ

る。図中エビ類を鋏んで上方は魚類，下：方は興類を表

わしている。なお，百分率の季節変動は後述する。

　3一玉．漁獲物総量と魚類，貫類およびエビ類の各量

の変遷

　Fig，1により季簸増減を全般的にみると，総漁獲量

では，第二次鍵界大戦前においては（1932～1940）3

～4月と11～12月の年2圃の籔大を表わす年が明確で

あるが，戦後（1950～1980年）では不明瞭の年が数多

くみられる。一方極小は1～2月と7～8月の2回現

われることが調査全年間を通して多い。

　魚類量は，戦前は3月に小ピーク，12月に大ピーク

のある年が多いが，戦後は2演霞の大ピークは1960年

代前半までは9月または1G月にみられるが，それ以後

では春のピークと岡様な高さセこ低下する。

　貝類貴の園立つ増大期は，一般に戦薦では3～4月

の大ピークとU～12月の小ピークの2隙であるが，戦
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図1－b．王937～1940年間の月産漁獲縫。

Fig。1－b．蟹onthly　fish　y三elds　from　l937　to　19嘆0．
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F圭9．1－9．Monthly　fish　yields　fro置n　l970　to　1974，

後では両考ほぼ繕じ高さの低いピークがみられる。

　エビ類は月間の水揚げ量が非常に僅小であるので，

Flg．1ではその季節増減は明瞭に表わされない。一般

的にいって，戦薦は11翔以後の冬舞に多いのに対し，

戦後では1950年代と1960年代は増大期が冬季の年と夏

季の年とが交互に饒われ，それ以後は現今まで主とし

て7月にピークが限定される。

　上記40年間における毎年の月の漁獲愚のMax．値と

Min値ならびにそれぞれの値の出現した月を，総量，

魚類量，貝類量，エビ類および各種属鎚：についてまと

めた（付録Tab至e　1）。

　付録Table　1－aでは，総：騒のMax．値の経年期間中

の最大値は312to捻（1934年3月）であり最小値は38toa

（1980年11月）である。戦前のMax値はすべての年で

100tGnを越えMax値の平均で約三50to総であるのに

対し，戦後は最大値でも83to鍛（1963年9月）にすぎず，

Max．値の平均でも40tonと著しく低下している。～方

Mi簸，値の最：大は6銚on　G934年2月）であり最：小は3

ton（1977年1月）である。またMln．値の戦前の平均約

35tonに対し，戦後は15tonであり最近5年間の平均は

9tonにすぎない。

　魚類量のMax．値の最大は80ton（1975年4月）であ

り，それらMax．値の平均値は戦前と戦後で周様で約

50tonである。しかし最近5年間では平均39沁nとなっ

ている。一方Mi無値の最大は22ton（1969年7月）であ

り最小は2沁n（1969年2罵）である。そして戦前の

Min．値平均の7£onに対し戦後は10毛onである。

　畏類貴のMax．値では，最大は294ton（1934年3月）

で，それらの平均値をみると戦前の126tonに対し戦後

は15tonと著しい梢異があり，最近5年間の平均では

8£onにすぎない。　Mi織．値によると，最大30毛on（1936

年3月，1937年1月）に対し最小は1970年代の冬季に

多くみられるOto澄である。これらM瓢平均値は戦前

18t鱗戦後1．8to慧でその差は大きく，最近5年問は平

均0．1to総にすぎない。

　エビ類量のMax．値（付録Table　1－g）の最大は12．5

to藪1939年11月）であり，　Max．値平均は戦前が4．5ton

戦後が0．8£onでその差は著しい。最近5年間のそれら

の平均は0．6宅Gnである。Mln．値の最大はG．61毛on（1955

年9月）で最小は1965年以降の冬季にみられる0宅on

である。そして戦前のMin．値平均0．33毛onに対し戦後

は0．ll£onであり，最近5年間では0．0012tonである。

　Table　1は総量，魚類量，員類量，エビ類量および

各漁獲種属量の調査年間中における，毎年の月の

Max．値およびMi註値の月数頻度を百分率で示したも

のである。

　総量の場合でMax値のえられた最多の月は，9月

（23％）に次いで4月（18％）であり，1～2月と6
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図1－h．1975～1980年間の月産漁獲鐙。

Fig．1・h。　Monthly　fish　yieldsゴrom　1975　to　l98◎，

～8月の期間には簸ax，値はえられない。一：方M圭n．値

の頻度の最多の月は7月（35％）に次いで1月（30％）

である。

　魚類鐙においては，Max．値月の最多頻度は9月と12

月に共に12％がえられ，2月と7～8月にはMax．櫨

はない。またMin．値の最多の月は2月（38％）に次い

で7月（28％）である。

　貝類量のMax．値の最多頻度は4月（嘆0％）であり1

月と7月にはMax値はえられない。　Min．値のそれは

1月（23％）である。エビ頚のMax．値は7月（30％）

に最多であり，4月と9月にはえられない。Min値の

最多は3月（28％）で次いで《月（25％）である。

　3－2．種属別魚類量の変遷

　Fig．2（a～d）は経年期間中における魚類各種属の漁

獲量の季節変化を示したものである。

　アメノウオ，カマツカ，ウグイ　Flg，2・aによれば戦

前の9年間はアメノウオ，カマツカ共に5～8月の期

間中にピークがみられる年が多く，また，戦後では1950

年代の中頃より来期にかけて両老共同様な傾向が顕著

である。しかし，1960年代以後はカマツカはアメノウ

オに比べ著しく減少し図に褒わせなくなる。そして，

アメノウオのピークの高さは低下するが5～8月の増

大期は継続する。

　ウグイの増大期は4～5月と10～12月の年二山型を

全期間を通じてみせており，春のピークはアメノウオ，

カマツカに比べ約1ケ月翠く出現する。戦前はウグイ

のピークの高さはアメノウオ，カマツカのそれらとほ

ぼ同等であるが，1950年代の後半ではやや劣り，1960

年代以後は瞬らかに抱に勝る。

　アメノウオの調査年間中における各年の月のMax．

値（付録Table　1－b）の最大は278kg　q958年8月）で

最小は10kgG935年6月）であり，1950年代後半には，

100Rg以上の値がつづく。1方Mla．値はGkgの年が大
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表1．各年における種属胴の月産漁獲墨の極大鎮と極小値をもつ季節月の過去40年間（1932～1940，1950～1980）

　　　　　の月数の相対頻度（％）。
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図2－a．アメノウオ，カマツカ，ウグイの月産漁獲盤。

Fig．2．　Annual　changes　in　monthly　yields　of　each　flsh　kind　durlng　the　past　40　years．
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10 倉沢秀夫

部分を占める。カマツカでは最大は233kg（1940年と

玉955年7月）でMi捻．麺はすべてOkgである。ウグイの

Max．値の最大はU63kg（1964年7月）で100Rg以上の

水揚げ量の連続するのは1976～1979年の間でいずれも

5月にえられる。

　Table　1でみると，アメノウオのMax．燈の最多の

月は6月で38％を示し，5～7月の期間では実に78％

に達する。また，Min．値は秋季の9～10月に集まる。

カマツカのMax値は5月（50％）に集中し，　Min．値は

冬季と秋季に多い。ウグイではMax，値は5月（30％）

と10～12月（33％）に多く，一：方，Min。値は1～2月

に集まる。

　ナマズ，モロコ・モツゴ，ハゼ類　Fig．2あに示され

るように，ナマズの増大期は調査期間を通して5～7

月に毎年1園の出現が雰常に顕著である。モロコ・モ

ツゴは戦前は皐春（3～4月）と晩秋から初冬（11～12

月）に，それぞれ小ピークと大ピークの二山型の増減

が関確であるが，戦後は不明瞭ながら早春が大ピーク，

秋冬季が小ピークとなって増減傾向が継続する。ハゼ

類は年によって増大期の季節が異なるので傾向はつか

みにくいが，冬季にはピークは出現しないことは明ら

かである。

　3者の漁獲愚の季節増減関係をみると，戦前はモロ

ロ・モツゴ群が断然他を圧し高い山を現わすが，1950

年代にはハゼ類が他に勝り，1960年代の前半は3者ほ

ぼ岡等の貴の増減を繰返す。後半にはハゼ類は減り他

の2者に圧倒され，1970年代の後半にはナマズが他の

2巻を制鷹する。このように年代の進行につれて高

ピークを示す粛呈が交代する。

　ナマズの期間中における盛年のMax。値（付録
Table　1・c）の最大は2，977kg（王961年6月）で最小は

7儀kg（1952年6月）である。一方Mi無．値の最大は194

kg（1933年1月）で最小は6kg（1967年12月，1979年

2月）である。モロコ・モツゴ群の最大は7，5301《g（1936

年11月越で最小は19王kg　G980年5月）であり，　Mi轟．値

の最大は1，035kg（1933年5月差で最小はGkg（195王年

8月）である。また，ハゼ類ではMax。値の最高は6ほ01

kg（1954年1睦月）で最低は2舷g（1932年11月）である。

M滋値の最高は83k菖（1956年2月）で最低はOkgで多

くの年の冬季にみられる。

　Tab玉e　1からすると，　Max．値の最多の月は，ナマズ

では6月（75％）で5～7月の期間にすべてが集まる。

モロコ・モツゴでは4月（25％）と11月（20％）に多

くナマズに比べればやや分散する。ハゼ類では5月

（40％）に次いで8月（18％）である。一方Min．値を

みると，ナマズは2月（48％）が最大であり，モロコ・

モツゴ群では1月（28％），ハゼ類では1眉（50％）に

集中している。

　ワカサギ，フナ，識イ　Fig．2℃では，1930年代と

1950年代単ぽまでは，ワカサギは秋から冬にかけて増

大期が顕著である季節増減を繰返すが，それ以後では

3～4月および9～11月の年二由型の季節変動をす

る。フナは戦前と1950年代は3月を中心とした小ピー

クと12月の大ピークをもつ年が多いが，1960年代に入

ると3～6月の大ピークと12廻の小ピークとなり，

1970年代前半は5月を中心としたピークのみとなり，

後半は増大期らしい山は出環しなくなる。コイはワカ

サギやフナに比べ量的に少ない上に増減の差もわずか

であるので，Fig．2－cでは季節変動の判別は嗣難であ

る。

　3岩間の量的変化を対比すると，戦蘭ではワカサギ

とフナは同等で増大期には互いに他を凌ぐ山がみられ

るが，コイは常に他の2岩に劣る。戦後では1950年代

から1960年代にかけて，ワカサギの増大期は著しくフ

ナを凌駕するが，一方フナのピーク時にはワカサギは

低迷する。コイはその増大期においてさえ他に勝るこ

とは稀である。1970年代に入るとワカサギのみの優勢

が年間を通じてつづき，フナの増大期に：おいてさえワ

カサギ董を越えることはほとんどない。また，この年

代ではコイがフナより大きな値をもつ傾向が環われは

じめ，後半に盃ってますますその度合を増し，1980年

には1～2月以外のすべての鍔でコイの紋塁がフナに

勝るようになる。

　ワカサギの調査年間の各年のMax．値（付録Table

1－d）の最高は72。8ton（1975年4月）であり最低は11．0

もon（1933年10月）である。これらMax．値の戦前と戦

後の平均債を比べると，筋岩の24．Otonに対し後港は

37．9毛onで約1．5倍である。　Min．値の娼婦は9．5ton

（1962年6月）で最低は0ξon（1950年3月）である。

　フナのMax．値の最高は36．8£o難（1939年12月）で最：

低は3．8ton（狛79年4月）である。　Max．値の平均イ塵は

戦葡の21．2tonに対し戦後は13．9tonで，ワカサギとは

反対に戦前は戦後の約し5倍である。　Mln。値の最高は

4．5ton（1964年10月）で最低は0。02£on（1978年11月）

である。

　コイのMax．値の最高は12．1ton（1980年4月），最低

は1．2to簸（1954年3月）であり，戦前のMax．値の平均

4．G£onに剥し戦後は3。6tonでほとんど差はない。

Mi鍛値の最高は0．88ton（1976年6月）で最低はOto益

（1973年3月）である。

　Table　1でMax．値の最も多く出現する月をみる

と，ワカサギは9月（35％）に次いで10月（28％）で
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ある．フナのそれは12月（43％）が特に多く次いで5

月（25％）である。コイはフナと同様12月（23％）に

最多で次いで5帰（18％）で，ワカサギやフナに比べ

特定の月への集中度は小さい。一方Min値の最多の月

は，ワカサギは5肩（58％），フナとコイは共に2月で

前港は40％，後表は43％の高い集中度を示す。

　ウナギ，オイカワ，タナ：ゴ　Fig．2・dに示されるよう

に，ウナギの増大期は戦前は5～6湧の年が多いが，

1950年代では増大期は5～6月から6～7月への移行

期間であり，1960年以降は増大期は6～8月の間に蕃

境し，極端に山は低くなる。オイカワは全期間中常に

6～7鍔に明瞭な増大期が認められるが1960年以降の

由は低い。タナゴ類は戦前は極めて少ない量しか水揚

げされてないが，1952年から1967年目16年間は非常に

多くなる。すなわち，1950年代と1960年代初期までは

9湾を中心とした大きな山が判然としており，1960年

代後半では5～12鍔の期聞に異常に増大し，1967年に

歪って1～7月の増大期以後8月に急減し，その後

1971年まで水揚げされるがその間見る可き増大期は働

く出現しない。このタナゴのような短い出境期間年や

季節増減するものは他の種属には金くみられない。

　これら3種属の相互の澱的関係は，1932年にはオイ

カワはワナギに勝る増大期を示すが，以後1950年代ま

でほとんどウナギがオイカワに勝る増大がみられる。

1960年分に入ると次第にそれが逆転し以後1980年に至

るまでオイカワはウナギを凌ぐ。タナゴ類は上述の如

く1952年から急増し始めるが，1954年以降1967年の期

間は増大期のピークの高さは他の2者より著しい。

　経年期間の各年のMax．僅（付録Table　1－e）の最大

は，ウナギは2，891kg（1937年5月）で，最小は3kg（1977

年6月と7月）である。戦前と戦後の鍛ax．値の平均鐙

を比べると，前者の2，圭48kgに対し後喜は1950年代は

1，381kg，1960年代は398Rg，1970年代は63kgと1桁ず

つ減少する。オイカワのMax値の最大は8，378kg

（1932年5月）で最：小は3諏g（1974年6月半であり，

Max．値の平均値では，戦衝の1，94Gkgに比べ戦後は526

kgと著しく低い。タナゴ類の最大Max．値は46．27駄g

（1963年9月）と異常に大きく，最小はOkgで多数の

年にみられる。記載された分の戦前のMax億の平均

は85kgに対し戦後のそれは5，848kgで，後表は前者の約

70倍に当る。

　Mln値の最大はウナギでは21kg　G934年12屑）で最

小はOkgであり，戦後のほとんどの年でみられる。オ

イカワにおける最大は165kg（1934年4月）で最小は

1974年以降のほとんどの年でみられるORgである。タ

ナゴの最大は80脈g（1966年1月）で最小は1954～1966

年の期間を除く他の月のOkgである。

　Table　1でみると，　Max．値の最多の月は，ウナギで

は7月（48％）に次いで6月（2◎％）であり，Mi捻．値

の最も多い月は12月（85％）である。オイカワのMax．

値の多い月は6月（48％）でこれに次ぐのは7翅（35％）

である。蟹in．値の最多は10月（30％）とこれに次ぐ9

月（20％）である。タナゴ類のMax．値は8月（28％）

が最も多く，Min．値では1月（54％）が最多である。

　ドジョウ，ヒガイ，アユ　Flg．2－eをみると，ドジョ

ウは1930年代には5月と9～10鍔を中心に春の小さな

由と秋の大きな由の年二山型の増減があるが，1950年

代以降は5月の山と1932年代より約1ケ月軍い9月の

山が顕著となり，春の由が秋より高い年が多くなる。

ヒガイでは戦前は1月をピークとする年一山型に限定

されるが，戦後では1950年代には2月，1960年代には

2～3月，1970年代には4～5月にピークが現われる

ように増大期は移動し，ピークの月が年を追って遅れ

るようになる。

　これら2種の鍵的関係は，ドジョウは一般的にヒガ

イより多智であり，後港が前春を凌ぐのは後者のピー

ク時期のみである。アユは漁獲鐙が少ないので図に蓑

わしてないが，増大期は8～9月の年1回である。

　ドジョウの各類の厳ax。値（付録Tab玉e　L｛）の最高

は2，918kg（1935年9月）で最：低は566Rg（1963年5月）

である。ヒガイの最高は1，777kg（1961年2月）で最低

は28kg（1975年9月）である。また，アユは32．3kg（1975

年8月）が最高であり最低は記載のないいくつかの年

でえられる。

　Max．値の戦前と戦後の平均を比較すると，ドジョウ

では前者の1，872kgに対し後春は981kgで2倍の差があ

り，ヒガイはそれぞれ7G31（gと402kg，アユは40kgと87

医gでヒガイは前者は後者の約2倍，アユはその逆でや

はり約2倍である。

　Min値については，ドジョウの最高値は戦前の45kg

（1939年7月過12摺）で最低は戦後に多いOkgである。

ヒガイの最高は120kg（1938年12月）であり，最低は1960

年代以降に多いOkgの年と月である。アユは調査年間

中のすべての年にGkgの月があるので，　M同値の最

高，最低の区別はできない。

　τable　1によると，Max。値を多くもつ月はヂジョウ

では5月（50％）に次いで9月（30％）であり，ヒガ

イでは2月（30％）に次いで1月（23％）である。ア

ユでは9月（81％）にほとんど集中する。一方Mi轟，値

を多くもつ月はドジョウでは2屈（65％），ヒガイは12

月（45％），アユは1～5月（100％）で，アユの場合

これらの月では全く捕獲されないことを示す。
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　3－3．種属別貝類量の変遷

　Flg．2・fにタニシ，シジミおよびカラスガイの漁獲

量の経年季節変動の経過を図示した。

　タニシは全調査年間を通じて4～5据と11肩にピー

クのある二山型の年が多くみられ，概して春季の癬が

高い。シジミは戦前には冬季（2～3層）にピークが

現われ，一方戦後は5～8月に増大期が移行する傾向

がみられるが，収量が少ないので判然としない。カラ

スガイは戦前は二二型が灘然としており3～5月と9

～12月に増大期がある。戦後は収蚤が激減するので，

増減の様相は不明瞭となる。

　3者の量的関係をみると，戦前は異常にカラスガイ

が多く，次いでタニシ，シジミの順であるが，1950年

代を経て1960年代までは，タニシとシジミのピークの

高さは相互に他に勝るが，カラスガイのそれは低迷す

る。そして1960年代後半以後はタニシが常に他を凌駕

し，シジミ，カラスガイの奴量がタニシのそれを越え

ることはほとんどない。

　タニシの調査期間中の各年の月のMax．値（付録

Table　Lg）の最大は35．6to鳶（1957年4屑）で，最小

は2．5⑩n（1974年11月）である。シジミの四大は233

ヒ◎n（1938年8鍔，1951年8月目，で最小は0．0011toa

（1965年6月）である。カラスガイは最大が287毛。轟

（1934年3月目で簸小は0．lto無（1973年と1974年11月）

である。

　Max．領の平均値で戦前と戦後を比べると，タ離シで

は前者の24．9£◎nに下し後者は1950年代と1960年代で

13．8to駕それ以後で4．5も。無と減少する。シジミでは戦

前の11．8£o難に対し戦後は4．8to簸で半分以下に減る。

カラスガイは戦前の108tonに比べ戦後は21も。薮で1／5

になる。

　Mln値については，タニシは6．6王宅OI1（1938年8月），

シジミは2。99ton（1939年12罵），カラスガイは16．78ton

（1935年7月）が簸大であり，最小は戦後におけるO

tonで多くの月にみられる。

　Table　1をみると，タニシのMax値は4月（45％），

シジミは6月（38％），カラスガイは2～4月（23％）

に多く集中する。一方Min。値はタニシは8月（45％），

シジミは4月（35％），カラスガイは9月（33％）に多

く集まる。

　3－4．各種羅の漁獲物量の笛発率の経葎季節変化

　以上の各種漁獲物量の季節増減の傾向や相互の量的

関係を～層明確にするため，百分率による解析を試み

た。

　前述の如くF呈g。王（a～h）にその大要を示したが，

これらをこは空要魚属のワカサギ，フナ，コイと貝類の

タニシ，シジミ，カラスガイおよびエビ類の申分率の

みで，漁獲量の少ない魚属は作畷上図承できなかった。

それで，毎月の年間合計量に対する各漁獲種属量の百

分率を符号で蓑わす方法でFig．3（a～c）を作冒し不

足分を補った。また，調査年子の毎年の蒼分率のMax．

値とそれらの出現月を付録Table。2に蓑示した。

　3－4－1．魚類，貝類，エビ類の各量の凹凹率の変

　　　　　　遷

　Fig，1（a～g）の下段の落分率の図によれぽ，戦前お

よび1950年代前半までは，9月を除くほとんどの月で

貝類の占める割合は50％をはるかに越え，魚類量に著

しく勝る年が多い。しかし，1950年後半以降は魚類量

が増大し，貝類は50％以上になることは稀となり，1960

年代に入ると冬季にのみ50％以上の月がみられる程度

となる。さらに，1970年代には大部分の翅は20％以下

に下落する。員類と槽反的に魚類量を占める割合は年

を追って増大する。エビ町回の割合は魚類量や貝類量

に地ぺ著しく少ないので，Fig，1からはその増減傾向

や懸：的関係の判定は難しい。

　毎年の月のMax，値（付録Tab｝e　2・a）は，魚類量の

最大は王00％（1973年と1978年の！月および1980年4

月）に対し最小は37．7％（1938年12月）であり，戦前

のMax優の平均87．5％に対し戦後は1950年代は

9U％に上昇し，さらに！970年代には99．3％にも達す

る。一方貝類のMax値の最大は94．3％（1934年4月）

で最小は8％（1980年7月）であり，戦前のMax．値の

平均87．5％に対し戦後は1950年代は58．2％，さらに

1970年代は27．8％に下落し，魚類とは金く反対の傾向

をみせる。エビ類の最大は10．7％Q955年1月）で鰻

小は記載のない年のG｝蠣である。Max．値の平均では戦

前の6．0％に対し戦後は1950年代の5．6％，1970年代の

3．2％と減少傾向を示す。

　次にMax．値をもつ月の圏数の頻度をTable　2でみ

ると，魚類では9月（40％）に最も多く集まり，付録

Table　2のように1950～1963年の14年間は引きつづい

て9月目独占している。これに次ぐ多い月は王月

（15％）であり，Max．値の皆無の摺は5月と10月であ

る。貝類では4月（28％）の頻度が最大でこれに次ぐ

のは2月（20％）である。そして8月，9月，12月に

はMax値はえられない。エビ類の最大回数の肩は7

月（30％）でこれに次ぐのは2月（15％）で，3月，

4月および9肩にはMax，値はない。

　Fig．3からまとめた各重量階級携（重量％）の出規月

数の頻度分鵜を，魚類，員類，エビ類，各種魚類およ

び各種翼類について示すとFig．4のとおりである。

　魚類量では90％以上の重量階級（クラス）に属する
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図3．種属間爆産漁獲懸の各月総計に鰐する酉分率の経年変化。

図3－a，1932～1940年間と王950～1956年間の月産漁獲箪：百分率。

F三g．3。Diagrams　of　amual　chaages　in　mo職thly　percent　abundance　of　ylelds　of　each　fish　kind　to　each　total

　　　　　mo職t致yleld　d鷲ring　the裏）ast　40　years．

Fig．3・a．　Monthly　percent　fish　abundance　from　l932　to　1940　and　195G£o　l956．
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　　Fig。3。c．　Mo織thly　perce離t　fish　abundance　from　l973£0198（）．

月数が最も多く23％を占め，また，9擦における頻度

の60％がこのクラスであり，2月（33％）と3月（33％）

が9月に次いでいる。また80～89％重：騒クラスでの最

大頻度は10月にみる43％である。一般的にみて魚類で

は，＜1％クラスに属する月は皆無であるが，それ以上

のクラスには各月共に広く分銘する。そして，高い重

：量クラス程分布頻度が高い傾向を示す。

　翼類鐙は10～19％クラス最大月数（18％）が属する

程度で，特にある重鷺クラスに集中する様相はみられ

ず，また，このクラスでは7月の頻度が30％である。

そして，貝類は各クラスに各月共に広く頻度分布し，

魚類に比べはるかに低い重三クラスに高い頻度分布を

示す。

　エビ類では，10～王9％クラス以上の重量クラスに属

する月は皆無であり，＜1％叢低重クラスに最大の

52％の月数が所属する。しかも，〈1％クラスでは9鑓

が70％の頻度で分布する。

　Flg．5（a～c）は季節増減の様相をより一酌弱瞭にす

るために，各種の漁獲物毎の1年閾の合計量に対する

月別の漁獲量の百分率を算出し，経年の推移を符号で

図示したものである。

　Fig．5により漁獲総懸の季節増減の経年変化をみる

と，戦前の1930年代前半は3～5月の期間に20～30％

霊簸の一山型の大極大期があるが，後半では春季と秋

季に10～15％重文の二山型の極大期に変わる。戦後で

は1950年代は搬として9～10月を中心とした15～2G％

重：騒の高い値と春季の10～15％重最の低い値の二つの

由に移行する。1960年代後半から1970年代では春季と

秋季に交互に王0～20％重燈のピークがえられる。全般

的にみて春季と秋季の二山型の季節増減の年が多く，

夏は1～10％重量の低い値を持続する。

　魚類は戦前においては専ら冬季に15～25％重貴の増

大期があるが，1950年代から1960年代半ばまでは9

～10月の初秋期に増大期が移り，1960年代後半から

1970年代では春季と秋冬季に交互に高い値の重量％が

出現する。～般的にみて，夏と冬の減少期（1～10％

重量）と春季と秋冬季の増大期（10～20％重量）が顕

著である。

　貝類井々澱930年代前半に3～4月に高率（20～25％）

の増大期があり，年末の冬季にもやや高率を示す年も

みられる。1950年代から1970年代へかけて，戦前の3

～4月の高率の値は4～5月へと移行し，年末冬季の
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表2．各年における種属別の月産漁獲量百分率の極大値をもつ季節月の，過去40年間の月数相対頻度（％）。

Tab隻e　2．　Relative　frequency　of　mo航h　number　with　a漁nual　maximum　value　of　percent　abu捻dance　of

　　　mo轟thly　yiek玉s　of　each　fish　kind　during　the　past　40　years
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増大期もまた10～11月へと移る傾向がみられる。一方

夏季の減少期（＜1～王0％重墨）は経年期病中変動し

ない。

　エビ類は戦前は10～12月の期間に増大期
（30～35く％重箆）が集中している。戦後になると1950

年代は高率の月が年によって変動し，1960年代には夏

季や冬季に増大期が移り，烹970年代には7月に高率の

重量％（3G～35く％）が集中する。

　Fig．6は，各種漁獲i物溺の1年問の毎月の合計：罎に

対するそれぞれの月の蕎分率を求め，各重塁％階級（ク

ラス）に相当する値をもつ月数頻度を百分率で蓑わし

たものである。

　この圏によれぽ，漁獲総量の経年期間は全体での季

節変動では3～4月と8～12月の問は高い重：量クラス

に広範囲の月数頻度分布がみられ，極大期が年二山型

であることを明示している。魚類量は3～4月と9

～沁得の期間にやはり広範囲分布が認められ，また貝

類量は魚類に比し各屑に広く分散するが，3～4月と

11月を中心とした由広い分布を示し，両面共に年2圓

のピークのある神妙増減の型を物語る。エビ類の季節

増減傾向は，頻度の値が各月および重量％クラスに広

’く分散しているので判然としないが，強いていうなら

ぽ夏季に増大期のある年が多いといえよう。

　3－4－2．種属別魚類量の衡発率の変遷

　アメノウオ，カマツカ，ウグイ　これら3種類につ

いてF穂。3（a～c）でみると，調査年闘を通じてく1％

の魚獲重最の月がほとんどで季節の変動は判然としな

いQ

　アメノウオ，カマツカおよびウグイのMax．値（付録

Table　3・a）を比べると，最高値はそれぞれ1．9％（1954

年7翅），M％（1937年7月）および4。6％（1964年7

月）で極めて少ない。そして3者共に戦前，戦後での

値の著しい差はない。

　次にMax．値の各月における出現頻度はTable　2の

ようである。アメノウオは6月（30％）が最大で次い

で7月（23％）であり，カマツカは5鍔（30％）につ

いで7月（25％）であり，ウグイは5月（25％）に最

大値がえられる。

　Fig．4によれば，アメノウオはく1％の低重量クラ

スに属する月数は99％を占め，1～9％の重量のクラ

スには7屑と8肩の1％に過ぎない。カマツカは
く1％クラスに80％が属し5る7月の期間に1～9％の

クラスで20％を占める。ウグイはく1％クラスに月数

の90％が属し，1～9％クラスでは三％，玉0～19％クラ

スには2％の頻度がえられる。以上の3魚種はいずれ

も最低の重量クラスに集中し，夏季での増大期におい
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ても1～9％または10～19％の重量クラスに進出する

だけである。

　アメノウオの増大期の経年季節変免をFig．5・aで

みると，戦髄と1950年代には6～7肩に高い値がみら

れるが，1960年代以後は4～6罵へと増大期は移る。

カマツカはFig．5－bにみるようで，増大期は戦前は5

～8月の期間にあるが，戦後は5月を中心とした季節

に多くなる。ウグイはFig，5－aによれぽ，戦前と1950

年代の増大期は4～5月と葺～12月にあるのに対し，

1960年代の移行期を経て1970年代には4～5月に増火

し，戦前にある！l月～12月の増大期は消失する。

　F量g，6によると，アメノウオは6～7月，カマツカは

4～5月の期間，ウグイは5月を中心とした季節と冬

季において，高重量クラスに及ぶ頻度の高い広範囲分
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　　鑓δ一C．ドジョウ，ウナギ，ハゼ類，タニシ，シジミ，

　　　　　カラスガイの月産漁獲鐙省分率。

　　Fig．5・c．　Monthly　peτcent　abmda織ce　of　yields◎f

　　　　　Cobitidae，・4ηgz〃ぬ，　Gobiidae，　Viviparidae，

　　　　　Corbiculidae　and　Unionidae　to　each　total

　　　　　annual　y主eld，

布を示し，前2者は一山型の，後老は二由型の季節増

減を持つことを顕示している。

　ナマズ，モロ期・モツゴ，ハゼ類　Flg，3によれぽ，

ナマズの全漁獲量に対する月別の百分率は1～10％以

上を占めることは稀であり，増大値をもつ季節は調査

年間を通じて6～8月の期間に一定している。モロ

コ・モツゴとハゼ類は，ナマズ岡様1～10％を越える

鰹はほとんどないが，ナマズより1～沁％重量範囲の

月数ははるかに多い。

　Max値（付録Table　2・b）の変動は，ナマズの最大

は11．5％（1977年1月）で最小は1，4％（1933年7月，

1939年6月）である。Max．値の平均では戦前の2．5％に

対し戦後は6．2％で約2倍に増える。

　モロコ。モツゴの最大は18．7驚（1932年U月）で最：

小は1．6％（1975年10月）であり，Max値平均では戦前

の8．1％に対し戦後は5．2％で，ナマズとは反対に戦前

の方が高い懐を示す。

　ハゼ類の最大は25．0％（1952年8月）で最小は0．3％

（圭938年7月）であり，Max．値平均は戦筋の2．0％に比

べ戦後は5，9％で約3倍も大きい。

　Tab圭e　2によれば，ナマズのMax．値の出現する肩

は，最も6月（6G％）に集中しており，次いで7月（28％）

である。モロコ・モツゴは分散して1月（20％）が最

高で，次いで11月（18％）と7月（13％）の順でつづ

く。経年の経過は戦前は11月が，戦後は冬季が多くな

る。ハゼ類では8月（40％）に懸も集中し，次いで4

月（20％）である。

　Fig．4でみるごとく，ナマズは最低の重量クラス

＜1％に60％の月数が所属し，また，つづく1～9％ク

ラスにも34％が属しており，より高い重量クラスへの

頻度分布のあるのは5～8月の期間である。モロコ・

モツゴは1～9％の重量クラスへ最大の64％の月数が

属し，それ以上の重量クラスへの分布は稀であるが，

これは萌らかにナマズより多い水揚げ量であることを

示す。ハゼ類は最低のく1％低重量クラスに最大の66％

の月数が所属しており，ナマズ岡様水揚げ量は僅少で

ある。

　Fig．5によると，ナマズは全期問を通じて6，月を中

心とした高率の値をもつ増大期があり，漁獲期の集中

により6月前後の重量百分率は1960年以後現在まで

年々高くなる傾向を示す。モロコ・モッゴでは戦前は

晩秋期に高率の値が集まっているが，戦後では1950年

代は増大期が冬季から初春への移行期に当り，1960年

代から1970年代へと春から初夏へ高率増大期が移動し

ている。ハゼ類は戦前では7～8月に高率の値が集中

するが，1950年代から1970年代まで4月と8月を中心



26 倉沢秀央

とした季節に高い百分率の値がみられる。

　Fig．6をみると，ナマズは6月を中心とした季節に

高い重量クラスに広がる広範囲の分鵜頻度がみられ，

典型的な一山型の季節増減をみせる。モロコ・モツゴ

では不鮮明ながら3月と11月を童軸とする頻度分布を

しており，二由型らしい季節変化を推測させる。ハゼ

類の高率を恭す値の頻度分布傾向は，Fig．6麟からは

判溺し難い。

　ワカサギ，フナ，：コイ　Fig．1の下段とFig．3を併用

すると，ワカサギの漁獲鐙が50％以上を占める月は戦

前には全くない。！93G年髄半は冬季と秋季に顕著な増

大期（30％）がみられるが，後半ではやや：不明瞭なも

のとなる。戦後では1950年代前半は冬季の高率の｛直は

低下し，秋季（9～10月）は一層高まるが，後半から
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國6．過去40年間にお砂る各種属の月産漁獲量の瞬間総舞に対する否分率と，各鶏節月における月数相対頻度と

　　　の濁係。
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はワカサギの重量の割合は秋には50％を超過するよう

iこなる。1960年代前半には初春期と秋期に共に50％以

上を占める年も現われ，後半からは秋期から年末にか

けて70～8G％にも達し，年によっては冬季に6G～7G％

を占めることがある。19？0年代には秋季から冬季を経

て初春に憂る長期聞が高率を示し，特に秋季の増大が

霞立ち80～90％に達する年は稀ではない。

　フナの高率期をみると，戦薦では年末から1月にか

けて10～20％を維持するが，1950年代には冬季に加え

春季にも高率期が出親し，冬季に勝る20～40％を占め

るようになる。この下網は1960年代を経て1970年代ま

で引きつづく。

　コイはワカサギ，フナに跳べ漁獲量の割合がはるか

をこ小さいので，Fig．1やFig。3による経年の季節増減

の傾向を明らかにすることは照難である。しかし，1970

年代後半になると高率の値がえられるため，4～9月

にかけての期間が特に漁獲簸の割干の大きい値
（20～30％）により増大期が顕著になる。

　経年期間のMax．値の変動（付録Table　2・b）は，ワ

カサギの最大値は93．6％（1979年1鍔）で最小値は

213％である。Max．値の平均は戦前の33．7％に紺し戦

後は77．3％ではるかに高率となる。そして，その変勤

経過をみると，鴛30年代後半から9月にMax．値の値

が多く，1950年代でも予ての年において9月にMax．

値がえられ，1960年代と1970年代前半まで10月に多く

なり，後半では冬季においてもMax値がえられるよ

うになる。

　フナのMax．値の最大は59．9％（1968年5溺）で最小

は14．6％（1979年4月）であり，Max，値の平均では戦

前の26。6％に対し戦後は37。9％で多いが，最近5年間

は26．2％で著しく減少している。鍛ax値の出現月の変

動は，三半と195G年代野竹までは冬季間に限られてい

るが，それ以後は初春期から5～6月まで移行するよ

うになる。

　コイにおいてはMax．値の最大は32，6％（1980年4

摺）で最小は2．5％（1937年1月）であり，Max．値の平

均値では戦前の6．7％に対し戦後は11．7％を示し，殊に

最近5年間は24．1％と異常に高率となる。Max値の出

現月は戦前と1950年代前半は冬季にも多くみられる

が，それ以後は春季から夏季へと移行して現在に至る。

　Table　2によると，ワカサギのMax．値をもつ月の

最：大は9月（38％）で次いで10月（23％）であり，フ

ナの最多の月は5月（48％），コイのそれら多数の月に

分激するので最多でも8月の20％にすぎない。

　Fig．4によれば，ワカサギでは50～59％以上の高重

量クラスに35％の月数が属し，反対に1～9％以下の

二重貴クラスには22％である。月数頻度分布をみると，

70～79％重量クラスにおいて9月と10月に共に33％の

高率がえられるのに反し，低重量クラスの1～9％に

おいては5月と6月それぞれに40％および43％の値を

えている。

　フナでは1～9％の低重量クラスに月数の42％が集

中し，50～59％以上のクラスには7％弱しか属さない。

50～59％以上の高重量クラスで高い頻度分布を示す季

節は1～3月と5～6月である。

　コイでは1～9％の重量クラスに摺数の77％が集ま

り，したがって，10～19％以上のクラスには鴛％が属

するのみであり，頻度分布範囲はワカサギ，フナに比

べ狭い。

　Fig．5－bからすると，ワカサギは戦前においては9

～1G月と12月に高率重量の殖（20～30％）に集まるが，

1950年代にはほぼ9月に集中しより高率（30～35＜％）

となる。そして1960年代から197◎年代にかけては3

～4月と9～12月の期間に15～20％重量の増大期が現

罪する。

　フナをFlg．5・aでみると，戦麟には異常な高率重量

（30～35％以上）が多くの年の12月にみられ，初春季

にもやや高率の値がみられる。この様相は1950年以降

も引きつがれるが，1970年代に向けて冬季の率が晩春

季のそれと岡等の値（15～25％）となる。なお，8～10

海の期間は終始低率を保持する。

　コイは戦前は8月から12眉に向けて高率化する傾向

の年が多いが，戦後では玲50年代後半には晩秋から冬

季は低率化し，1960年以降は5～10月に高率の値をえ

るようになる。

　Fig．6によると，ワカサギは9～11眉に20～25％以

上の高重鐙クラスにおよぶ広範囲旧例をみせ，また3

～4月にも15～20％クラスにまで頻度分布をする二山

型季節増減がみられる。フナは12月に最大の，5月に

も広範囲頻度を示すのに対し，8～10屑までは1～5％

の低重量クラスに80～90％の頻度分布をもち，二二型

的季節変動を示す。

　コイは5～6月と12月にやや広範囲の頻度二三をす

るが，一般的にみて各月の頻度分布範囲が均等である

ので，季節変動の傾向は明確にできない。

　ウナギ，オイカワ，タナゴF圭g．3によると，これら

3種の各月の漁獲量はく1％がほとんどで，1～10％

の漁獲量を示す季節は，ウナギでは5～9月に限定さ

れ，オイカワのそれは夏季と初春季に集まっている。

タナゴは夏秋季にやや高率の値となり，殊に
1962～1965年の間は夏に限り30～50％を占めるが，そ

の漁獲年数は短期闘である。
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　Max．値の季節変動（付録Table　2－c）をみると，ウ

ナギの最大値は8．4％Q958年7月）で最小は0．1％

（1976年7月，1978年6月　未記載月を除く）であり，

出現月は戦備は6月，戦後は7月に多い。ナイカワの

最大値は27．7％（1932年5月）で最小は0，2％（1969年

5月，1975年6月）であり，全経年期間を通して7月

に最も多くMax催がえられる。タナゴは最大は
55．9％（1963年9月）で最小は0．1％（1970年5月　未

記載月を除く）であり，夏季の月にMax値が多く出鉱

する。

　Tab｝e　2によれぽ，ウナギはMax，値の大部分が7

月（45％）に集まり，6月（23％）がこれに次く㌔オ

イカワは7月（55％）が最多で次いで6月（22％）で

あり，Max．値の集中する月はウナギと同様である。タ

ナゴは8月（20％）が最多である。

　Fig．4からすれぽ，ウナギの漁獲量は全期間を通し

て1～9％の重貴クラスを越える月は皆無で，＜1％

クラスに73％の月数が所属する。1～9％クラスでは

7月が63％の最大頻度をもち，その前後の月も50％以

上の頻度である。オイカワは10～19％クラス以上の月

数頻度は稀で月数の79％が最低のく1％に所属する。

そして1～9％クラスの6月，7層共に66％の頻度分館

がみられる。タナゴは50～59％の重量クラスにまで広

範臨の頻度分布するが，月数はく1％クラスに45％，

1～9％クラスに40％が所属し，30～39％クラス以上

に頻度凶漁する月は7～10月である。

　Fig．5により漁獲貴の季節変動の変遷をみると，ウ

ナギの漁獲貴は戦前では5月または6月に急増（35％

以上）し夏に向い漸減する。戦後は195G年代から1960

年代にかけて5～6月の高率値が7月に移行し1970年

代に引きつづく。冬季は著しく低くほとんどの年で

く1％である。オイカワは6月または7月に高率値（35％

以上）が金期間を通してしばしぼみられる。タナゴは

高率値がある月に限定して集中することはないが，盛

夏から秋にかけて多くみられる。

　Flg．6では，ウナギとオイカワは6月，7月を中心に

荊後の月で，15～20％以上の高重油クラスに広範囲に

頻度分布し，典型的な一由型の季節増減を示す。また，

タナゴは各月共に類慶分奮が各クラスに分散している

ので，季節増減の傾向は不明瞭であるが，8～9月の

増大期の推測は可能である。

　ドジョウ，ヒガイ，アユ　Fig。3によると，ドジョウ

は総漁獲量の1～10％以上を占める月は稀であり，特

に戦前と1965年以降は大部分がく1％を占め，冬季は

殊にく1驚が連続する。ヒガイは戦髄と1965年以前は

冬季（1～3周）に1～10％の漁獲量があるが，他の

年の月はすべてく1％である。アユは水揚げ量が僅少

であり漁獲雪女も8～新月の間に限定されているの

で，全期間中く1％以上を占める月はない。

　Max．値の変動（付録Table　2－c）は，ドジョウの最

大は7．0％（1966年6肩）で最小は0．3％（1962年4月）

であり，戦前は主として夏季以後に，1950年代と1960

年忌は夏と春と交互に，1970年代は専ら5月にMax．

値がえられる。ヒガイの最大は8．1％（1962年1月）で

最小は0．1％G969年5月，1976年9月）であり，戦前

と1950年代は1～2月に最も多くMax．値がみられる

が，1960年代になると3月が加わり，1970年代には4

～7月の期間の月が交互にMax．値をもつようにな

る。アユの最大は1．4％（1975年8月），最小領は0ユ％

（宋記載の年を除く）であり，また，Max．値をもつ月

は8肩と9月にほぼ限定される。

　Table　2によれぽ，ドジョウのMax．値の出現月の

最大は5月（48％）であり，ヒガイは1月（30％），ア

ユは9月（45％）と，3種共それぞれの月に集中して

いる。

　Fig，4は，これら3種が王～9％の低重量クラス以

下に分霜頻度が限定され，ドジョウは1～9％クラス

の9月に63％，ヒガイは2月に45％の最高の頻度を示

している。

　Fig．5－cに示すドジョウは，戦前は7～9月の期間

に30％以上の高率の値が年によってみられるが，戦後

に．なると，1950年代は3～4月と8罵，196G年代は繧

～5月目8月，1970年代では4～6月と8月というよ

うに，高率値の移行がみられ，戦前は一山型の，戦後

は二山型の季節増減を示している。Fig．5－bによると，

ヒガイは戦前および1950年代は1～2月に高率値が集

まるが，1960年代にはこの高率値が2～3月へ移行し，

さらに1970年代には3～4月から4～5月へと最高漁

獲月が変転する。アユは漁獲季館が7～11月に限定さ

れ9月は35％以上の高率値を始期間中のほとんどの年

で維持する。

　Flg．6によれば，ドジョウは1～3，月の間を除き，ま

た，ヒガイは1G～12月の間を除き，各月共に高重簸ク

ラスまで広範囲の頻渡分布を示すので，季節増減の傾

向は明確にしにくいが，アユは7～10月の間に広範隈

分布をみせ，一山型の季節変化は判然としている。

　3－4－3．隷属肩越類量の貰分率の変遷

　F圭g，1の下段でみるように，タニシは全期間を通じ

て顕著な高い率を占める。シジミ類は戦勲と1950年代

までは大きな割合を示すが，それ以後は急速に低率と

なっていく。カラスガイは戦前はすべての漁獲種属中

最高の占有率をもつが，戦後は著しく下落し，貝類種
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掌中の最低の率となる。

　Flg．3によれぽ，タニシは客選から1960年代までは

少ない屑でも1～10％を，多い月では40％～50％の漁

獲量があるが，1970年代では激減しく1％の月が出現

するようになり，この年代の後半では漁獲0％の月が

ふえる。シジミはタニシに姥べすべての年代で終始そ

の割合が劣り，調査年間中30％以上を占めるのは1950

年代初期のみである。1960年以降では20％以上の肩は

なくなり，1970年代では漁獲0％の月が増す。カラス

ガイは琴南の1932年前半には80～90％の高い占有率を

もつ月があり，後単においてもなお60～70％を保持す

る月がみられる。しかし戦後は急減して20％以上を占

める月は1951年以降ほとんどなくなり，1950年代後半

からは10％以上の月も稀になり，1960年代後半から

はく1％の月が年間半分以上に達する。

　タニシ類のMax。値の経年変動（付録Table　2－d）で

は，最高値は64．2％（1952年4月）で最低値は10．0％

（1980年5肩）であり，戦前のMax．値の平均33．4％に

対し戦後は34．6％で降等の値であるが，最近5年間で

は20．6％と著しく低下している。シジミの最高値は

75．8％（1950年6月）で最低値は4．0％（1967年5月）

であり，戦荊のMax値平均20．2％に対し戦後の1950

年代は35．3％と増え，1960年代から1970年代では

11．6％と減少する。カラスガイの最大は91．9％G934

年3月）で最小は0．3％G973年11月）である。戦前の

Max．値平均68．2％に対し戦後は8．9％で著しい差があ

る。

　Table　2に示す賑ax。値を最も多くもつ月はタニシ

では4月（34％）で，Table　3－dでみるように戦前は

盛夏の月でもMax値をもつが，戦後ではそれ以外の

季節に限定される。シジミは7月（43％）が最多の値

をえており，6月（30％）がこれに次ぎ，Max値の大

部分はこれら両，月で占められる。そして1～4月の期

間は：全：くMax．値をもたない。カラスガイはタニシや

シジミにみる程のMax．値の集中月はもたないが，2

肩（28％）と4月（23％）は多く，一＝方8月と9、目に

は蟹ax植はない。

　Fig，4によれぽ，タニシは1～9％の：重董クラス以

下に月数の44％が，10～19％クラスに28％，さらに

40～49％クラスにさえ5％所属するというように，高

い重量クラスにまで広範囲の頻度分聡をしている。シ

ジミは1～9％クラス以下に月数の79％が，10～19％

クラスには14％とタニシに比べ頻度分布範囲は争い。

またカラスガイは1～9％クラス以下に71％であるが

分薦範囲はタニシより広いことが認められる。

　Fig。5－cでみると，戦前にはタニシは3～4月に

20％以上の高率の値と，1目零にそれより低い率の10％

内外の値の山をもつ二由型の季節増減傾向がえられる

が，この傾向は戦後も引きつづき窪しゆうされる。そ

して1970年代には高い値は4～5月とユ0月にみられ，

2つの山は接近する。

　シジミ類においては，高率値は戦前では7～8月の

ピークから冬季にかけて漸減するように現われるが，

戦後では1950年代の移行期を経て，1960年置には5

～7肩に高値が集まり，1970年代には主として6～7

月目ピークの期間となる。一方戦麟に冬季に出現した

蕎値は戦後には現われない。

　カラスガイはタニシと同様戦前と戦後を通じて初春

季と秋冬季に高値がえられるが，タニシのそれ見開瞭

には境われない。

　Fig．6によると，タニシは各月共に各重量クラスに

広い頻度分布するが，4月と11月は高重量クラスに高

い率の頻度がみられる。シジミ類では6～8月の期間

には高重量クラスにまで広く集中分布をする一山型の

季節変動が顕著にみられる。カラスガイはタエシと岡

様に各重量クラスに広範囲の分布域をもつが，2～5

月と11月は高重罪クラスへの二山型を示す多数頻度分

箱がみられる。

　3－5．各漁獲物量の季節変化型の要約

　以上種々の方法を用いて，総計，全魚類，全貝類お

よび各種属の漁獲量に関する季節変動の様相を述べて

きたが，それらの結果を綜合するとFig．7のようであ

る。戦髄の王932～1940年間と戦後の1950～圭980年間の

両港では，多くの魚介種で季節変動のタイプが異なる

ので，F呈g。7では濁年三を分けて示してある。この図か

らすれぽ，各種属は年一山型と年二山型の増大期をも

つ二つのグループに大溺され，また，戦麟と戦後で異

なったタイプを示すグループもあることが半糊した。

　年会山型のグループ

　総計漁獲鍛の季館増減は，戦前は3～4月に高い
ど一ク，　11～12月をこイ琢｝㌔・ピークを示し，　同門寺一こ王～2

月と7～8肩に明瞭な減少期がみられる。しかし，戦

後では爾ピークは戦端に比べ墾確さを欠き，2演屡の

山は8～王2月と長期聞にわたる増大期となり，一方春

季のそれは4月を中心にした短期聞のものとなる。

　貝類耳蝉では，戦前は3～4月の大ピークと12月の

小ピークが，戦後では両ピークともに不明瞭な山とな

り，期間が3～5翔と10～12月の長期にわたる。

　モロコ・モツゴ，ハゼ，タニシおよびカラスガイは，

戦前，戦後共に一つ図の山は春季の3～5月にそろっ

てみられるが，二つ擾の山は種属で異なり，モロコ。

モツゴはU～12．月，ハゼは8月，タニシとカラスガイ
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表3、直属間の月産漁獲鷺のベスト1～6位の順位の，過去40二間の月数の集計と糊対頻度（％）。

7ab茎e　3．　Relative　freque漁cy　o｛mo就h汽umber　Qf　the　annual　best　sixτank　orders　of　monthly　yields　of　each

　　　　fish　kind　i貸seaso捻alコ霞ont二hs　d賢r量ng　the　past　4◎years．

Order コ．＄t， 2nd。 3rd． 勘th 5七h 6もh　　Total
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は沁～玉2月の間である。減少期の判然としているのは，

ハゼの冬季，タニシの8月，カラスガイの9月である。

戦麟と戦後の違った点は，タニシでは戦後は戦髄より

春のピークが遅れ，秋のそれは臨く現われ，カラスガ

イでは春のそれが早い傾向がある。

　年一山型のグループ

　アメノウオ，カマツカ，ナマズは5～6月，ウナギ，

オイカワは6～7月に増大期をもち，秋から冬へと減

少期がある。コイは年中平均的に水揚げされるので増

大期の判別は困難であるが，強いていえば増大期は戦

前が10～12肩，戦後は4～8月であり，減少期は2月

頃ある。

　ヒガイは戦前は“やっか’1漁法による結氷下の漁獲が

盛んであったので，2月の厳冬期に増大期があるが，

戦後は結氷しない年や結氷期間の短縮などにより，こ

の漁法がすたれ，そのため年々増大期が遅れて現われ，
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196G年代には3月，1970年代をこは4屑となっている。

　アユは夏季解禁により増大期は8～9月にあり，以

後12月頃でつづき，タナゴも8～9月にピークがある。

　シジミは戦繭は7～8月に増大期が出現し，以後引

きつづいて冬季に至るまで採取されているが，戦後で

は1960年代は5～6月，1970年代は6～7月に増大期

が集中し，一方減少期は3～4月に顕著にみられる。

　無一山型，奪二凹型の両型のグループ

　総魚類量，エビ，ワカサギ，フナは共に戦前におい

ては秋から冬にかけて一由型の増大期を示すが，戦後

は魚類，ワカサギは3～4月と9～11月，エビは冬季

と盛夏，フナは冬季と3～5月にピークをもつ二山型

に変わる。なお，ワカサギは卵放流開始月から8月ま

では，網黛を糊摂して小型ワカサギの捕獲を禁庇して

いるので，9月の解禁以後に増大期がやって来る。

　ドジョウは戦前は8～9月にのみピークをもつ一山

型であるが，戦後は1950年代の3～4月，1960年代の

4～5月，1970年代の5～6月という移動する小ピー

クと，8月に常に出現する大ピークの二山型となる。

　ウグイは戦前には4～5月の大ピークと冬季の小

ピークの二由型であるが，戦後は冬季の小ピークはな

くなり，4～5月のピークのみとなる一山型である。

　3－6．各種属間の漁獲物量の順位並びに季節との

　　　　閣連

　各月における種属間の燈的関係を明確にするため

に，それぞれの月のベスト1位から6位蓑での種属の

順位を調べた。そして各順位の調査年間内の総計月数

を種町鳶に算出した。

　調査無学の種属間の順位別月数相対頻度

　Table　3は種属別の各順位における調三年間内の月

個数と，総月数に対する頻度（百分野）を配したもの

である。

　戦前の1932～1940年間と1942年の1～6月，戦後の

1950～1980年間の計40年6箇月において，毎月のベス

ト1～6位の漁獲蚤の順位内に最も多く入るのは，フ

ナの471個月（96．7％）であり，ワカサギ（87．4％），

タニシ（80．7％），コイ（67，9％），シジミ（54。4％），

モロコ・モツゴ，（45．3％），カラスガイ（44。7％）と

つづき，いずれも200個以上の海数である。

　ベスト1位の最高はワカサギの242倒月（49．8％）で，

次いでカラスガイ（17．3％），フナ（14．0％），タニシ

（11．9％）の順で，いずれも50個月以上である。ベス

ト2位の最大数はフナの146個月（30．0％）であり，タ

ニシ（28．4％），ワカサギ（16．0％），シジミ（9，1％），

コイ（8．4％），カラスガイ（6．4％）とつづき，これら

は30個月以上である。ベスト3位は再びフナが最高で

145個月（29．8％）を占め，つづいてタニシ（21．8％），

シジミG2．1％），コイ（1Q．0％），ワカサギ（9．3％）

の順であり，これらはすべて40個肩以上である。

　4位以下6位までの順位で100三月を越えるものは

コイGO1個、房，20．8％）のみであり，王～3位の各順

位にみられたような集中的な高い頻度を示す種属はみ

られない。また，順位の上位から下位に向い月数頻度

を増す種属は，ナマズ，モロコ・モツゴ，ヒガイ，ウ

グイ，オイカワ，ドジョウ，ウナギ，ハゼ，エビであ

る。一方，上位順位で多く下位に向い少ない月数頻度

を示すのは，上記の1～3位で高い月数相対頻度をも

つ種属である。

　アメノウオ，カマツカはベスト6位まで金く入らず，

アユは2個月だけ6位にランクされるにすぎない。

　調査年間の各季節月の種属毎の順位別月数相対頻度

　Fig．8は，月別に各種属のベスト1～6位の漁獲量

の順位別月数を，経年数で除して頻度を求め，符号で

袈現したものである。

　ベスト1～6位に入る各順位の合計月数頻度によれ

ぽ，90％以上の月をもつ種属はワカサギ（5～8月目

除く他の月），フナ（2月を除く他の月），タ轟シ（3

月，5月，6月）である。最高が80～90％の頻度の月

をもつものは，カラスガイ（2月，7月，8月），コイ

（5月，9月，10拷，12月），シジミ（6～8弩）があ

り，最高が70～80％を示す種属はモロコ・モツゴ（11

月），ナマズ（6月）である。最高値が60～70％のもの

はドジョウ（9月），40～50％ものはハゼ（4月，8月），

タナゴ（9月），ウナギ（7月），エビ（1，月，2月），

10～20％のものはオイカワ（7月），10％以下のものは

ヒガイ（1月），ウグイ（2月），アユ（9月）である。

　次に各月における附属別の高順位での月数頻度をみ

ると，ベスト1位を年間すべての月にもつ種属は，ワ

カサギとカラスガイで前者は1位の叢高は9月の
80～9G％で大部分の月で高い下野頻度値がえられ，後

者のそれは3～5月の間の20～3G％である。タニシは

9月，王0月を除くすべての月で1位をもち，そのうち

の最高頻度の月は1罵と2月（30～4G％）である。フ

ナは9～11月の3繊月を除く残りの肩は1位を示し，

最高月は5月，6月目40～5G％）である。シジミは6

～8月の3個月に1位をもち，最高は7月（20～30％）

にえられる。コイは7月と12月，タナゴは7月と9

月，エビは12月に1位がえられるが，それらの頻度は

すべて10％以下である。

　2位を最上順位とする種属は，オイカワ，ハゼ，モ

ロコ・モツゴで，それぞれ7月，8月，11月に2位を

もち頻度はすべて1G％以下である。
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　3位は最上位とする種属のうち，ウナギは6～8月

の3個月，ナマズは6月，7月目2f固月，ドジョウ9

肩の1侮月それらがあるが，頻度は共に10％以下であ

る。

　準位を最上順位にもつのはウグイとヒガイで，前春

は2月と12月に，後老は1月にみられ，また6位が最

上位であるのは，9月にみられるアユのみで，頻度は

すべて10％以下である。

　アメノウオ，カマツカは6位以上には入らない。

4．漁獲物出荷金額高の経年季節変化

　Flg．9（a～d）は、1932～1940年間と1950～1980年間

における調査年間の，漁獲物総金額高と魚類，貝類お

よびエビ類の条出荷金額高の，各年毎の季節増減を上

段に示し，下段は主要魚貝種属の百分率の季節変動を

麟示したものである。図中エビ類を挟んで上方魚類，

下方は貝類の惹分率を表わしている。

　また，年代の経過に｛半なう貨幣価値の低下のため，

グラフの縦軸の金高の単位を，1932～1940年間は千円

とし，195G年以降は召万円とし，年代の進むにつれて

縮尺して変動経過を示してある。

　4－1．総計，魚類，員類，エビ類および種属別の金

　　　　額葛の変遷

　総金高の季飾増減をFig。9でみると，戦前の年は一

般に春季の不明瞭な山と顕著な12月の由の2園のピー

クが金環し，戦後は3～4月と9～ll月の期間に増大

を示す年が大野分である。

　魚類の出荷金高は総金高の季節増減とほぼ平行的な

起伏を顕示するが，興類とエビ類の金高は魚類のそれ

に比べ少ないので，季節増減の判然とした傾向は判別

しがたい。
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　Fig．9でみる各州の金額高の季節増減と，　Fig．1の

漁獲量のそれとを，総金高と総漁獲量で対比すると，

戦前と戦後では著しい絹違がある。すなわち，総漁獲

量では戦前は春撃と12月に明瞭なピークがみられるの

に，総金額では春季のピークは不挙国であり，増減巾

も年によって著しく異なる。一方戦後では大部分の年

で両者の季節増減の起伏傾向は一致する。

　次に調査年間40年における毎年の出荷金高のMax．

値と総計金高に対する百分率を，総計，魚類，貝類，

エビ類および各種属別に明らかにした（付録Table

3）。これらMax，値について，1932～1940年間，

1950～1959年隣コ，　1960～1969警三1潤，　1970～1980年置琶Rこ

おける最大値と平均値を，上記年間毎に整理して録し

たのがTable　4である。

　この表によれば，総金高の最高値は戦前では4．35万

円（1932年12月），戦後では3，046，2万円（1975年12月）

がえられる。魚類ではそれぞれ4、24万円と3，026．7万円

の総金高と鶴年同月にえられる。貝類は戦前は0，46万

Fξ3　（1940年4月），　単黛後壱求172．2万円　（1971年5月差　カミ

最高値であり，エビではそれぞれ0．26万円（1932年8

趨）と171．8万円（1978年7月）である。また，上記年

間毎におけるMax．値の平均によれぽ，総計，魚類，翼

類，エビ類の各金高は，1950年代の値は戦前の約20倍，

1960年代は1950年代の約1，6倍，1970年代は約4。1倍の

値である。

　Table　5は経年期閾中の野曝の月のMax．儂を示す

各月の回数頻度を算賑したものである。総計と魚類の

金高におけるMax，儂をもつ最多の月は，12月
（375％）についで9月（22．5％）であり，これらを

漁獲量の最多月（9月および4月）と比べるとやx異

なる。貝類のMax．値の最大頻度は6月（22．5％）につ

いで4月（1ア，5％），エビは7月（2？．5％）で，前者は

漁獲董のそれが4月で金高とは異なるのに対し，後者

の場合は全く一層尽る。

　付録Table　3により各種属毎の趨Max．値の経年変

動をみると，戦後の変動経過にいくつかのタイプが認

められる。すなわち，ワカサギ，モロコ・モツゴ，コ

イ，ドジョウ，ナマズ，タニシなどにみる年代の進む

につれて，金額高が増えるもの，これらとは逆に減る

ものは，カマツカ，ウナギなどである。また，アメノ

ウオ，ヒガイ，ウグイ，オイカワ，フナ，ハゼ，シジ

ミ，カラスガイなどは変動が少ないか，傾向の明確で

ないものがある。

　Table　4｛こよれば，ワカサギの1960年初の月Max．

値の平均は，1950年代のそれの約1．6倍であり，さらに

1970年代は4．1倍に対し，ウナギでは1950年代のMax．

値平均は1960年代の約2倍，1970年代の約9．5悠であ

るQ

　Table　5により各種属の出荷金高のMax値の出現

月の頻度をみると，最高の月が2月のものはヒガイ

（32，5％），4月のものはモロコ・モツゴ（27．5％），

ハーゼ（47．5％），タニシ（47．5％），カラスガイ（3？．5％）

である。また，5月のものはカマツカ（44．8％），ウグ

イ（42．5％），6月のものはアメノウオ（40，0％），オ

イカワ（47．5％），ナマズ（55，0％），シジミ（27．5％）

である。さらに，8層はタナゴ（50．0％），9月と10月

はワカサギ（30．0％），12月のものはフナ（75．0％），

5月と12に最高網対頻度をもつものはコイである。

　以上各種属の示した金高のMax，値の最高根対頻度

月を，Table　lにみる漁獲量のそれらと対比すると，

ほとんどの月が一致することが確かめられる。

　4－2．各漁獲物金額葛の百分率の経年季節変化

　Fig．9（a～d）の下段に，ワカサギ，フナ，コイなど

の主要種属とエビ類およびタニシ，シジミ，カラスガ

イの金高の百分比の経年季節変動が図示されている。

しかし，金高の少ない大部分の魚類種属は図示が園難

のため，其の他に一括包含されている。それで，各種

属の百分比を明確に蓑わすために符号による表親法が

とられ，Fig．10（a～c）に示した。

　4－2－1．魚類，員類，エビ類の金額高の再分率の

　　　　　　変遷

　Flg，9により，魚類，貝類，エビ類の金高百分比の増

減経過を比べると，戦前で目立つのは貝類で，増大期

には約30％を占める月がつづくが，戦後は20％を越え

ることは稀なほどになる。これは重最百分比における

戦前，戦後の優位性と比べ，著しく異なる点である。

一方魚類の蒼分比の占有率は，経年期間全般にわたり

圧倒的に高くなっている。エビ類金高の百分比占有率

は，重量のそれに比べ大きく，増大期には貝類の比率

を凌ぐこともあるが，これは重量比のときは全くみら

れなかったことである。

　戦前，戦後の4G年間の調査年間における毎月の金高

の百分率の年間の月Max．値について，戦前の9年間，

1950年代，1960年代，1970年代のそれぞれの年代間に

おける最大値と平均値を求め，Table　6に示した。

　この表によれぽ，調査年闇全体を通して魚類の総金

高の百分率Max．値の最大値は，100％（1974年3月）

であり，上記4つの年代のそれぞれの最大値はいずれ

も97％以上を示し，また年代毎の月Max。値の平均値

では，戦前の80．9％から1970年代の99．7％まで漸増傾

向がみられる。

　貝類総金高の甫分率の最大働ま，戦蕊の36，1％（1940
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諏訪湖の｛魚獲鐙およびその出醤金額高の経年挙節変化

表4。4つの年代における種属別の月産漁獲金額高の最大値および各年の極大値の平均値。（）の中は平均値。
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40 倉沢秀夫

表5，各月における三二別の月産漁獲金額高の極大鐙をもつ季節月の，過去40年間の月数相対頻度（％）。

嬰ab茎e　5．　Re｝atlve　freqし韮ency　of恥onth　number、vith　annual　maximum　money　amou汽ts　for　monthly　yields

　　　of　each　flsh　ki註d　d“r三ng　the　past　40　years．

Jan。　Feb・　騎ar・　Apr・　挺ay　　Juご｝e　♂1！工y　A．u9・　SePも・Oeも・　理Ov・　Dec・

伽00痂解盈魂8
PZθ00く708S祝8

吻po〃～2β㍑ε

P86磁OP2麗Zα叩ε。勲odθμε

3α卸ooθ加麗客。日誌s　　　　22．5
σηα挽opoρoη．、　p3・惣40アαθわ・10・0

Ps醐（乏。σo尻0

2r乞わoZO40η

2αβ00

偽pr胴駕8
0αrαssZ㍑S

Cobiもidae
Pαrαsゼz祝r㍑s

舶9麗zzα
GObiidae

0
只
ノ

只
ノ
2

2．5　20。0　眞（）．0　25．○　ユ（）．0　　2．5

　　　　　　　　5。717．ユ7蘇．3

　　　5．0　7．5

　　　　　　　　12．5
32．5　　5．O　IO．0　12．5

7．820．02了．5　10．○

0
7
〔
ノ

0
∠
Q
2

つ
」
－0
2
5

∩
）
毎
2

3只
ノ
○
只
ノ

2
0
2

　
5
　
3
0
5

　
Q
Q
5
2

ζ
ノ
く
ノ2
23．海　尊海．8！7．220．7王3，7

5．0　5，010．01F2．5　5．0　25
　　　　　　　　　　尊7．5　35．0

　　2．5　5．0　27．5　10．0　　　　　　　　　　　　　　2．5
　　　5．Q　　　15．0　　　　　　　　　　　　　　2．5
　　　　　　　　　　　2．5　　　　　　　2G．0
　　　　　2．5！2。5　　　　　　　　57。5　27．5
2．5　　　　　15．0　20．0　55，0

　　海7．5　12．5　 5．○

に
ノ
環
ノ
な
ノ

2
2
7

5
，

2

　
只
ノ
2

　
7
遮

　
！Q
／
5
2
C
／

2
7
海
2

12．5　　7．5　　7，5

5．0　　　　2，5

5．〇三〇．0275

　　　2．575．0
65．O　l2．5

　　　7．5

7．5 12．5　 2．5　 2．5　 7．5　 2。5

？ota！　fishe＄ 75　5．○ 2．5　 2．5　22．5　3．5．0　 7．5　37ρ5

Vivipari（iae

COrbicu工idae
Ur｝io鐵idae

　　　　　ユ．7P5　奏7．5　！5．0　 2，5

2．5　　　　　　　　　　　　ユ．2，5 27．5 25．5 ！5．0

　　12．520．0　37．5　10．0　　　　　　　　 2．5

5
●

2q
／
R
ノ
ζ
ノ

7
2
2

0
〔
ノ
（
U

〔
ノ
7
0

　
　
1

q
ノ
《
ノ
に
ノ

2
7
2田otal　環○ユIUSCS 2．5　！7．5　3．5．022．5　10，010．0　2．510．0　2．5　7，5

Shri鵬P3 5．O　lOgO　 5．0 2．5　 2．5　27．5　 2．5 10．0　25．G　lO．0

TOもa烹　su恥 7．5　7．5 2．5 22電5　！5．0　　7。5　37。5

年4月）で，戦後の各年代の値は戦前のそれの約1／3

から約1／2へと減少する。また，平均値でも戦前の

23．8％に対し，戦後は著しい減少傾向をみせる。

　エビ類のM欲．値の最高は，戦前の29．4％（1939年8

月）であり，次いで王970年代の26。3％（1978年7月）

である。しかし，Max．値の平均では自薦の19，0％が最

も大きく，戦後の年代はその約1／2から約1／3の値に

減少する。

　次に金高蟹分率の年閥Max．値をもつそれぞれの月

の月数頻度を，Table　7に示した。すなわち，魚類金

高では9月（35％）に最も多く，次いで12月（30％）

である。これはTable　2にみる金魚類最の百分率の場

合の多頻度月が，9月と1月であるのと対銘するとき

やや異なっている。貝類金高の最大月は，4月と6月

（共に25％）で，これも貝丁丁の百分率の場合は4月

と2月が最多で崩じではない。また，エビ類金高は7

月（33．3％）に次いで2月（23．2％）で，エビ量のそ

れらとほとんど同様である。

　また，各漁獲物金高の各月の首分率値が，調査年闘

中のそれぞれの月において，どのような百分比を示し

ているかを明らかにするために，Fig．10を基として金

高藻分率の各階級に対する値の得回数相対頻慶を，月

別に符号で表わしたものがFi慕．11である。

　この図によると，魚類総金高は90％以上の金高クラ

スに属する年間月数が最多で53．4％を占め，最高頻度

月は9月，10肩，12月でいずれも78％を占める。…方

40～49％金高クラス以下には金く月数分布はなく，魚

類金高は全経年期間のいかなる月でも50％以下になら

ないことを示している。貝類総金高は，1～9％の金

高クラスに最も多い月数頻度分布の60．1％がえられ，

一方30～39％以上のクラスにはほとんどみられず，低

金高クラスに片寄った分布をする。凱ビ類のそれは員

類より一層1～9％クラスに集中し，7G．0％の年間頻

度であり，20～29％クラス以上にはない。すなわち，

魚類総金高は高金高クラスに，貝類およびエビ類のそ

れは低金高クラスにと，全く鑑反対の分布をする。

　以上の分布傾向をFig，4の漁獲物量のそれと対比

すると，魚類と輿類では漁獲物量の各重量クラスに比
　　　　　　　　　　　　　　　、
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図10．過去40年間の種属間層産漁獲金額高の葛分率の経年変化。

麟1研a．1932～1940年間と1950～1956年聞の月産漁獲金高菖分率。

Fig．10．　Diagrams　of　annual　cha職ges　in　mo獄th｝y　percent　money　ab賢ndance　for　y圭elds　of　each　fish　kind
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F叢9・10脚a。Monthly　perce織tエnoney　abu雛dance　for　yields◎｛each　fish　k圭織d　frorp　1932　to　l940　a捻d　1950　to
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                   l957 I958 l959 I960              JFMAMJJASOND JFMAMJjASOND jFMAMJJASOND JFMAMJJASOND
 Oncorhynchus
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 Gnothopog,Rsetrdoresb.
 P.s,7g.g2gg,9,'be,,ty,
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 Oncorbynchus
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 Gob;;dae'
asT

 Vivlparldae
Corbieulidee
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Flg. IO-b. Monthly percent money abundance for yields of each fish kind from l957 to 1972.
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麟1⑪一。．1973～1980年間の月産漁獲金高百分率。

Fig。10・c．　Mo織thly　percent　money　abuadance　for　yields　of　each　fish　kind∫rom　1973　to　1980．
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較的分散分布して，金高のそれとはやや異なっている

のに対し，エビ類では全く飼傾向の分獅様相をしてい

る。

　出蒋金額高の季簾変化の経年変動経過を…層明らか

にするために，総額，魚類，貝頽，エビ類および各種

属の年間の合計額に対する」甥彗の百分率を箪出し，そ

れぞれの値を符号で示したものがFig，12（a～c）であ

る◎

　この図によれぽ，総金額高は戦前には12月をピーク

とする一山型増大期が顕著であり，重量酉分率の春秋

2回の二山型のそれとは異なる。戦後では1950年代は

小ピークの3携と大ピークの9月または10月の二由型

であるが，196G年代半ばより1970年代では3～4月と

9～12月の期間に増大期が2縢あり，総漁獲量の否分

率変動と像ぽ同様である。

　魚類総金高では，総金額高とほぼ肩様な季節変動型

が，戦筋においても戦後においても認められる。

　貝類総金高は，戦崩は春季と秋冬期に増大期をもっ

二山型の年が，1950年代から1970年代に至る期間は，

4～8月の聞にピークをもつ一山型の年が多い。そし

て最近10年問は5～7月に増大期が集中する。この金

高の経年変動の様相は，貝類量のそれと酷似する。

　エビ類については，戦前の多くの年は秋冬期（10～1

月）にピークをもつ一一山型であるが，戦後は増大期が

著しく異なり，1950年代は増大期の黍節が不定であり，

1960年代半ばからは，夏挙（7～8月）にピークを持

つ一山型となり現在に至る経隼変動が認められ，貝類

量でみた季第変動傾向とよく一致する。

　Fig．13はFig．12を基として，各漁獲物金高の各月の

百分率値が，各階級（金高筥分率値）に対する値の月

園数頻度を，月別に符号で蓑わすように作図したもの

で，調査年間を通じての金高の季節増減のタイプの鮮

甥化を図った。

　このFig．！3に示される魚類，貝類およびエビ類の金

額高の，調査年蘭中における季節による月数頻度分聯

の様相は，Fig。6にみるそれぞれの漁獲量の頻度分布

傾向とほぼ同様であることが，両図の対比により甥明

したので，ここでの説弱はFig．6での解説にゆずる。

　4－2－2．種属携魚翼類の金額葛の百秀率の変遷

　アメノウオ，カマツカ，ウグイ　Figユoでみるとこれ

ら3種属は，経年期間中1％以下の金高の月がほとん

どで，アメノウオが1930年代と1950年代の夏に，ウグ

イは稀に春季に1～10％の月があるのみである。

　Table　6によれぽ，経年期間の金高酉分率の最高健
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は，アメノウオでは3．5％（1950年代），カマツカは1．2％　　みると，アメノウオ’は6月（37．5％），カマツカは5月

（1950年代），ウグイは2．7％（1930年代）であり，月　　（41．4％），ウグイは6月と7月（40．0％）に最：大がえ

Max．値の年代別の平均では，アメノウオは1，4％（1950　　られ，これらの最大頻度をもつ月は，3種属が漁獲量

年代），カマツカは0．5％（1930年代），ウグイは1．0％　　で示した月と全く一致する。

（1930年代）が最高である。　　　　　　　　　　　　　金高クラス別の月数頻度はFig．11のようで，最低の

　　Tab｝e　7により金高再分率のMax．儂の月別頻度を　　1％以下のクラスに3種共に90％以上が集中分題し，

　　　　表6．4つの年代における種属別の月産漁獲金額高衝分率の最大値および各年の極大値の平均値。（）内は平均
　　　　　　　　　値。

　　　　Tab韮e　6．　The　highest　and　meaR　va1絵es　of　a無nua11漁axim疑m　percent　abundance　of　money　amouats　for
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裏7．各年における四八別の月産漁獲金額高酉分率の癒大値をもつ季節月の，過去40年間の月数相対頻慶（％）。

Table　7．　Relative　frequency　Qf　mo曲nu曲er　with　the　annuahnaxim穀In　percent　abundance　of　money
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一方10～19％クラス以上にはみられない。玉～9％金

高クラスには，アメノウオ，カマツカが看…と盛夏に，

ウグイが冬から初夏にわずかに分布する。

　増大期の出現季節をFig。12とFig13で鞠溺すると，

アメノウオは193G年代と1950年代は6～7月，1960年

代以降は4～6月に増大期をもつ一山型である。カマ

ツカは193G年代は5～8月，戦後は5月を中心にピー

クを持つ一山型である。ウグイは1930年代と戦後の

1960年代までは4～5月と11～12月の二山型である

が，1970年代には4～5月のみの一山型となる。

　ナマズ，モQ識・モツゴ，ハゼ　調査年間を通じて

の百分野では（Fig，10），これら3種類属共に1～1G％

以上を占めることは稀である。

　全：期間でみた月Max，値の最高は（Table　6），ナマ

ズは8．1％（1970年代），モロコ・モツゴは20。0％（1930

年代），ハゼは21．6％（1950年代）であり，年代別の月

蔑ax値の平均は，それぞれ5。4％（1950年代），13．9％

（1930年代），12．7％（1950年代）が最高である。

　Table　7でみると，　Max．値をもつ月は，ナマズは6

月（55．0％），モロコ・モツゴは4月と5月（20。0％），

ハ・ゼは4月（37。5％）に最も多い。これらをTable　5

の漁獲貴の最多頻度月と対比すると，ナマズのそれは

よく一致するが，他の2種は異なる。

　窮g．11によれぽ，ナマズはま～9％金：高クラスに

7L4％の月数が所属し，これ以上のクラスには稀であ

り，5～9月に高い頻度値：がえられる。モロコ・モツ

ゴは1～9％クラスに75．2％が所属するので，これ以

上のクラスは稀であり，30～39％クラス以上は皆無で

ある。ハゼは1％以下と1～9％クラスにそれぞれ

47．8％と48．1％で，両クラスで95。9％の集中分布がみ

られる。

　Fig．12とFig．13により季節変化型をみると，ナマズ

は6鍔に，モロコ・モツゴは春季と初秋期にピークを

もつ，それぞれ年一山型を二山型であることが顕著で

あるが，ハゼは春季と秋挙に不開瞭な増大期がある二

山型である。

　ワカサギ，フナ，⊇イ　Fig．9とFig．10でみるよう

に，ワカサギの金高百分率が50％を占める月は，1930

年忌は稀で冬季と秋季に増大期がある。1950年代には

秋季には常をこ50％を越えるようになり，1960年代には

冬季から春季と秋期には60銘以上となる。1970年代に

は1960年代にみた増大期にはそれぞれ70％以上および
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図12－a．総計，魚類，エビ類，アメノウオ，アユ，ワカサギ，ナマズの月産漁獲金高の年間総計に対する菖分率。
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図王3，過虫40年間における各種属の月産漁獲金額高の年間総計に対する慰撫率と，各季節月における月数掘対頻

　　　度との関係。

Fig．13．　R・1・ti・・b・twee・th・m・nthly　p・・ce漁・・ey・b・・d・nce　f・・yi・ld・・f　each　f｝・h　ki・d七・each　t・t・1

　　　amual　money　a搬ount　and　the　relative　frequency　of　month轟umber　ln　seasonal　mo捻th　durillg　the

　　　past　40　years．

80％に達し，この年代の後半では大部分の月が90％以

上を占める。

　フナの金高が総額の40％になる月は，1930年代では

冬季に，1950年代と1960年代では冬季および春季に増

大期としてみられるが，1970年代には増大期において

も20％以下である。コイは全経年期間を通して定まっ

た増大季節が不明確であるが，全般的には晩春から初

夏のようである。

　百分率の月Max趨の変動経過を年代別にみると

（Table　6），ワカサギは年代の進むにつれて増大し，

最高は95．2％（1970年代）であり，Max。値の年代平均

でも92。4％（1970年代）である。フナは1950年代が最



諏訪湖の漁獲鍛およびその出萄金額高の経年季節変化 51

高値の54．7％を示すが，以後の年代では減少傾向がみ

られ，コイは1930年代に47．7％の最高がえられるが，

1950年代以後は著しく低下し，約18％がつづく。

　Table　7によれば，ワカサギのMax値の最多出現

肩は9月（30．0％）についで鎗月（27．5％）であり，

フナとコイは共に5月で，それぞれ30．0％および
婆2．5％の頻度である。

　金高クラス鯛にみた月数の頻度をFig。11でみると，

ワカサギは9～10月に60％以土の金高クラスに

20～30％の最大頻度を示すが，5～6月では1～9％

クラスで20～30％の最大頻度がえられる。フナでは，

40％クラ刈こ30～49％の高頻度が5月と12月にえられ

るのに対し，9～10月では1～9％クラスに80～89％

の高頻度がみられる。コイの40％金高クラスへの頻度

分布は，5～6月で1～9％であり，残りの層は

10～19％以下のクラスであり，3月と9月には1
～9％クラスに90％以下の頻度分箱がみられる。

　Fig．12によれぽ，ワカサギの金高は1930年代と1950

年から1960年代の半ばまでは，9～10月と3月をピー

クとする増大期の年二山型の季節増減が顕著である

が，それ以後の境今までは3～4擢と9～12月のゆる

い二山型となる。フナは全経年期間を通して3～4月

と三2月に増大する将領山型の年が多く，コイは1930年

代と1950年代は5～6月および12月にピークがあり，

王960年代以後は5月と9月に増大する年二山型が半撚

としている。

　Fig．13はFig．12の季節変動傾向をはっきりと蓑わし

ている。

　ウナギ，オイカワ，タナゴ　ウナギの金高百分率の

季節増減の経年の推移をFlg，9でみると，明確に図示

できたのは1930年代と1950年代から三960年代の初期ま

でで，以後は低率のため不明確となる。Fig．10による

と，1930年代初期では約30％の高率の値が5～8肩に

みられるが，この年代の末期には10～20％に低下する。

1950年代前半は約30％に恢復するが以後は低下傾向を

持続し，196◎年代以後は増大期でも1～10％に止まる。

　オイカワの金高率は，全期間を通して1～鎗％を越

える年はほとんどみられず，1970年代では大部分の月

が1％以下となる。タナゴ類の金高率は，組60年代の

夏秋期の増大期にのみFig．9の図中に顕示される。

Fig．10でみると，水揚げは1930年代の後半から196◎年

代までつづくが，その間増大期でも10％を越えない。

　各年代間の金蕎百分率の月Max．僅をみると（Table

6），ウナギは1930年代の61．1％が最高であるが，1950

・年代以後は激減して1970年代の最高値は1．9％に落ち

込む。オイカワもうなぎと同傾向の減少がみられる。

タナゴは1960年代に最高値142％があり，前後の年代

は著しく低い。

　Max．値をもつ月数相対頻度は（Table　7），ウナギは

6月（55，0％）が最多で次いで7月である。オイカワ

は6月，7月（共に40％），タナゴは8月（59．0％）で

ある。

　月数頻度を金高クラス劉にみると（Figユ1），ウナギ

は増大期の5～8罵でも，30～39％の金高クラスに1

～9％の低い頻度があるのみであり，オイカワとタナ

ゴは増大月においても10～19％金高クラスに圭0％以下

の頻度である。

　金高季節増減傾向をみると（Fig．12），ウナギは1930

年代は5～7月にピークが，戦後は1950年代の移行期

を経て，ほぼ7月をピークとする年一山型である。オ

イカワは1930年代と1960年頃はウナギと寒月にピーク

があるが，以後は6月中心の一山型となり，タナゴは

出境年間を通して8月後頂点とする一山型である。

　Fig，13はこれら3種属のFlg．12に示した金高の季節

変動型を，より一層明確に示している。

　ドジョウ，ヒガイ，アユ　Flg。10によれぽ，ドジョウ

金高の百分率は，全期間を通じて10％（増大期は春季）

を越えるには稀である。ヒガイは1930年代と1960年代

までは冬季に増大期があり，それぞれ王0～20％および

1～10％であるが，1970年代には春季に増大期が移り

1～10％を示す。アユの出荷期は7～10月に限定され，

金高率は1％以下に止まる。

　Table　6に陣す各年代の月別分率Max．値の最高値

のうち，ドジョウでは王970年代の14．3％が最大であり，

ヒガイは20．8％（1960年代），アユでは9。0％（1930年

代）が最大で，アユの場含戦後の年代は著しく低い

Max値である。

　Max．値の最多の月（Table　7）をみると，ドジョウ

では5屑（50．0％），ヒガイは2月（40．0％），アユは

9月（64，9％）である。

　金高クラス劉の月数梱対頻度（Flg，11）では，ドジョ

ウが5～6月セこ10～19％金高クラスに1～9％の頻度

を示すのが豆田であり，ヒガイでは1～2月に同クラ

スに岡頻度の最高をみせる。アユでは1～9％金高ク

ラスに40～49％の集中高頻度がみられ，このクラス以

上には分布しない。

　Flg．12により季節増減をみると，ドジョウは全期間

において春秋の2期に増大期をもつ年二山型であり，

ヒガイでは1930年代と196G年代までの期間は冬季，

1970年代は春季，アユは終始夏：季にそれぞれ増大する

一山型である。

　F呈g．13はFig．王2の傾向を集約し図示したものであ
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り，これら3魚種の金高の季節変動様掘は，一層嬰確

に蓑現されている。

　タニシ，シジミ，カラスガイ

　Fig，9の金高百分此の図をみると，1930年代はすべ

ての月でタニシはシジミやカラスガイより低率である

が，1950年代以降は逆転しカラスガイは図に表わせな

くなり，シジミは1960年代半ばまではタニシに勝るが，

以後はタニシの方が高率となる。

　Flg．10により，増大期季節における全額に鰐する百

分率をみると，タニシでは10～20％になるとは稀であ

る。シジミは1930年代と1960年代米ばまでは10～20％

であるが，それ以後は1～10％の範囲以下になる。カ

ラスガイは1930年代にのみ10～20％で，他の年はすべ

て1～王0％を越えない。

　調査年間における月の菖分率Max．値の最高は
（Table　6），タ詣シでは16，7％（1970年代），シジミ

は24．6％（1930年代）であるが年代の進むにつれて各

年代の最高値は減少する。カラスガイの最高は273％

（1940年）で著しく高いが，戦後の各年代の最高値は

極めて低い。

　齎分率Max値を示す月の回数の最多の海（Table

7）をみると，タニシは4月（52．5％），シジミは7拷

（37．5％），カラスガイは4月（40．0％）である。

　Fig，11で金高クラス溺の月数頻度をみると，タニシ

は4月に10～19％クラスにおいて，10～19％の最高月

数頻度を示し，シジミは8月に20～29％クラスで
1～9％，カラスガイは4月にシジミと岡クラスで同頻

度であり，貝類全般において低金高クラスに頻度が集

中する。

　Fig．12により経年の季節増減傾向をみると，タニシ

では戦後と1960年代までは，3～4月と11～12月に，

1970年代では4～6月と10～11月にそれぞれピークの

ある年嵩山型である。シジミは戦儲は夏：秋のゆるやか

な山であり，戦後は5～8月に頂点のあるいずれも年

～山型の増大期をもつ。カラスガイは調査年間を通し

て3～5月と10～12月を増大期とする年限山型であ

る。Flg．13はFigi2の増減傾向を一層明瞭に示してい

る。

　以上各種属別の金高百分率の季節変動を漁獲量の百

分率にみる季節遷移と対比すると次のようである。

　Fig．1とFig．9を比べて特に冒立つ根違点は，ウナ

ギ，タナゴ，モロコ・モツゴが金高否分率で顕著に表

わされていることで，これら種属は漁獲量では低率の

ため図示されていない。また，貝類全般の金高は漁獲

量に比べ低率となり，就中タニシとカラスガイは著し

い。

　Fig，3とFig．loの対比に於ても上述と同様な旧慣が

一層明確に認められる。

　Table　2とTable　7で漁獲量と金額高のMax．値を

示す月の回数を対比すると，両表で最多頻度の異なる

月をもつ種属はモロコ・モツゴ，コイ，フナおよびカ

ラスガイのみで，洋種属はすべて同一の月である。

　重量と金高のクラス溺の月数頻度をTab圭e　4と

Table　11で対比すると，ウナギが金高で夏季に重量の

場合より高率クラスに多く分布するのと，タニシ，シ

ジミ，カラスガイが金蔓で重量に比べ著しく低率クラ

スに集中する傾向を示すが，他の種属の頻度分布様相

は両図で非常によく似ている。

　Fig．5とFig．11およびFig．6とFig．13の対比によれ

ば，各種属にみる漁獲量と金高の季節増減の起伏が，

全ての種属でそれぞれ比較的よく一致することが判

る。

　4－3．各種属間の金額高の順位並びに季節との関

　　　　連

　種属間の金額高の相互関係を知るために，各月の金

高のベスト1～6紘の種属を明らかにし，各順位の調

査声聞中の総月数（回数）および月別の月数を：求めて

頻度を算出し，それぞれTable　8とFlg．14に示した。

　調査年間の種属間の順位別月数相対頻度

　Table　8によれぽ，全期間を通じてベスト6位内に

最も多く入る月数を示すのは，フナの454個月（93．4％）

で，次いでワカサギ（93．0％），コイ（79．4％），エビ

（54．9％），モロコ・モツゴ（53．3％），シジミ（46。7％）

の順でつづき，これらはいずれも200個以上の月数を示

す。これら金高の順位月数を漁獲鐙のそれらと比べる

と，漁獲董で200個口以上に入っていたタニシとカラス

ガイが，金高では欠落している。

　ベスト1位：の最高は，ワカサギの353個月（72．6％）

で異常に多く，次いでフナ（20．0％），ウナギ（4．5％）

の順である。漁獲蚤で多いカラスガイ，タニシ，シジ

ミの1位の回数は金高では極端に少ない。

　ベスト2位：の最：労演数はフナの231個月（47．5％）で，

ワカサギ（13．8％），コイ（13．6％），ウナギ（7．2％）

の順であり，30回以上の月数をもつ。この2位には漁

獲：量ではウナギは入っていない。

　ベスト3位の最多はコイの127個月（26。1％）で，エ

ビ（9．9％），シジミ（8．0％），タニシ（5．8％）とつづ

く。漁獲量ではエビはこの順位で0．8％であったもの

が，上記のような高い頻度を示している。

　以下4位の最大月数はエビの85個月（17．4％），5位

はモロコ・モツゴ72個月（14．8％），6位は再びエビの

55個月（1L3％）である。
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表8．種属間の月産漁獲金額高のベスト1～6位の籏位の，過程40年間の月数の集計と目先頻度（％）。

7＆b監e8。　Relative　frequency　of　month　number　of　the　annual　best　slxτank　orders　oξ獄oathly　money

　　　　amounts　for　yields　of　each　fish　kind玉n　seasonal　monヒhs　dur呈ag　the　past　40　years．

Order lsも． 2nd． 3rd． 晦th 5もh 6th 田Qもεし工

伽oor勿ηo勧ε

PZθoogZoεε㍑s

吻ρ0η7θ8ら8

Pαrαs¢z卿㍑s

Psθ掘oρθ麗Zαηps．肋。ゴθ㍑s

0ηα惨勉0ρOgOη，　PSθ㍑40rαSわorα

　353　　　67
（了2．6）　　（13．8）

　　　　　　1
　　　　　（○．2）

　　　　　　　5
　　　　　（Lo）
　　　　　　1≧
　　　　　（2．9）

　　　　　　　ユ
　　　　　（○．2）

　16　　　　7
（3．3）　　（＝L．Σ峯）

　　3　　　　7
（O．6）　　（1露）

　工8　　　11
（3．7）　　（2．3）

　55　　　6醇
（：L1．3）　　（13．2）

　　　1　　　　　ユ
　（0．2）　　（0．2）

　　　眞　　　　5
　（0．8）　　（1．0）

　　25　　　仙
　（5．1）　　（9．】」

1　　18　　　工8
　（3．7）　　（3．7）

　　72　　　54
　（1、．8）　（1ユ．ユ）

　　3
（○．6）

　毎52
（93．O＞

　80
（ユ6．5）

　70
（14両）

　259
（53．3）

Pεθ掘090玩0

5αroooん読Zゼ。漉吻8

7rゼわoZodoη

Zα000

oαrαssz祝s

o塑r辮㍑s

Cobitidae

肋9㍑πzα

Gobiidae

　97
（20．0）

　　2
（0．妹）

　22
（駄．5＞

　1
（0．2）

　231
（貯5）

　66
（13．6）

　　5
（LO）

　3為
（7．2）

　　2
（o．奏）

　3
（0．6）

　　払
（0．8）

　71
（14．6）

　127
（26．1）

　22
（眞．5）

　2工
（辱．3）

　工0
（2．1）

　　9
（1。9）

　　1
（0．2）

　　8
（1。6）

　3ユ
（6．9）

　81
（16。7）

　30
（6．2）

　15
（3の

　20
（妬1）

　！Q　　　烹3　　　　35
（2。1）　　（2。7）　　　（7．2）

　　3　　　　3　　　　7
（0．6）　（0．6）　　（ユ．逗）

　　6　　　1工　　　　29
（L2）　　（2．3）　　　（6PO）

　ユ3　　　11　　　毎5厚
（2．7）　　（2．3）　　（93，財）

　65　　　海5　　　386
（13・≧）　（9・3）　（η・毎）

　38　　　38　　　ユ33
（了．8＞　　　（7事8）　　　（2了．弩＞

　13　　　ユO　　　U5
（2．7）　　　（2．1）　　　（≦～3．7）

　26　　　35　　　　9奏
（5．3）　　（了．2）　　（ユ9．3）

Vivipar愛dae

COrbiculidae

u叢iOni（iae

　　　　　　9
　　　　（L9）

　1　　　　21
（0．2）　　（彗．3＞

　2　　　　5
（0．瓦〉　　（1．0）

　28　　　33
（5．8）　　　（6．8）

　39　　　57
（8．0）　（ll，7）

　n　　　　　9
（2．3）　　（ユ．9＞

　32　　　毎3　　　盛5
（6．6）　　（8．8）　　（29。8）

　55　　　弘　　　　227
（ユユ．．3）　　（ヨ，ユ．工）　　（眞6，7＞

　17　　　ユ7　　　　61
（3．5）　　（3．5）　　（二L2．6＞

Shri柵ps 　ユ　　　　　17　　　　　な8　　　　　85　　　　　6ユ　　　　　55　　　　　267

（0．2）　　（3．5）　　（9．9）　　（17．轟）　　（12．6）　　（11。3）　　（5耳．9）

　6位以内に全く入らない種属は，アメノウオ，カマ

ツカで，これは漁獲量の場含と岡三である。また，3

位以上に入らないものはアユとウグイ，2位以上はヒ

ガイとオイカワ，1位がない高高はナマズ，タナゴ，

モロコ・モツゴ，ドジョウ，タニシである。そして，

漁獲量で3位以上にみられなかったヂジョウ，ウナギ，

ハゼが金高では比較的高頻度月数でランクされてい

’る。

　調査年間の各季節月の種属毎の順位別月数相対頻度

　Figユ4は，月溺に各種属の1～6位の金高の順位に

当る月数を，経年月数で除して百分率の頻度を求め，

符号で各順位に月数頻度を当てはめたものである。

　ベスト1～6位に入る各順位の舎計月数頻度では，

90％以上の頻度の月をもつのは，ワカサギ（5～7月

以外の他の月），フナ（2帰，7～10月を除く地の月），

コイ（8月，1王月），シジミ（7月）である。最高が80～90％

の頻度の月をものはモロコ・モツゴ（3月），70～80％

のものはドジョウ（9月），エビQ月，11月），60～70％
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國王4．過却0年間における，種属間月産漁獲金額高のベスト1～6位の各顧位とその集計（T）の月数相対頻度。

Fig．14，　Rela£ive　frequeacy　of　mo航h　number　to　the　best　six　rank　orders　of醗on之hly　mo益ey　amou籍t　for

　　　yields　of　each　fish　kind　duri籍g　the　past　40　years，

のものはタニシ（4月），50～60％のものはハゼ（4、月）

ウナギ（7月，8月），30～40％のものはナマズ（5周，

6月），タナゴ（8月），ヒガイ（2月），20～30％のも

のはオイカワ（6月，7月），カラスガイ（4月，5月），

10％以下のものはアユ（8月，9月），ウグイ（1～3月）

である。

　次に各月に：おける種一別の高順位での月数頻度をみ

ると次のようである。

　ベスト1位を最上位にもつ種属のうち，年闇12個月

すべての月に1位のあるのはワカサギで，それらは

50～60％以下の頻度を示し，最高は10月にみる90％以

上である。フナは9月と10月以外の10個月がすべて1

位をもち，最高頻度値の40～50％は5月と6月にえら

れる。ウナギは6～8月の3個月で，それらの頻度は

10～20％である。ハゼ，シジミ，カラスガイおよびエ

ビは，それぞれ5月置8月，4月，1月に1位をもつ
が頻度は10％以下である。

　2位を最上順位とするものでは，その出現月はタニ

シでは1月，4月，7～11月の7倒月で，8月の
10～20％が最高頻度である。タナゴは1月と8～11月

の5個月，ドジョウは5～9、月の5個月，モロコ・モ

ツゴは1月，3月，10．穏，11月の4個月，ナマズとオ

イカワは共に1月であり，頻度はすべて10％以下であ
る。

　3位が最上位のものはヒガイで，1肩と2月の2個

月に，4位を最上位とするものはアユとウグイで，そ

の出現月はそれぞれ8月と2月に10％以下の頻度がえ

られる。

　アメノウオとカマツカは6位以上には入らない。
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5．各種漁獲物の月平均単価の経年季節変化

　Fig．15（a～f）は，1932～1940年間と1950～1980年間

における，毎月の各漁獲欲心のkg当りの単価の変動を

示したものである。

　5－1．種属別漁獲物の単価の変遷

　各種属の単価の変動経過を明確にするために，その

季鮪増減が相互に区別を出来るようなものを3，4種

属ずつ組合わせて，Fig．15－aからFig．15－fに図示し

た。

　Flg．15－aによれぽ，アメノウオはハゼやドジョウの

単価より戦葡年代と1950年代の大半の月で勝るが，

1960年代はドジョウと同等かまたは交互に勝る。～方，

ハゼは他の2者に常に劣る。1970年代ではドジョウが

一段と他より高値となるが，アメノウオは次第にハゼ

にも劣るようになる。

　Fig．15－bによりワカサギ，ナマズ，オイカワの相互

の季節変動は，1930年代ではワカサギは夏と秋に他に

勝る年もあるが，大半は3憲岡等の単価である。1950

年代以後はナマズは他2者に比べ安値で季節の変動巾

は小さい。ワカサギは値の振れ由が著しく大きく，夏

または秋に高卑となり冬季に安値となる。オイカワは

1960年代前半まではナマズと局等の値で，季節変動も

少ないが，以後はワカサギに次いで，著しい変動由と

なる。

　Fig．15－cによると，1930年代はウグイがコイ，カマ

ツカ，タナゴより常に高値を維持する。1950年代では

ウグイとコイの緬格差は縮まり，タナゴはそれらより

ye窃！短

1

0
3
2

，　　　レ

　　o@　　齢
　ρ

E　　＿　　　幽

　　　　　　“o　曾　　　　唖　　　，

一　　　，

一 　　　噸
C　　　　，

　句

f

， 5

昌　9

， ，
－　葡

巳

、

，
・

噸　　　匹

1932 1 933 ig34 193 C。＿＿o＿＿＿一ig56

1．・iヨ・・，＿　　．．。

　　　．　　　　　　　　　　　●．

P、　　　　　　　▼●「

．　　．ρ●’

　b’

改9

・
H

幽
デ
鯉

℃‘

o
Xlび．　　　1937
4

1938 1939 1940 1942

亀

，

，

・

陰
◎

，冊
　
噂
．

輔
　
・

2

O

（
2
＼
冨
ご
国
9
歪
氏
」
O
ヒ
Z
⊃ 2

十
〇
20
x4

2

o

誤　一195。 四　　　　　1951 1952 1953 i954
o◎

ρ 535δz
．

◎

篭

， ・　　　響

@　　　●

．

◎ レ　　　． 曹　　o　　　甲　　●　　　o

@，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

騨　　　　　　．

@　　，　　9　　　■

@　　　　　」 魅
噂

　　　　緊C　　　　「

噸　　　・
，　　　● 騨　　稠　　　　　　　　　　腎

@・

旧　　　隔

C ○ 一
．　　　一　　　　　一 一　　・　　　，　　　，

●

・

，

1955 1956 195ア 1958 ｝959
02

， の ．
・

．

鰹
4

噸
15

o 輔　　　榊 “　　　噺 ・　鞠　　柳　　　嘔　騙　　　儒↑も．

・
o ・ ・ ．

2
■　　　　　噸

@●

・ o　　　　　　　　■

@〇
@　　　一　　　骨

　　　　o

@　σｵ

　　0@9
D

0　　9
o

●

　　σ
@●

●　　●　　G

り
一 　　・E

．　一

噂

・

o

・

JF醗AMJ尋ASONDJFMA麟JJASQNDJF麟AMJJASONOJF納AMβ3ASOND　　　　ig60　　　　　　　　　　　　　　　　1961　　　　　　　　　　1962　　　　　　　　　　　1963

」『餓AMJサAS◎Nの
@　　　1964

　　　　　⑭・ησ・功髄・　調戯瓢砦こG。漁　 図・・・…dQe

図15，種属劉月単緬の過去40年聞の経年変紘。

図15－a－1．アメノウオ，ハゼ類，ドジョウの月単樋。
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一段と低い。1960年代初期はタナゴの単緬が最高とな

るが，中期には最低となり，後期に再び最上位となる。

1970年代には冬季にウグイが高櫨となる時にはコイの

価格を凌駕するが，他の季節はほぼ同等である。これ

ら4種属のうちでコイが最も季節変動の少ない鋤格を

示す。

　Fig．15－dでは，！930年代はヒガイが最高価格を保持

し，モロコ・モツゴについでフナである。1950年代と

1960年代ぱ大型フナ，モロコ・モツゴ，ヒガイの纐格

が接近して，季節的に優劣を繰返すが，小型フナは常

に最低価格である。1970年代には冬季以外はフナは飽

種属に著しく劣る値を保持しつづける。

　Figユ5－eは単価の高いアユ，ウナギおよびエビの経

年季節変化である。戦前年代ではアユが最高で，ウナ

ギ，エビの順であるが，1950隼代にはウナギが最高と

なり，アユは夏秋季のピークのときのみ勝り，エビは

終始低奪格である。1960年代の前半はウナギとエビが

交互にピークのときに勝るが，後半ではエビがウナギ

を凌ぐようになる。1970奪代ではその半ばまではウナ

ギの方が高価であるが，後半にはウナギとエビのそれ

はほぼ僕等となる。アユの価格は上記両種を上廻るこ

とはない。

　F｛g．15イは貝類の単価の変動を示したもので，殻付

の貝の値と殼を除外した軟体部（ムキシ）の値段に分

けで図示されている。

　調査全期間を通じて，シジミの価格はタニシ，カラ
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スガイに勝る。タニシとカラスガイでは1930年と1960

年代の半ばまでは，それぞれのピーク時には交互に優

位となるが，それ以後から197G年代ではタニシが常に

勝る。

　ムキミではシジミは1930年代と1950年代初期にのみ

みられるが，その問は常に他に勝る。タニシとカラス

ガイのムキミでは，1930年代から1960年代までは後者

が勝るが，1970年代では逆に前者が後者を凌ぐ。

　5－2．各種属の年間最高単価の変遷

　各種属の各年の単緬の月Max．値の経年変化の表

（付録Table　4）から，　Table　9にみる4つの年代間

のそれぞれの最高単価と，Max纏の表を作成した。

　戦前年代では，各種属中の最：高の単価はアユの5．28

円塚gで，アメノウヲの3．11円，ウグイの2。23円とつづ

き，最低はタニシの0．17円である。

　1950年代では最高はウナギの750円／kg，ついでタナ

ゴの705円であり，最低はタニシの90円である。平均で

みるとウナギが最高で，アユ，ワカサギの順である。

　1960年代は，最高が大型ワカサギの1，633円隊gであ

り，ウナギとエビが同価格のL333円でつづき，最低は

カラスガイの133円である。平均ではエビが最高で大型

ワカサギの順である。

　1970年代の最高値はエビの2，818円／Rgであり，ウナ

ギの2，339円，アユの2，250円の順でつづき，最低緬格

はカラスガイの250円である。平均ではウナギが最高

で，エビ，ドジョウがこれにつづく。

　次に，各種属の単機の月Max．値の躊境季節を明ら

かにするために，経年全期聞におけるMax．値単緬の

出現月を集計し，その頻度（菅分率）を求めTable　10

に示した。
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　この裏によれぽ，春に最大頻度をもつ種属はウナギ，

カマツカ，シジミ，カラスガイで，20～30％の頻度の

月数を示した。夏のものはアメノウオ，タナゴ，大型

フナ，オイカワ，ドジョウ，タニシで23～35％の頒痩

をもつ。夏秋季のものはアユ，大型ワカサギがあり頻

度は30～40％である。冬季のものはワカサギ，モロコ・

モツゴ，ヒガイ，ウグイ，フナ，ハゼでいずれも20％

前後の頻度を示す。普通型のワカサギは夏と冬に，ナ

マズ，コイ，は春と夏に高頻度がえられる。

　以上の結果を漁獲量のMax．値月の頻度蓑のTable

1と対比すると，種属によって，単欄のMax。値の最大

頻度月と漁獲量のそれらの月とが，合致する場合とし

ない場合がある。前者にあたる種属はアユ（9月），タ

ナゴ（8月），フナG2月）であり，後者はアメノウオ，

ワカサギ，ナマズ，ウグイ，オイカワ，コイ，ドジョ

ウ，ウナギ，シジミ，カラスガイ，エビなどである。

前者にあたるものには漁期の限定されたアユやフナ

（寒ブナ）などであり，後者は漁獲量の多い月は比較

釣安値となることが多いために，生ずるものであろう。
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表10，各年における種属別の月単鋤の極大値をもつ季節月の，過去40年間の月数相対頻度度（％）。

Taもle三〇・Relative　frequency　of　month　number　with　a籍nual　max呈魚um　unit　prices　of　each　fish　kind　during

　　　the　past　40　years．
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　5－3．各月の種属別単価の叢大値に回する百分率

　　　　の変遷

　Fig．15では，3，4種属のグループでそれぞれの種属

の単緬の季節による高低の優劣の比較に止まったの

で，出現全種属全般にわたる比較を可能にするために，

次のような方法をとった。すなわち，各月における種

属閣の最高単価を基にして，他種属の単価との比較を

求め，各段階洌の比率を符号で表わし図示したものが

Fig．16（a～e）である。さらに，各種属の単価の比率が，

階級別の比率に対しそれぞれの月でどのような月数を

示すかを頻度で表わしたものがFig．17である。

　Fig．16によって，部属間における最高単価の推移を

みると，王930年代ではアメノウオが大半の年のほとん

どの月で最蕎率を示し，冬季においてのみウグイ，ヒ

ガイ，ウナギが最高となる。1950年代の前半ではウナ

ギが大部分の月で，後半はでは夏季にはアユが，晩春

期にはワカサギが最高である。1960年代では萌半はウ

ナギ，エビ，大型ワカサギが交互に最高率を示すが，

後半ではエビが年占する。1970年代はウナギが大部分

の月で，冬季にはエビまたはドジョウが最高となる。

　Fig．17によると，最高比率を示すのは上述の魚種で，

その月数頻度の特に高いのは，アメノウオ，馳アユ，ウ

ナギ，エビ（各20％以上）である。一方，種属間で最

高単価とならないものは，ナマズ，モロコ・モツゴ，

コイ，フナ，ハゼ，各種貝類とそのムキミであり，こ

れら魚類の単緬比率は50％を上廻るのは稀であり，貝

類はシジミを除いて30％以下である。

　上記最高単価をもつ種属では，低比率価格クラスに

おける月数頻度は少なく，0～9％クラスへの頻度分

窃はほとんどなく，大型ワカサギとエビは10～19％ク

ラス以下，ウナギでは20～29％クラス以下の月数頻度

は極めて稀である。
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図16．過去40年間における各月の種属間最高単価に対する各種属の単価の山分率の経年変化。

騒王6－a．1932～1939年間の種属間最高単価に廃する各種属単価の百分率。

Fig．16．　Dlagrams　of　an盒ual　changes　in　monthly　percent　abu織dance　Qf　unit　prlces　of　each　fish　kiad　to　the

　　　　　highest鵡aonth　value　of　a玉l　kinds　i簸each　moτ式h　during　the　past　40　years．

Fig．16・a．　Mo貸thly　perce飢abundance　of　unit　price　of　each　fish　ki総d　to　the　hlghest　mon宅h　val雛e　of　all　kinds

　　　　　from　1932　to　l939．
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　5－4．各種属の月別単価の年間最大｛薩に対する蒼

　　　　分率の変遷

　Fig．18（a～c）は，各種属における単価の季節変動の

タイプを知るために，各年の最高単価の月の値を基と

して，他の月の留分率を求め，経年期間の推移を蓑わ

したものである。さらに，Fig．19は各種属の単価の比率

が各階級別の比率に対し，それぞれの屑でどのような

月数頻度を慶すかを蓑わしたもので，調査年半期間に

おける季節変動のタイプを一層鮮明にしている。

　これら両図によれぽ，アメノウオは春と夏の2回，

ナマズは春と秋の2回の高値期がある。ヒガイは1930

年代から1960年代までは冬季に高値が集中するが，

1970年代には3～観月に移行する。コイは王～4月の

聞，ドジョウは3月と7～8眉の2圓高値となる。ウ

ナギは1930年代半ばまでは冬季と特に春季の2回の

ピークがあるが，それ以後冬季の漁獲がみられなくな

ると夏季にのみ高聴のピークがあるようになる。ハゼ

のピークは193G年代は，晩夏に，三950年以降は冬季か

ら春にかけて現われる。

　次に年1團のピークで，年代によって高値期の変動

のない種属は，冬季に高値となるものはモロロ・モツ

ゴ，ウグイ，フナ，エビ，シジミ，カラスガイであり，

春季のものはワカサギ，カマツカ，夏季のものはアユ，

タニシ、秋黍は大型フナである。

　5－5．準拠閣の単価の順位並びに季節との関連

　種皮間における単緬の高低を容易に姥較するため

に，それぞれの月のベスト1～6位の種属順位を墾ら

かにし，各面位における月数とその頻度を経年総月数

から算出し，Table王Rこ示した。　さらに，　1屑から12

月までのそれぞれの層における各順位の月数頻獲を求

め，各種属の順位の季節変化をFig．20に示した。

　調査年間の専属問の紅燈別月数相対頻度

　Table　l1によれぽ，経年期間中にベスト1位から6

位までに，最も多く入る月をもつのはウナギの405個月

（頻度は83．3％）であり，エビ（78．6％），アメノウオ

（60，3％）とつづく。30～40％の頻度で150～250個渥

数を示す種属はウグイ，ドジョウ，ヒガイ，大型ワカ

サギ，オイカワ，ワカサギの順である。1～6位の官

位に全く入らないのはタニシとカラスガイである。

　各順位における月数をみると，第王位で最高はウナ

ギの158個月（32．5％）で，エビ（24。5％），アメノウ

オ（14．6％），ヂジョウ（4．5％）の順である。そして

第2位，第3位もウナギが最高頻度を示す。第5位以

上のないものは普通型のフナ，第2位以上のないもの

幽はナマズ，大型フナ，ハゼ，第1位のないのはモロコ。

モツゴ，コイである。

　頻度が高順位程高い分布を示すのは，ウナギ，エビ，

アメノウオ，アユなどであり，低順位程高いのはワカ

サギ，モロコ・モツゴ，ヒガイ，オイカワ，フナ，コ

イ，ハゼなどであり，3～4位に高頻度のえられるの

は大型ワカサギ，ウグイ，ドジョウ，シジミなどであ

る。

　調査年問の各季節月の浜野毎の順位別月数相対頻度

　Fig．20によって，ベスト1位から6位まで達筆の各

順位に入る合計月数頻度をみると，90％以上の月をも

つのはウナギ（5～9月）のみであり，最高80～90％

はエビ（1～3月，5～8月，12月），アユ（9層）で

ある。さらに最高値が70～80％のものはアメノウオ（4

月，6月，7月），60～70％はヒガイ（2月），ウグイ

（2月，12屑），ドジョウ（7月，11月，12屑），50～60％

のものは普通大のワカサギ（5月），大型ワカサギ

（10～12月），モロコ・モツゴ（1月，　2月），オイカ

ワGO月），30～40％はハゼ（6欝）である。そして，

最高頻度20～3G％のものはコイ（2月，9月，10翅），

大型フナ（7月，8月，1◎月）であり，10～20％のも

のはナマズ（10月，11，目），シジミ（1G月～12月），10％

以下はカマツカとフナである。

　次に各季節月にみる種属溺の高順位における月数頻

度について述べる。

　ベスト王位を最上位とする種属のうち，年間すべて

の月に1位をもつのは，アメノウオとエビで，前者は

3～6月に20～30％，後者は1月，10月，12驚に
30～40％の高頻度を示す。年女11書判に1位をもつの

はウナギ，大型ワカサギ，ウグイの3種属で，前2者

は7月，後者は8月を除く他の月である。最高頻度値

はウナギは6月（5◎～60％），大型ワカサギは9月と10

月（10～20％），ウグイは2鍔（10～20％）にみられる。

ワカサギは8個月（1～3月と9月を除く）あり，7

月（10～20％）に最高頻度値がある。タナゴは9｛錫月

（2月，3月，10月を除く），ドジョウは7個月（6～10

得を除く）に1位があり，頻度櫨はすべて10％以下で

ある。アユは5個月（7～11月），ヒガイは4個摺（1

月頃7月，　9月，12月），オイカワは3櫃i月（1月，9

月，10月），カマツカは2個月（9月，12月）に1位を

もち，アユの最高頻慶の8月（20～30％）以外は，す

べて10％以下である。

　ベス卦2位を最上三盆とする種属はでは，モロコ・

モツゴが3個月（1～3月），コイが2個月（3月，9

月），シジミが⑳月1個月であり，それらの頻度は10％

三鼎ドである。

　3位が最上位のものでは，ハゼが4個月（2月，7

月，9月，10刃），大型フナが2個肩（8月，10月），
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ナマズは1個月（1月）であり，6位を最上位とする

ものではフナの2個月（1月，12月）である。
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表11，種属間の月単価のベスト1～6位の各順位の，過去40年間の月数の集計と桐対頻度（％）。

Table　11．　Relative　frequency　of　month　number　of　the　anaual　best　six　rank　orders　oξmonthly　unit　prices

　　　　　　　of　each　fish　kiad　i捻seasonal　months　during　the　past　40　years．
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6．要 約

　（1＞諏訪湖の1932～1940年間（戦前）と1950～1980

年間（戦後）の漁獲統計資料から，各種属の漁獲動物

量，出荷金額高および単緬の月別の経年変化を墾らか

にした。

　12）調査年間における月産漁獲総量の最大は312ton

（1934年3月），魚類は80ton（1975年4月），貝類は294

to論（1934年3月），エビ類は12，5ton（1939年11月）で

あり，各魚類種属の月産の最大値は0。23～72．翫onの

範囲で，ワカサギ〉タナゴ〉フナ〉コイ〉オイカワ〉

モロコ。モツゴ〉ハゼ〉ナマズ〉ドジョウ〉ウナギ〉

ヒガイ〉ウグイ〉アメノウオ〉アユ〉カマツカの順で

ある。貝類は22．3～287．ltonで，カラスガイ〉タニ

シ〉シジミの順である。

　（3＞漁獲量の今年の月産極大値の最大相対頻麿の月

は，総計と魚類は9月，貝類は4月，エビ類は7月で

ある。各種属では2月のものはヒガイ，4月はモロコ・

モツゴ，ハゼ，タニシ，カラスガイ，　5．月はウグイ，

6月はオイカワ，ナマズ，シジミ，7月はアメノウオ，

カマツカ，ウナギ，8月はタナゴ，9月はアユ，ワカ

サギ，ヂジョウ，12月はコイ，フナである。

　（4＞戦後での漁獲董の季節変動型は，年二山型では，

総計，魚類，興類，ワカサギ，モロコ・モツゴ，タニ

シ，カラスガイは春と秋に，ブナ，ハゼは春と夏に，

エビは夏と冬に極大期がある。年一山型では，コイ，

ヒガイ，ウグイは早春に，アメノウオ，カマツカ，ナ

マズは晩春に，ウナギ，オイカワは初夏，アユ，タナ

ゴ，ドジョウ，シジミは夏である。戦前では魚類，ワ

カサギ，フナ，エビは一山型で極大期は冬であり，ド

ジョウ，ウグイは二山型でそれぞれ春と夏および春と

冬である。

　（5＞調査年間の種判別の月産漁獲鍛の順位をみる

と，各月のベスト1～6位間に入る月数舎計相対頻度

は，最高値はフナの96．9％であり，ワカサギ〉タニシ〉

コイ〉シジミ〉モロコ・モツゴ〉カラスガイ〉ナマ

ズ〉ハゼ〉タナゴ〉ドジョウ〉エビ〉ウナギ〉オイカ

ワ〉ウグイ〉ヒガイ〉アユの順である。アメノウオと

カマツカは6位以上に入らない。また，1位の最高値

はワカサギの49．8％であり，フナ〉カラスガイ〉タニ

シの順である。

　（6）調査年時における月産出荷金額の最大値は，総

額では戦前は43，473円（1932年12月），戦後は
30，462，000円（1975年12月）である。各種属間の月産

金額の最大値の範囲は，戦菌では17～37，498円，戦後

は26×103～25，559×裏03円であり，戦後の順位はワカ

サギ〉フナ〉コイ〉エビ〉タニシ〉タナゴ〉ドジョ

ウ〉モロコ・モツゴ〉ヒガイ〉シジミ〉ナマズ〉ハ

ゼ〉ウナギ〉カラスガイ〉オイカワ〉アユ〉アメノウ

オ〉ウグイである。戦前の順位では，ウナギ，オイカ

ワ，アユ，カラスガイが戦後の順位より上位にランク

される。

　（7＞娼荷金額高の月額極大値の相対頻度の最大の月

は，総計と魚類では12月，貝類は6月，エビは7月で

ある。種属別では，2月はヒガイ，4月はモロコ・モ

ツゴ，ハゼ，タニシ，カラスガイ，5月はカマツカ，

ウグイ，6月はアメノウオ，オイカワ，ナマズ，シジ

ミ，8月はタナゴ，9月はワカサギ，12眉はフナ，コ

イである。

　（8）調査年間の同属捌の月額鐵荷金高の順位をみる

と，各月のベスト1～6位間に入る月数合計相対頻度

は，最高はフナの93．4％であり，ワカサギ〉コイ〉エ

ビ〉モロコ。モツゴ〉シジミ〉タニシ〉ドジョウ〉ウ

ナギ〉ハゼ〉ナマズ〉タナゴ〉カラスガイ〉ヒガイ〉

オイカワ〉ウグイ〉アユの順である。エビとウナギは

漁獲董の順位より五位に，貝類は下位にラγクされる。

1位の最高値はワカサギの72．6％で，フナ〉ウナギの

順である。

　（9）各年の月単価の極大値において，年代別に最高

と最低を比較すると，戦前年代ではそれぞれアユの

5．28円／k畠とタニシの0．17円／kg，1950年代ではウナギ

の750円／kgとタニシの0．10円／kg，1960年代ではワカサ

ギの1，633円／kgとカラスガイの133門／kg，1970年代で

はエどの2，818円／Rgとカラスガイの250円／kgである。

　㈲　調査年間において年間月単価の極大値の月数頻

度の最大値が，1月のものはヒガイ，大型フナ，ウグ

イ，2月はモロコ・モツゴ，3月はナマズ，ウナギ，

カラスガイ，4月はカマツカ，コイ，シジミ，5月は

ハゼ，6，月はドジョウ，7月は，タユシ，7～8月は

タナゴ，9月はアメノウオ，アユ，オイカワ，1G月は

大型ワカサギ，12月はワカサギ，フナである。

　㈱　単価の季節変動型は，年二山型では，アメノウ

オ，オイカワは春と秋に，ナマズは夏と冬に，ハゼは

春と冬に極大期がある。年一山型では，カマツカ，コ

イは春，アユ，タナゴ，タニシは夏に，ワカサギは秋

に，モロコ・モツゴ，ヒガイ，ウグイ，フナ，シジミ，

カラスガイは冬に極大期がある。

　（12）調査年間の月単価において各月のベスト1～6

位間に入る種属の月数合計相対頻度は，最高はウナギ

の83．3％であり，エど〉アメノウオ〉ウグイ〉ドジョ

ウ〉ヒガイ〉大型ワカサギ〉オイカワ〉ワカサギ〉ア

ユ〉ドジョウ〉コイ〉大型フナ〉タナゴ〉ナマズ〉カ
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マツカ〉フナ〉タナゴ〉シジミの順であり，タニシと

カラスガイは6位以上には入らない。1位の最高値は

ウナギの32．5％で，エビ〉アメノウオの順である。

ノ
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8。Abst翌ac毛．

The　A難nual　Transit｛ons　in．Monthly　Yields　of…Com鵬ercial　Fishes

　　　　and　Mo簸thly　Amoun之s　of　Mo益ey．for　them　i薮Lake　Suwa

　　　　　　　　　　　　fr◎m　1932　to　194◎and　1950　to　198◎

by　the　Da亡a　of　Suwako　Fisheries　Cooporative　Associati◎ns　a徽d　Others．．

　（1）　Lake　S疑wa　is　one　of　the　lakes　which　haveもhe　h麹hest玉a鍛dlng　y童eld　o｛com磁ercial　fishes　per

磁nit　area　i登Japan．夏t　is　t卜e　shallow　e滋rophic　lake　located　at撫e　a1£呈ねδe　759　m　i魏Naga捻o

Prefec雛re　i捻Ce腱でal　Japan．1t　has　a　maxim“m　dep毛h　o董6．5m，　a　mean　depth　of　4。1m，　a　surface

area　of　13．3km2　and　a　vol縫me　o圭0。06　km3．　In亡he　recen毛twen£y　years　the玉ake　has　bee雛

eutrophicating　year　a益d　year，　and　water　pollnt玉on　was　had　t職e　tendency　o至progressing．　So　that翫e

awful　water　bl◎om　of　bl鷲e－gree捻algae　has　come　to　appear　every　summer，

　（2）A難nual　changes呈n　mon£hly　fish　yields，　money　amounts至or之hem　and　u賦s　of　prlce　of　each

fish　kinδwere　showed　from　1932　to　1940，　before£he　H　World　War　a難d　from　1950　to　1980，　the　post－

war．丁卜e　highes£value　of　mo就hly　y圭e至ds　oξto宅al　flskes　during犠e　past　40　years　above　men毛ioned．

was　312　ton至n　Mar。1934，出aも◎f　fishes　only（except恥olluscs　and　shrlmps）80宅ons　i簸Apr．1975，

molluscs　294　tons　in　Mar。1934　and　shrlmps　12．5to籍s　in　Nov．1939．

　（3）　In　monthly　changes　in　fish　yields　during　the　pas£40　years，£he　seasonal　paもterns　of　tota1

｛ishes，　f圭shes　only，　molluscs，伽。解8sz｛ε，　G麗’；～oヵogo％・＆θ～440搬sδo勉，　Vivipaτidae　a玲d　Unionidae

weζe　seen　as毛yplca難y　bimodal　w圭th　the　spring　andゴall　maxima，　Gα燃s嬬and　Gobl呈dae　wl£h　the

spri捻g　and　sumr捻er　ones，　and　shrlmps　w圭出the　su搬mer　anδwi益ter　o難es．　The　seaso無al　patter蕪s　of

αゆか欄s，Sσκo罐θ漉。配勿s　and　T励。♂040ηwere　showed　as　u難imodal　w圭th　the　early　spring　maxi・

mum，0駕。漉卿6伽s，」触麗40goゐ∫o　andぬ燃ゴ」24γz器wi出the　late　spr呈ng　one，、肋8誠忽and　2泣600　with

the　early　summer　one，　a難d　PJθω910∫sπs，1磁6認oρεγ勲かゆs・1～ん04ε％s　a難d　Cobitidae　wi鋤もhe　s雛mmer

one．1無the　pre・war，　fishes　o箆ly，伽。窺θs麗s，　Cα燃s伽εa慧d　shrin｝ps　showed鶴i職oda韮patte搬s　with

the　w童nter搬aximun｝，　anδCobit圭dae　did　bi斑odal　with　the　sprlng　and　summer　maxima，　anδ

丁万601040％with　the　spring　and　winもer　ones．
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  (4) The largest values of monthly yields of each }<iRd of al} fishes during the past 40 years

indicated the range from O.23 to 72.8 tons, and the decreasing order of thera were as fol}ows:

Hmpomest{s > R)eudoperilamps . Rhodeus > Ctzrassi2{s > Clmprintcs > ZZicco > Gnathopagon . JFlseudorasbor-

a > Gobiidae > thmsiluras > CobXdae > A nguilla > Skercocizeilichtias > 1be'bo lo don > Onco rkynch us >

thecaglossus > jl lsezadbgobio ; tkose of mol}uscs did the range from 22.3 to l,287.I tons ; the decreas-

ing order of them beiRg Unionidae>Viviparidae>Corbiculidae.

  (5) The highest value of monthly money amounts for tota! fish yields was 43,473 yen in Dec.

1932, the pre-war and 30,462×103 yen in Dec. I975, the post-war. The largest values ef each l<ind

of fishes showed the range from 17 to 37,498 yen !n the pre-war, and frorn 26×103 to 25,559×103

yen iR the post-war, the decreasiRg order of thern were as follows; Elypomesus>Cke7zzssiz{s>

C)¢)rinzts > Shrimps> Viviparidae > JFlseudQperilamps . Rhodebls > Cobitidae > GnathqPQgon ' Ilseudbr-

asbora> Slarcocheilichlvs>Corbiculidae>fumsilurus>Gobiidae>Anguilla>Unionidae>hacco>

,l'lecqglossus > Oncoxltynchws > Tim'bofodon.

  <6) In the highest value of monthly unit of price of each fish kind, the !argest was 5.28 yen of

Plecaglossus and the smallest O.17 yeR of Viviparidae in the pre-war ; the former being 750 yen of

Anguilla, the latter O.IO yen of viviparldae iR i950's; l,633 yen of H)ipomesus and 133 yen of

Unionidae in l96e's ; 2,818 yen of shrimps and 25e yen of Unionidae in 1970's respectively.

  (7) In monthly changes of unit price of each fish kind during the past 40 years, the seasonal

pattems of Oncordynchz{s and 2tzcco were seen as bimodal with the spring and fa}l maxima,

iPkerasilunts with the summer and winter ones, Gobiidae with the spring and winter ones. On the

other hand tkose of Zacco and Ctmprinus were showed as unimodal with spring muxiraum;

Plecaglossus, RseetdbPerilamps . Rhodez{s, Viviparidae with the summer one, H)IPomesus with the fall

one, and Gnathopcrgon . Ilseudomsbortz, Stircocheilichtitys, T>ibolbdbn, Ckemssius, Corbicu}ldae and

Unionidae with the winter one.
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kteepa 1 . tsi4ie=:}set6firehafftwodiJJicfg ts'k Vtdi4xdecDxupt40i4!ue (1932-1940, 1950-1980) a)Kttgec{tt.

N'enifI-a. twasrcSi', ,fa,"ma, MncOtsti(, mp4xOtsX.

Appendlx table l. Transitions in annual maximum ancl minimum values of monthly yields of each fish

      kind during the past 40 years (from 1932 to 1940 and 1950 to i980).

Appendix table 1-a. Maximum and minirnum values of monthly fish yields of total, fishes only and

      molluscs,

Total Fishes MoUuscs
Max.
ton

Min.
ton

Max.
tOR

Min.
ton

Max.
ton

Min.
ton

l93251D,!ar.I5June2Jan.I2July32Mar.2juRe
.-.
I935

lgbe

l950

l955

I96o

1965

l970

1975

1980

l65

312
JOit

I07
l35
ll2
l73
l81

65

75
k8
ko

52
6U
k5
U6
49
k9
46
49
61
83
5U

56
68

70
53
k2
66
61

53
47
58
8i
kl
h3
U5

39
38

May
Mar.
Dec.
Nov.
Dec.
Dec.
Nov.
Apr.

Sept.
Sept･
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Mar.
Oet.
Sept.
Nov.

Dee.
Oct.
Oct.
Sept.
Apr.
Dec.
Dee.
Apy.
Sept.
Apr.
Dee.
May
Oet.
Dee.
Apr.
Apr.
Apr.
Mar.
Nov.
Mar.
peov.

30
69

30
35
28
U2

23
h2

i2
15
11
l2
10
I8

15
20
l9
22
25
l8
24

21
25
20
l6
IU

l2
3

I2
17
18

17
k

7

12
3

k

18
8

Aug.
Feb.
Feb.
Feb.
July
Jan.
Feb.
Juiy

Aug.
Jan.
Aug.
Aug.
Feb.
JuXy
July
Jan.
July
Juky
July
Jan.
July
Jan.
July
July
jan.
Feb.
Jan.
Feb.
Jan.
Jan.
t;uly

July
Jan.
Feb.
July
Jan.
Feb.
July
Jan.

28
52
31
k8
k5
k2

71
75

51
6o
U7

39
k9
56

39
Ul
U6
34

38
U3
56
8o
k7
b8
6o
66
U7
Ul
6U

36

52
h5

58
8o
38
U3
uo
36
38

Dee.
Dec.
scov.

Dec.
Dee.
Dee.
Dee.
Dec.

Sept.
Sept.
Sept.
Sept･
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Oct.
Oct.
Oct.
Oct.
Sept.
Apr.
Dec.
Dee.
Mar.
Nov.
Mar.
Dee.
May
o¢t.

Dec.
Apr.
Apr.
Sept.
Mar.
Nov.
Mar.
Nov.

IO
9

10
3

9
8

3

3

 ll

k

3

5
u

6

9

IO
11
l2
2e
8

19
9

22
13
15
8

12
2

9

17
lk

l3
3
u

8

3
h

15
8

May
Feb.
July
Feb.
Apr.
Feb.
Feb.
Feb.

Aug.
Apy.
Feb.
Feb.
Feb.
Feb.
July
JaR.
May
Juthy

July
Jan.
july
Feb.
July
Jan.
jan.
Feb.
Jan.
Feb.
Jan.
Jan.
Juky
July.

Jan.
Feb.
July
Feb.
Feb.
July
Jalt .

155
294

 79
 87
 9h
 9U

l29
k67

3k
2U
k6

22
ll
l6
16

i7
i6
16
16
IU

32

20
l2
21
lk

ll
l6

l3
I9
25
12
6

6

7

9

7
8

7

7

'

May
Mar.
Apx.
May
Apr.
Mar.
Nov.
Apr.

Mar.
Aug.
Apr.
Apr.
Mar.
Apr.
Dee.
Apr.
Mar.
Dee.
Apr.
Apy.
June
Feb.
Max.
Apr.
Apr.
Apr.
Sept･
Apr.
May
May
Apx.
Oct.
ect.
June
ADr.
 i
june
Apr.
May
May

u

l6
6

30
30
29
20
U2

8

9

l

k

3
6

2

3

2
u

2
u

2
3

2

I

e.

o.

e.

o.

o.

o.

o

o

o

e.

o.

o.

o

o.

o

5

3

2

2

e

2

2

3

2

l
l
.

Feb.
Nov.
Feb.
Mar.
Jan.
jan.
Feb.
July

Aug.
Jan.
Sept.
Sept.
Sept･
Jan.
Sepe.
Aug.
Sept.
Sept.
Aug.
Aug.
Aug.
Sept.
Aug.
Aug.
Aug.
,July

Jan.
Nov.
Mar.
,Jan .

Jan.
Feb.
Mar.
Apr.
May.
Mar.
Jan.
Dec.
Ja.F.D.
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Appendix table 1-b.

       Tn'bolodon.

ij i, de y v rb , V pt d op tw ti(, tw tho 2} ge.

 Maximum and minimum values of menthly yields of Oncerirwchtts, keudagobio and

dneocehnehtts Pseudogobto TpiboZodon

'

wrax.

k

Min.
k

Max.

ikg
Min.

kg
Max.
kg

"fSin.

193215Jun.Jul.OJa.F.S.20July OJa.Feb.Sept.iOISept.2Aug.,

l935

lgke

l950

1955

196o

Z965

l970

l975

lg8o

 18
 l9
 10
kk6
 36
 38
 ?5
 53

 l5
 30
l20
 86

278
27h
l20
 3U

l24

127
 59
 18

 28
 ko

 32
 32
 k7

 72
 32
 hh
 85

 73
201
 19
 19
 11
 30
 23
 h6

l39
 39

July
June
June
June
July
May
May
July

Juky
Augs
Aug.
June

Aug.
July
July
Juky

June
June
Dee.
June

Apr.
June
May
June
May
May
June
June
Sept.
Dec･
June
June
May
May
May
June
June
Aug.
Apr.

D
t

o
o

o

o

l

l

o

o

o
o.

k
b

o

i
u

u

4

1
o

l

o
o

o

o

e

l

o

2
e

o

o

o

e

o

o

D

o

o

e

 F.Aug.D.
Ja.F.Jul.S
Jan.-Mar.
gan. Feb.
Ja.F.Ap.N.
Jan.Oet.
Oet.Dec.
Oct.Nov.

Feb.Sent.
ij Jan.`

oct.
Feb.

Sept.
oct.
Jan.ect.
Ja.-Mar.
s.-o.
Sept.
Oet.
Aug.
Aug.O.S.

Gct.
Ja.Au.S.
Aug.
Nov.
Sept.Oet.
 July Aug.
Aug.
Nov.
F.May Aug.
Oet.
Dec.
Aug.Sept.
Aug. O.b.
F.S.O.
Feb.Aug.
many
Sept.Oet.
Sept.-Nov.
July

 5k
･36

 88
I02
 lt7

124
 66
233

  8
 68

 79

 19
233
169
120

105
 72
 k5
  l

 15
  2
 27
  3

 29
 3k
 70
 79
  7
  9
 33
 20
  2
  u

Juth.Aug.
July
May
Aug.
June
May
Aug.
July

}fi ay

May .
May

Aug.
Juiy
June
May

May
June
June
May JuR.
Sept.
May
Jan･
May
May

May
July
Ju2y
May
May.

Aug.
juiy
May
Apr.
May

c}une

May

3 June S.
  May5

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o
o

o
o

o

o

o

o

o

o

o

o

D

o

o

o
o

o

o

o

o

o

,?an.-Mar. i39 0ct･
Jan. Feb. 49 tJuly
Jan. 62 May
Ja.F. e.-D. 106 Apy.
Jan.-Mar. S5 Apr･
Ja.F.O.--D. I20 Apr.
ja.-Mar.D. Uh Dec.
F.S.N.D. 36 Dee.

Ja.-Mar.Jun.D. 30 Dec.
Ja.-Mar.tJul.-D.15 Dec.
              69 Nov.
Ja.-Mar. jun.- 68 Nov.
Jul. O.--D.
Ja.-Ap.S.-b. ?l May
,Ta.-Ap.Oet. 60 May

Oet. 60 May
Ja.May.S.O.D. 53 May

Oct.--Nov. 3b Sept.
Ja.-Mar.O.-D. 88 Nov.
･la.Au.S.N.D. 80 Nov.
Ja.Ap. Au.O.D. 8U Apr.

Ja.-Ap.Jun.--D.I?3 eet.

Feb.-Dea. 7 Dec･
Ja.-Ap.Au-D. I163 July
F.--Ap.Jua.-D. 57 May
              56 rlune
Ja.-Ap.Jul.-D. ,97 Oct.
Ja.-May Au.-D.100 Mar.
,Ja.-Ap. $.--p. 58 ect.

F.Ap.O.-D. 55 Nov.
･ia.-Ap.Au.N.D. 52 Feb.
[fa.--Mar.S.--D. IJ6 June

Ja.-May S.". 28 July
Ja.-Ap.July-D. 59 May
Ja.--Mar.Juza.-D.97 May
Ja.-Ap.Jun.--D.140 May

             2bO May
             274 hay
･Ja.-MayO.-D. 132 tv'Say
Ja.-Ap.Jun.-D. 50 $ept･

 3
 o.
8
1ij

10
3

 2
i
'

 o
 o
 z
B

8

8

ll
 l

8
u

3

 1

2

 o
 o
 }
o

 o.
 2
6

 1
 o
'i
 1
3

 l
l2
5

2

 2
 o

   ,Tan. F.
lt Jari.

   Jan.
   Oet.
   Sept.
   Jum.Jul.
   Feb.
   Feb.

   Jan.Sept.
   Ja.Ju]..O.
   rv{av.June
   Apr. June

   Jan.Feb.
   Feb.
,ia.Ap.tJul. $

   Dee.･

   Aug･
   Jan.
   Sept.
   Feb.

   Aug.
   ,June

   Aug.Oet.
   Feb.
   Sept.
U Aug.
 June
 gyaR.

 Aug.
 July
･' Feb.Dee.
 ,ran.Aug.
 Juky
 Jan.
 Mar.
 Nov.
 Dee.
 Jan.
 Mar.

.
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Appendix table l-c. Maximttm and

       keudonzsbora and Gobiidae.

, -x-timaa)asV<, mp4NO`2}-$.

minimum values ef monthly yields of "lla7usilttnrs, GnaLhQPagon .

ParasiZuy,us' Cnathopo.aon.Pseudorasbora G-obi:tdae
}{ax.

kg

ptCin.

kg
blax.

kg
Mip,.

kg
Max.
k

Min.
k

1932JuMyl69Nov.513Dee･'5May26Nov.Dee.:tApr.

l93>"

l9UO

l950

l955

1･ g6o

:L s) 65

lg'ro

l975

lg8o

 758 July
 870 june
1391 Jtme
].350 t'une
 791 May
196b June
 885 Jv..ly

l253 June

 779 June
 8L8 May
 701 June
1020 June
 ?09 .TuRy
 866 July
IU63 June
2190 Llune
IU63 June
].920 ･June
2055 cTune
2977 tTune
2ri22 June
].667 June
2290 June
L7'ta8 May
]863 June
 783 J'une
k20h {Tune
L:t91 June
1029 June
ll08 tJune
1003 cTune
th90U tJune

16il Mav
l8U8 Ju"

ne
1782 June
2206 c]une

1979 June
1180 June
 923 Mabr

19U Jan
l8it oct
].C8 Fe'b
1).ir･ Feb

].91 )Jov
 8a Feb
 96 Feb
 85 Feb

 U5 Oct
 ln. Nov
･5,3 Mar.

 68 ect
 li8 oct
 9U Mar
]-56 Nov

 75 Yeb
139 Jan
l31 Feb
IU3 Feb
li; .X Mar

117 Mar
  6 Dec
]08 Feb
 73 Feb
 56 Jan
 h7 Mar
 l8 Feb
 hs oct
  8 Feb
 31 Feb
 30 Feb
 79 Feh
 26 Feb
 2-h Mar
 U9 Oct
 .e6 Feb
  6 Feb
 19 Jan
 2S Feb

oct

.

.

.

.

'

.

.

.

.

'

.

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

-

.

.

.

.

'

.

.

.

 T2kl }lov.
 T2kl Nov.
 6ogo }iov.

 7530 Nov.
 5].9h Nov.

 2903 Nov.
 L35U Nov.
 k62U Nov.

  49k Jan.
  61t3 Jan.
, 37U tian.
  518 Mar.
  66h Mar.
  81ij Jan.

 986 Feb.
  "i76 ,Jan.

IIS5 }4ar.
 2279 Mar.
 2651 Mar.
 3181' Mar.
I9N Ma}r
2996 t.Tuly
 i968 Apr.
 20i3 Apr.
 3222 Apr.
 i520 Apr.
 21Ul Ma:}r
  843 Sept.
 ].701 May
 :919 June
 2372 Apr.
 x8gU Apr.
ih27 Apr.
  598 Oct.
  9e9 AT.r.
 I393 Apr.
  703 Oct.
  681 Apr.
  I91' Mabr

h

1035
 866
 683
 s85
 877
 ll3
 l73
 236

131
  o
 30
 30
 30
 23
 30
 S6
 39
320
293
L22

370
289
 9k
 89
 29
 hl
l52
 78
 6o
 51
 33
 51
 ko
 28
 17
  2
  2
  8
  6

 }Eay

 ,TaR.

 Feb.
 -Pp-b.

 May
 june
 Ma;y

 July

 May
 Aug.
 Aug.
 Aug.
 Aug.
 Aug･
,];uly

 ,)une
 tT. art .

 Aug.
 Jan.
 Feb.
 LTan.

 Jan.
 July
 Dee.
 ,Tan .

 Aug.
 Feb.
Jau.Feb
 Dec.
 Feb.
 Jan.
 Jan.
 Dee.
 Dee.
 ,ian.

 Feb.
 Feb.
Jan.Feb
 F. v.b.

Aug･

.

.

 3Eg
IUQ5
 888
IO15
 782
 l28
 300
kl96

3195
24Lg
2899
i530
l283
6kOl
3h2o
2888
207U
l729
 684
i863
2356
1319
 U67

 772
1266
 6oo
 79h
 923
1033
 k2h -

 223
 Us6
 U5U
 599
 136
 230
l252
 997
 22U

Sevt.
":pr.

Juiy
AutL･

July
July
tJune

Nov.

Apr･
Nov.
Aug･
Apr.
Apy.
Nov.
Apr.
Apr.
Aug･
Apr.
Apr.
Aug.
Apr.
Apr.
Aug･
Aug.
Spr･
Apr.
Apr.
Apr.
May
Apr.
Aug･
Sept.
Aug.
May
May
Apr.
oct.
,7une

May

o

o

o

o

o
e

o
iL

30
30
19
8

i5
8

83
l;9

63
ij9

o
6

39
6

 o
1

o
6

o

o

3

2

 o
o

o

 o
 o
 o
1

 o
 1

 May Aug.
 Dec.
Apr. Oet.
 Dec.
 Apr.
 Dec.
 Oct.
 Jan.

 Jan.
 ･.;an .

 Feb.
 ,Jan.

 Jan.
 Jan.
 Feb.
 Jan.
 Jan.
 Feb.
 Jan.
 Jan.
 Dec.
 -･Pec .

 Jan.June '
 Feb.
 Jan.
 Dec.
 Jan.
Feb.Dec.
 Jan.
 Jan.
 Feb.
 Dec.
 Jan.
 Feb.
 Dec.
 Jan.
Jan.Feb.
.? Jan.
 Jan.Dec.
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Appendix table l-d. Maximum and minimum values of menthly yields

       Clrp rin us

of H)ot}omeszrs, th7zzssitrs and

Hypomesus Ca?assiu$ Cyprinus

Max
ton

Min.
ton

Max.
ton

Min.
ton

Max.
ton

Min.
ton

l932 22.Dee.O.OkMay 21.UJan.3.k6Aug.3.0MayO.44Apr.

2935

19UO

L950

l955

1960

l965

1970

1975

1980

ll.O Oct.
16.3 Dee.
20.3 Dee.
23.5 Sept.
23.6 oct.
2h.5 Sept.
33.2 Sept.
ho.8 sept.

U6.h sept.
56.7 Sept.
kO.3 Sept.
30.9 Sept.'
h2.8 Sept.
46.6 Sept.
31･7 Sept.
32.5 Sept.
35.k Sept.
23.b Oet.
28.5 Oet.
32.3 Oct.
31.? Oct.
32.9 Oet
2U.l Oct.
36.2 oct.
32-7 Oet.
Ul.7 Apr.
20.1 Mar.
h2.4 Dec.
51.2 Dee.
30.1 Mar.
U7.2 oet.
UO.9 Dec.
50.T Apr.
72.8 Apr.
3k.o Sept.
39･5 Mar.
36.8 Nov.
30.9 Mar.
32.3 Nov.

O.03 May
O･93 May
O.19 May
O.8b June
O.39 May
O.73 May
O.76 Feb.
O.35 May

o

e.o
O.02
O.53
O.i9
O.2U
o.6o
2.26
O.98
O.98
3.93
O.52
9.SO
o.82
U.87
2.ko
o.81
O.25
o.s6
2.20
ij.83

2.36
2.9k
3.81
l.8o
3.86
2.67
l.sk
2.2k
7.82
5.30

  Mar.
May Jun.
  July
  Aug.
  May
  May
  May
  june
  May
  July
May
May
June
May
May
June
May
Jan.
Feb.
May
May
May
May
May
Jait .

Feb.
May
Jan.
July
July
Jan.

 8.3 Dee.
2U.1 Dec.
I2.5 Dee.
21.5 Dee.
i9.7 Dee.
21.5 Dec.
36.8 Dee.
3k.6 Dec.

ll.h Dee.
Il.9 Dee.
I6.9 Dec.
13.9 Dee.
U.8 Dee,.
16.7 .Mar.
i3.8 Mar.
 7･3 Mar.
 9･9 Dec.
U.9 Dee.
I3.3 Dec.
13.5 Mar.
I5.3 May
ll;.b June
l7.5 Mar.
20.ll Mar.
26.0 Dee.
21.l Jan.
22.0 Macy'
l2.0 Mar.
16.5 May
28.3 May
l9･5 May
I5.0 June
iO.9 May
 5･5 May
iU.9 May
 k.9 Apr.
 6.5 May
 3.8 Apr.
 U.O May

O.k6 Feb.
O.21 geeb.
2.6h July
O.29 Feb.
2.62 Aug.
I･35 Feb.
O.52 Feb.
e.57 Feb.

O.8± Aug.
I.02 Feb.
O.85 Feb.
I.59 Feb.
O.81 Feb.
2.20 Aug.
2.27 Sept.
I.83 Aug.
2.Ul oet
2.12 Oet.
3.73 Oet.
2.32 tJan.
3･k7 july
m.so Feb.
U.52 Oct.
3.36 oct.
O.32 jan.
1.k9 Feb.
O.79 Feb.
I.36 Oct.
O.38 Jan.
2.34 oct.
I.6? Aug.
1.o8 o¢t.
O.30 Feb.
o.oU Feb.
o.4s oet.
O.07 Feb.
O.02 Nov.
o.U6 sept.
O.33 Sept.

5.0 Dee.
5.8 Dee.
I.5 Nov.
2.0 Nov.
I.8 oct.
3･7 Dec.
6.9 Dee.
6.U Dee.

 l.6 June
 1.0 June
 I.9 Dee.
 1.6 Dee.
 I.2 Mar.
 1.9 Jan.
 Z.5 May
 2.U Aug.
 5.1 Nov.
 3･9 Nov.
 h.O May
 3.1 Dee.
 2.9 Ma:y
 3.5 Dee.
 3.1 June
 3.4 May
 1.8 May
 l.9 Aug.
 I.8 Sept.
 1.7 May
 2.l Sept.
 U.7 Nov.
 b.9 Sept.
 3.6 Aug.
 3･5 Nov.
 3･9 Sept.
 T･7 Feb.
 3.e Sept.
 6.8 Aug.
 8.8 Oet.
12.1 Apr.

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o
o

o

o

o

'
oo

o

o

o

o

o

o

o
o

o
o

o

o

o

o

o

o

o

o

e
o

o

o

o

.

.

.

.

.

.

.

.

.

-

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ll
o6

29
ol
5L
lh
ou

oz

30
I9
29
27
IO
b2

30
43

39
96
82
k2
5k

3i
61

25
l6
09
02
zh

20
27
50
25

16
88

kl
28
kk

59

July
Feb.
Jan.
Feb.
Mar.
Feb.
Feb.
Feb.

Apr.
Apr.
July
Apr.
Nov.
Aug.
Feb.
Mar.
Mar.
Mar.
Feb.
Jan.
Feb.
Jan.
Lan.
Feb.
Jan.
Feb.
Feb.
Jan.
Jan.
Feb.
Dee.
Jan.
Mar.
Feb.
June
Feb.
Feb.
Jan.
Feb.
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Appendix table l-e.

       Angitilla,

, zi-l fu v,

 Maximum

ip t }iOtw ft,

and minimum

tw iJ x op fi' la' o

values of monthly yields of kettdoperilamps . Rhodetrs and

P$udopentZzanps.Rkodeus Zaeeo An.guiZla

1ax.
kg

}!iln.

kg

}T{ax･

k.,

Min.
kg

Max.
kg

m.
kg

1932 8378May285Dec.I223tJul.y an,eet

l935

lgho

1950

i955

zg6o

lg6s

l970

l97S

lg8o

i2U Nev.
 23 Nov.

I58 Oet.

 83 Aug.

 36 Aug,

    8
   II

 lk63
 k279
 IB6o
 232I
 l5U5
 lsh5
 2243
 28oh
 1019
 L232
23823
U627S
 5U16
 gkoo
12358
 8o12
   88
   20

I)ee.

,Tu}.y

Nov.
Aug.
Autt,.

Aug.
blov.

Aug.
,July

Oet.
Sept.
Sept
Sept.
Sept.
Dea.
Aug.
Dee.
May
Mar.
Feb.

5 May

o

o

o

o

o

  o
  e

  o
  e Feb.--May
 I5 bec.
  O Jan.
 53 Mar.
 68 Apr.
 86 Dec.
  7 Feb.
 lte Apr.
 Il Jan.
 53 Jan.
2I5 Dec.
675 Feb.
730 Feh.
800 Jan.
  5 Nov.
  O Ja.F. O.
  O Ja.
    Dec.

  O t: a.

    Dee.

 Jan.-Aug.
Ja.-cJun.

Aug.Sept.
Ja.Mar.May
-S.N.D.
Ja.May
Jul.Dec.
Jan.-June
Sept.--Dee.

Jan.-Oet.
Ja.May Ap.
Oct.
F.Ma:v Jun.

     -I).
Ap.Au.-

-Ap.Jun.

X328
 87o
2170
ll33
lo88

ioh6

IUk3

x189

109k
1275

l2U8
 6oo
 L35
 581
loe8
 173
 81e
 66h
 Ll23

 67?
 966
 791
l. 377

 759
 ),55

 8o6
 667
 396

 123
 ?82

 ]55
  72
  33
  72
  3h
 lhl
 ill
 178
  ij7

Aug ny

July
,Tul.y

[June

July

tlune

Attg.

,July

 Dec.
 tJune

 June
 June
 July
 JUIy
 July
 June
 June
 t;une
 Jul]f

 Pe¢.
 July
 .Iuly

 June
 July
 July
 ,June

 tJune
 ,.Tune

 June
 JLJIy

 June
 ,Tune

 Sept.
 ,Iune
,Julv

 June
 June
 ,Iune

 June

Aug･

 l5
 83
165

 90
 6h

 5U

 38

 T9

 86

 53

 l5
  8

  1
  J
  ll

  1;

 l9
 uo

 i9
 S8

IOT
l2i
  o
  3
 20
 56
  9
  h

  6
  I

o

o

o

o

o

o

o

3

o

Feb.
Feb.
Apr.

ect.
Jan.

Oet.

Oet.

Mar.

 Apr.
 Sept.

 Oet.
 Sept.
 oct.
 Apr.
 Sept.
Sept.Oct.
Sept.Oet.
 Feb.
 Sept.
 May
 Sept.
 Apr.
 tluly

 Nov.
 Mar.
 Sept.
 Oet;.

 Oet.Nov.

 oct.
Oet.Dee.

 Dee.
 Nov.
 Apv.
Nov.Dec.
Mar.S.D.
 PI, ov .

 Mar.
 May
 S.O.D.

210U June
227U June
2313 May
2778 tTune
2891 May

1928 May

1508 t;uly

?311i May

1309
}U63

l950
13U3

±215
IU89
les8
I091
l6U3
l2U6

l325
 78s
 62!,

 329
 3hg
 258
 162
 103
 223
 ll9

  55
 I05

 37
l?l
330
 17
 l2
  3
 k7
  T
  t4

June
May

May
May
tlul.y

May
Sept.
,.Tuly

July
Juiy
July
JulLy

,July

July
,JUI.y

tJuly

Aug.
tiuly

July
tJuly

Sept.
July

Aug-
Nov.
Mar.
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o
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? 1)ec.
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 Dec.
 Dec.
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U l)ec.

 Dee.
3 tfan.

 Dec.
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 ,Jan.
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Ja.

,Ta.F.N
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,Ta.
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Appendix table 1-f. Maximum and minimum values of
       and Cobitidae.

monthly yie}ds of PlecQglossus, StziTocheilichtiays

PZeeogZossus SavcoeheiZiakths Cobitidae
ax.
kg

Min.
kg

Max.
kg

Min.
k

Max.
kg

Min.
kg

l932101Aug.OJan.--JutayO.2i[Ian.1}Gayl230May]I)ee.

i935

!gko

l950

1955

lg6o

lg65

i970

l975

ig8o

45

3Z
10
71
l9
2

ij2

 34

 i5
  4

 71
 75
i37
 38
 28

 5I
 6o
  5
  8
  3
 68

 32
 73
168

  9
283
I89
i53
 78
323
 82
165
21h

 21
 33

Sept.
Oet.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.

Sept.

$ept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept･
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.

Sept.
Aug･
Sept.
,]'uly

Sept.
Sept.
Sept.
Aug.
Aug.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Aug.

O Jan.-Aug.
O Jalt.-Juk.
O Ja.-Jun.
O Jan.-Jun.
O Jan.-May
O Ja.--Juk.O

O Jan.-jul.

0 Jan.-Jul
O Jan.-Jul.
O Jan.-Jul.
O Jan . --Jun .

O Jah.-Jul.
O Jan.-July
O Jan.-Jun.
O Jan.-jun.
O Jan.--Juk.
O Jan.-Jul.
O Jak.Jun.O
O ja.-- Au.O
O Ja.-Au.O.
O Ja.-Jul.O

O Jan.-Jul
O Jan.-Jun.
e Jan.--Jun.
O Jan.-Jun.
O Jan.-Jul.
O Jan.--Ju}.
O Jan.-Jul.
O Ja.--Jul.O
O Jan.-Jul.
O Jan.-Jul.
O Jan.-ju}.
O Jan . --Jul .

O Jan.-Jun.
OJan.-Juk.O

      578
 D. 938
D. U78
 N. 555
D. 521
.-D. I650
      919
N.D. 409

       75
      375
.N.D. 278
 D. 326
O.-D. 319
O.-D. s82

N. 278
      150
N.D. 6o8
O.-D. 979
N.D. 6Il
O.-D.k777
.-D. I300
.-D. 971
-D. 929
.-D. 2k6
      U33
.D. 186
O.-D. 57
e.D. 3o
s.D. i83
N.D. 309
D. 171
O.-D. 112
.--D. 52
N.D. 28
O.-D. I18
O.-D. I53
o.-D. 42k
N.D. 186
.-D. 79,

 Feb.
 Jan.
 Oct.
 jan.
 Jan.
 Jan.
 Jan.
 Jan

 Aug.
 Feb･
 Feb.
 .Feb.

 Feb.
 Feb.
 Feb.
Jan.O.
 Feb.
 jan.
 Mar.
 Feb.
 Mar.
 Feb.
 Mar.
 Mar.
 Feb.
 Feb.
 Apr.
 May
 Apr.
 May
 Apr.
 Aug.
 Apr.
 Sept.
 Jttly

 Oet.
 May
 July
 May

iZ

z
g,2g

t
g
3
4

u

4

8

L5
30
23
26
2

10
3k
?

o
 o,/'

o

o
I
l
.

I
o

o
 o,/'

o

o

o

o

o

o

 o
o

 o

 Oet.
 June
 Jime
 June
 Apr.
 Dec.
 Nov.
 Nov.

 Feb.
 Dec.
 Aug.
 July bec.
 Sept.Oet.
 Nov.
 Nar.
 Nov.
 Dec.
 Dee.
 Sept.
 June
 June
 Jan.
 July Dee.
 Nov.Dee･
 Nov.Dee.
 JuZ.N.D.
 Dec.
 Jan.Dec.
 Mar.Sept.
 Jan.May.9
 Jan.F.D.
 Jan . --Mar .

Ja.-May.O.
Ja.-Mar.Au
 jan Mar.
 Feb.
 Jan.-Mar.
 Jan.F.D.
 Ja.-Mar.S

 .
-D.
 D.

 .

 D.

.-D

.

N

'

D

lk29
IUo$
2918
l6oo
24U9

2513
IB38
ls6k

 671
IOI3
 923
l283
 78it

 6s6
1118
li48
12oe
10i3
1015
 789
 578
 566
 751
 991
n66
ke5i
 93i
1220
1566
l6o2
k3Ui
us8
 gbg
 919
1056
 605
 8ol
 S8g
.58k

oct.
Apr.
Sept.
Sept.
oct.
Oet.
July
oct.

Oct.
Sept.
Sept.
May
Sept
May
Sept･
Sept.
Sept.
May
May
May
May
May
Sept.
May
Sept.
May
May
Sept.
May
May
May
May
Sept.
May
May
May
june
May
May

36
o

13
k4

l9
5

k5

5

 2
u

 o
4

8

 2
i
i
 o
 o
 o
IU

 o
 o
 o
 o
 o
 o
 o
 e
 o
7

3

 o
 o
l8

 3
 l
 o
 o
 1
 o
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Dee.
Mar.
Feb.
Feb.
Feb.
Feb.Dec.
Feb.

Feb.
jan.
Feb.
Mar.
Feb.Dee.
Feb.
Feb.
Febi
Feb.
Jan.
Jan.
iYan.F.D.

Jan.F.D.
Jan.F.D.
Jan.-Mar
Feb.
Jan.-Mar
Jan. Feb
Jan.Mar.
      'Feb.
Mar.
Dec.
Jan.Feb.
Jan.
Feb.
Jan.
Feb.
Jan.Feb.
Jan.Feb.
Jan.
Feb.

.

.

-
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Nstge 1-g. pt = vx,

Appendix table 1-g.

       Unionidae.

,;x :;> i, de

Maximum

9J< rb"l, =t tf'Otwrt,

and minimurn values

 mpijxO`2}'fao

of raonth}y yields of Viviparidae, Corbiculidae and

Viviaritlae Corbiculidae Unionidae
S
h
r
i
m
s
,

Max.
ton

Min.
ton.

hox.

ton
Min.

tQn
Max.

to

Min･

ton

Max..

ton

Min.

ton
l932

l935

i9UO

1950

Z955

lg6o

lg65

l970

197S

lg8o

9
3h

27
21
22
35
26
28
19

15
l7
Z3
IU

9
IS
l5
l6
13
13
l3
11
26
1ll

10
l9
I3
10
l2
ll
l8
21
Il
6

2

6

6

5

5

5

3

.2 Mar.

.2 Apr.

.2 Apr.

.8 r(ay

.3 May

.6 Apr.

.I Apr.

.2 Apr.
･T May

.2 Mar.
･5 Apr.
.3 Apr.
.5 Apr.
.3 Mar.
.2 Apr.
.4 Dee.

･5 Apr.
.2 Mar.
.5 Nov.
.7 Apr.
.8 Dec.

.3 June

.8 Mar.

.U Mar.

.l Apr.

.l Apr.
 9 Apr.
.7 Apr.
･5 May
.5 Ma"r

･5 May
.h Apr.

.o oet.

.5 Nev.

.O Nov.

.O Nov.
･7 Oet.
.2 Apr.
.9 Apr.

.k May

o
o

o

l

2
3

6

l

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1

o

o

l

o

o

o
o

o

o

o

o

G
o

o

o

o

o

o

o

.22 July

.16 Aag:
･l5 Sept,
･SS Nov.
.38 June
･93 July
.61 Aug.
･53 Aug.
.98 Jan.

.62 Aug.

.98 Aug.

.Ol Sept.
･lt9 Sept.

.03 Aug.

.ll Aug.
･51 Aug.
.63 JuZy
･39 Aug.
･76 July
.28 Aug.

.IT July

.7h Aug.

.l5 July

.02 Aug.
･75 Aug.
.Ol Aug.
.Ol Aug.
   Dee.
   Jan.
.Ok Mar.

   Jan.
   Ja.F.
 Ja.-?4ar
 F.-Apr.

   Aug.
･25 Mar.
.02 Mar.
 Ja.F.
Ja.F.jul
Aug.Dec･
Ja.-Ap.
Au.-Dec.

.

.

7
6

16
u

u

M
23

u
l3

I2
23
3

6
4

6

L
;
3

6

7
6

6

5

6

2

1

2

2

3

3

3

2
2

2

1

2
2
2

 2
2

1

.

.

t

.

'

'

t

'

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

t

.

.

.

-

'

.

,

,

'

.

.

.

'

'

.

.

'

9
3

9
u

7

o

3

6

9

6

3

8

9

2
8
8

9

l

9
9
6

6

2
8

I

1

o
o
u

5

I

l

5

?

v

o
5

6

3

1
`

Nov.
Dec.
Jan.

Sept.
Aug･
Dee.
Aug･
oct.
June

Sept.
Aug･
June
May
July
Aug･
June
June
June
July
June
june
May
June
May
June
May
May
June
July
July
July
July
Juky
June

June
June
June
July
July

June

o

e
o

o

o

o

2

2

l

2

2

o

o

o

o

o

o

o

o
o

o

o

o

o
o

o

o

o

o
o

o

o

o
o

o

o

o

o

o

o

･50 Sept.
.U9 May.

   Ape.
.I9 Feb".
.U Julte. -
.66 Feb.
.U2 Dec.

･99 Dec.
.l8 May

.46 Apy.

.U8 Jan.
･77 Dee.
･l9 Dec.
.oh Apr.

･59 Apr.
. lt2 Dec ･

.o9 oct.

.l3 Jan.

.29 Apr.
 38 Mar.
.U3 Dec.
.i8 AprN
   Sept.
.OO Dea.
.Ol Feb.
.OI Apr.
.05 Apr.
.Ol Mar.
.Ol Nov.
   F.May
   June
 Ja.Mar.

 21.
Ik3.
28?.

 56.
 6U.
 69･
 6b.

Il5.
Ib6.

9

3

2
u

4

2

1

l

2

l
2

2

1

2

1

2

o

1

o

o

2

3

1

o

1

o

o

2

o

2

.

.

.

.

.

.

.

'

'

.

'

.

.

.

.

-

.

'

.

.

.

.

Ja.F.Ap.S.O.I
 tJa.-Apr. .

   Apr.I). .
  Ja.F. ･
  ja. Ap･ .
Ja.F.May .
Mar. Apr. .

Ja.-Ap. .
N. - D.

o
6

l

8

8

9
u

5

2

3
5

5

6

9
h

9

3

o

9
l

2

1

2

2

2

9

1
6

3

2

7
3

1

l
t
8
u

7
8

6

Mar..
May
Mar.
Dee.
May
Nov.
Mar.
Sept.
Apr.

Apr.
May.
Mar.
Apr.
Apr.
Feb.
Feb.
Dee.
Mar.
Mar.
Yeb.
Mar.
Feb.
July
Mar.
Apr.
Apr.
Apx.
Feb.
May
Feb.
May
Apr.
Nov';

Nov.

Feb.
Apr.
Feb.
Apr.
May

May

o
o

o

o
16
1
10
9

13

.

.

.

.

.

.

'

.

.

o.

o.

o

o.

o.

o

e.
o.

o.

o.

o.

o.

o.

o.

o

o.

o.

o

o

o

o.

o

o

o
o

o.

o

o

o

o.

o

36 Aug.
60 Feb.
05 Nov.
08 Feb.
78 July
61 Aug.
59 July
OO Feb.
53 July

Ol Sept.
02 Sept.
   Sept.
Ol $epk.
07 Sept.
   June
e9 NDv.
02 Sept.
13 Sept.
20 Oct.
09 Sept.
21 Aug.
Il Oet.
o8 oct.
   Nov.
05 Sep£.
IO Sept.
   July
   N. D.
   Jan.
O: Mar.
   O. D.
 Ja.Au.
 F.May
 Mar.
 june D･
03 Apr.
   June
   Jan.
   Jan.
Ok June

 Ja.F.S.
 O.D.

F.

  o.
  s.
May

F.

'1
l

2

3
h

3

3

I2
2

l

1
o

1

2

l

l

o

1

i

l

1

}

l

o

o

o

o

o

e

o

o

o
e

1

o
e
o

1

o

o

 9 Dee.
･9 Nov.
.O Feb.
.U xov.
.U Nov.
.6 Nov.

･3 ecov.

･5 Nov.
･9 May

.] July
･5 Jan.
.7 Jan.
.6 Nov.

.O Nev.

.7 Dec.

.I Dec.
･9 Mar.
.o oct.
.l JuRe
.1 Nov.
･9 July
.U Dee.
.U May
･9 May
.2 June
.3 Aug.
.l July
.l tJa.F

.O June

.O JaiF

.l Aug.
･3 Juky
.U july
.1 Luly

･3 July
.k July
.2 Juiy
.h July
･5 July

.6 July

.

.

o
o

e

o

o

o

o

o

o

o

o
o

o

o

o

o
o

o

o

o

o

o

o

o

o

o
o

o

o

o

o

o

o

o

o
o

o

o

o

o

.06 May

.22 Apr.

.k6 July

.k3 Apr.

.27 Apr.
･57 Apr.
･53 Aug.
.k2 June
.27 Sept.

.05 Apr.
･l3 Apv.
･l9 Sept.
.32 jan.
.l6 Aug.
.61 Sept.
･5lt Sept.

.20 Sept.

.23 Aug.

.I5 Dee.

.05 Jan.
･23 Nov.
.16 Aug.
.23 Jan.
.03 Dee.
.Ol Feb.
.OI tJan.

.OO Mar.
   O.N.
  O.-N.
 Mar.-D.
  F.-Apr.
  Ja.-Apr.
   Mar.
.Oh Mar.

.OO MaT.

.OO Dee.
 Mar.Ap.
  Jan.Mar.
.OO Mar.

.OO Mar.
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付録表2．各回における月産漁獲墨百分率の極大値の過去40年間の経無変化。

付録表2－a．魚類，貝類，エビ類，アメノウオ，カマツカ，ウグイの各璽の百．分率の極大値。

Appe鷺dix　tab韮e　2．　Transitio轟s　in　an磁al　maximum　value　of磁。捻thly　percent　ab囎dance　of　f三sh　yielδs

　　　　　　duri！｝g　the　past　40　years．

Appe氾d董x　table　2・a，　Maxl斑u磁values　of　mon出ly　perce聡t　ab囎da捻ce　of　fishes　only，　molluscs，　shrlmps，

　　　　　　0η（70名海夕％6；z～偲，∫奪θ鐸ゴogoう∫o　and　7》ゼうoJo40η．

To七31
@～

To七a］．

@　，ヒ　　帥、

≠潤@匹　SCS

Shri独P＄　　　　　膠　．
0箆oor吻η一

Z勉麗
Pεθ嘱φ9ρわ¢ρ 恥伽Zoゴ。η

至4　　髭 瓢ax．％ 簸ax　多 踵ax，　o 蟹ax。 麺照，　o

二L932　　90．ユ　　　Jan．　　62．　　　　鋼ξしr，　　　ノ、5　　　NQV．　　　Q，ユ　　　Juτ1e　　　1Ψ　　　　」臓：Ly　　　O暫　　　　Sep七？

1935

工9≧0

ユ950

ユ955

1妬0

↓965

工970

1975

67．ね

55．ユ

76．6

53．2

52．5

37。9
1L了．6

70．3

7
9
2
8
2
8
6
9
9
3
7
3
5
2
5
7
5
3
6
埠
0
0

の
　
　
コ
　
　
サ
　
　
ロ
　
　
サ
　
　
じ
　
　
ロ
　
　
レ
　
　
ワ
　
　
リ
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
ロ
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
サ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
の
　
　
ロ

7
6
7
5
捻
7
3
ユ
h
，
8
3
7
3
6
1
5
7
7
8
8
眞
9

7
8
9
9
9
8
9
9
9
8
9
8
，
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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の
　

ロ
　

コ
　

ロ
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の
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の
　

の
　

の
　

ロ
　

コ
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
V
J
・
。
…
D
・
ふ
し
…
。
。

t
t
し
七
t
t
t
七
t
t
t
七
t
も

P
P
P
P
P
，
P
ρ
P
P
P
P
P
P
b
9
9
工
C
簸
b
n
n
ロ
r
P
r
r
n
b
r

e
e
e
e
e
e
♂
e
e
e
e
e
e
e
e
U
U
駿
e
a
e
a
a
a
a
e
a
a
a
e
P

S
S
＄
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
F
A
A
J
D
J
F
J
J
J
延
S
展
嫉
J
F
A

3
2
3
5
ユ
0
9
9
』
3
2
暴
1
6
2
4
1
9
3
7
海
2
瓦
8
8
2
7
6
6
6
0

ロ
　
　
コ
　
　

ロ
　
　
ロ
　
　

サ
　
　
コ
　
　

コ
　
　
リ
　
　
じ
　
　

セ
　
　
サ
　
　

の
　
　

サ
　
　
　
ロ
　
　

コ
　
　
に
　
　

サ
　
　

　
　
　

コ
　
　
　
　
　

サ
　
　

レ
　
　
の
　
　

の
　
　

ロ
　
　

　
　
　
　
　
　

ウ
　
　
ロ
　
　

　
　
　
ゆ

6
3
6
ユ
9
0
6
0
3
2
0
7
ユ
7
h
8
5
5
6
ユ
0
ユ
逗
7
7
2
0
4
2
鳥
8

7
8
7
6
鉢
6
蔦
5
5
起
耳
臨
3
6
2
3
3
為
3
4
鉢
海
3
1
1
2
3
2
4
2

May
Apr，

A滋r，

Fe．b．

ArL
AI潔・

Apr。

罫eb．

・
　
。
　
・
　
。
　
・
　
…
e
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
…
　
。
　
　
　
　
　
・
　
・
　
。
e
y
　
　
・
　
　
e

蟹
置
曲
μ
ξ
b
鮮
毎
b
町
㌶
㎜
㎝
㎝
騨
白
b
α
川
州
曲
¢
b
町
響
町
群
。
も
㎜
㎜
威
鋸
牌
町
㎜

頭
A
F
A
F
A
F
N
廻
3
J
J
N
F
髄
♂
A
F
F
麗
籔
護
A
O
3
J
J
屑
A
廻
」

，
↓
O
1
8
0
8
3
海

，
　
　

0
　
　
9
　
　
●
．
　
　
●
　
　
”
　
　
●
　
　
●

O
h
了
h
T
ワ
ー
h
π
！
b
マ
3

1

6
ユ
9
7
3
7
5
0
2
了
為
娠
0
8
9
7
9
8
≧
海

の
　
　
の
　
　
の
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
じ
　
　
コ
　
　
　
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
の
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ほ
　
　
リ
　
　
ロ

5
0
3
5
5
0
5
葬
3
逗
2
蔦
3
h
．
工
O
O
1
3
3

　
工
　
　
　
　
－

0，6

工
8
9
ユ
9
3
6
．
0

，
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
修
　
　
9
　
　
0
　
　
唖

G
6
0
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Appendix table 2-b. Maximum value$ of monthly percent abundance of Ptzrasilitnts, Gnathopagon .

      Rsettdoizzsbom, Gobiidae, thpomestts, CZziussiits, C.Tlbrimts,

par7asizur7LsiiliZ.tdh[iel.".blGobiidae
ffmpomesus CaT?assibl$ Cypyinus

Max.% .Max.%Max.% Max.% Max.% Max.%
l9325.7Juiy18.7Nov.k.ZMay.h7.3Dec.5.5Jan.I9.9June

1935

l9i;O

l950

195S

L960

1965

19TO

1975

l980

 L.1,

 I.5
 2.8
 2.b
 2.U
 2.5
 1.k
 2.1

 U.3
 h.3
 3.9
 k.5
 l;.8

 U.8
 8.2
IO.O
 5.b
 8.1
 6.5
io.u
 U.7
 5.0
 6.7
 6.1
 7.l
 2.9
 5.3
 ?.6
 2.7
 3.8
 5.8
 8.l
 5.3
Il.1
11.5
lo.k

 5e3
 u.o

July
June
June
June
,]'uly

July
June
Aug.

June
June
July
,June

July
,]uly

July
June
,Tune

June
June
June
June
,]une

Oet.
June
,June

Feb.
t]une

,iuly

June
,June

June
May
June
,iune

Jan.
June
June
July

11
l2
7

7
u

2

2

5

2
k

l

3
6
4

3

3

u

5

7

9
5

u
5

6

7
u

3

I
,
12
6

8

6

1

2

3

2

2
4

.8

.u

.3

.o

･5
.8

･s

.5

.u

.1

･9
.8

3
.3

.3

.9

.5

･9

.3

.6

.3

J
.3
.8

.o

･5

.3

.8

.o

･5

･5
.h

.6

･9
.u

.3

.6

.o

Sept
Nov.
Nov.
Nov.
(;uly

Nov.
Nov.
Nov.

.Jan .

Jan.
Jan.
Feb.
Feb.
Jan.
Feb.
jan.
May
Apr.
Mar.
,May

Mar.
July
May
June
June
Jan.
Apr.
,Jan.

July
July
July
Sept
Oet.
,June

Apr.
Aug.
Apr.
Dee.

.

.

 e.u

 O.7
 2.7
 l.8
 2.8
 O.3
 O.7
 U.9

 9.5
 7.0
25.0
l2.e
 5.1
l2.6
Ll.8
 6.9
 6.3
 b.8

 2.1
 6.8
 U.6
 3. ij

 L8
 2.7
 3.1

 L3
 4.?
 2.l
 2.8
 o.6
 Lk
 1.6
l8.9
 O.7

 Ll
14.o
 k.s

 l.O

Jan.
July
July
Aug.
Juky
July.

Aug.
Nov.

Apr.
Aug.
Aug.
Aug.
Aug.
Nov.
Apr.
Apr.
Mar.
Apr.
Aug.
Aug.
Apr.
Apr.'
Aug.
Aug･
Apr.
Feb.
Apr.
May
Aug･
Aug.
Aug.
Aug.
Feb.
June
Aug.
May
June
May

U9.9
21.3
36.9.

27.2
35.2
22.8
23.0
Uo.o

Tl.I
81.5
83.S
76.3
Bl.9
72.S
76.6
72.8
72.3
63.9
66.7
6s.8
59.7
53.7
57.0
76.3
6o.6
73.8
90.7
77.7
78.9
89.5
87.6
91.7
91.U
86.6
ge.8
86.o
93.6
88.o

Feb･
Nov.
Feb･
Dec･
Sep. t.

Sept.
Oct.
Sept.

Sept.
Sept.
Sept･
Sept･
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept･
Sept.
oct.
Aug･
Oet.
Oet.
Oct･
Sept.
Oet･
Dec.
Dec･
Oet･
Oet.
Dec.
Mar.
Mar.
Dec.
Mar.
Feb･
Jan.
Dec.

I6

21
30
27
21
19
2h

32

28

27
U6
4i

52
uu

30
21
30
36

30
28
26
U3
uo

52
k8

52
31
38
U6
56
58
5h

28
U3
.17

30
IU

23
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.
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7

7
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3
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7
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6

o
6

l
.
7

2

o

9

7
u

6

7

1
6

2
5

7

o

3

6

8

o
8

5

6

l

7
6

o

Jan.
Dee.
Feb.
Dee.
Jan.
Dee.
Dee.
Dee.

Dee.
Dec.
De¢.

Dec.
Jan.
Mar.
May.
Mar.
June
May
Jan.
Mar.
Fe'b .

June
June
Mer.
May
Dec.
Mar.
June
,]une

june
May
May
Dec.
May
May
May
Apr.
,J an .

 9･7
 7.0
 ij.2

 3.0
 2.5
 3.3
 U.6
 6.e

 8.9
 5.5
 5.9
 6.5
 7.9
 9･9
 5.6
]o.8
 9･7
 8.7
12.l
12.3
 5.3
10.1
 9.2
 8.e
 6.o
 7.0
 5.9
 b.7
ll.6
IO.3
lh.U
lo.k

 9･7
]U.5
lk.k

31.9
28.1
32.0

Sept.
Se.pt .

Feb.
Sept.
Jan.
Dec.
Dec.
Dee.

June
Dec.
June
JuBe
Feb.
Jan.
May
June
Oct.
Oet.
May
{July

May
May
Aug.
May
July
Aug.
May
Sept.
Aug.
Sept.
Aug.
Aug.
Aug.
}aay

Aug.
Aug.
JuXy
A+pr.
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Appendix table 2-c. IVIaximum vlaues of monthly percent abundance of Rsettdoperiimnps ･ Rhodetts, Zkecco,

      ATcgztilllez Rlecaglosstts, Skeizvcheilichtlt3s, Cobitidae.

Psudope?.

Jus Zaeco AnguiZla
PZeeogZos
$us

Sayco-Cobitidae
eheiZtehthys

M.ax.% }6ax.% Max.% Max.% Max.%Max.%
i93227.7May8.3June4.kAug.g.1Aug･

e.5Ang.O.6Jan..lev!a:
O.lv"･epZ.3.5Feb.2.4Sept.

i935

19UO

I950

i955

1960

i965

l970

I975

2g80

e.1

O.2
O.I
O.1

o
u

kO
10
7

3

3

ll
7
3

3

4o
55
20
32
29
25
o

o

.1

.8

.7

.2

.o

.u

.6

.5

.e

.3

.3

.o

.9

.8

.3

k
･9

.l

.1

o.e

Nov.

oct.
Aug･
Aug.

Feb.
Nov.
Aug･
JulY
Aug.
Aug.
Nov.
July
o¢t.

Aug.
Sept.
Sept.
Sept.
July
Aug.
Aug.
,Jan .

tJu[l.y

Feb.

tvgay

1.9
3.5
2.0
3.8

LU
2.l
2.9

2.7
6.8
S.l
2.9
2.9
3.2
6.7
o.8
'2.5

3.0

L7
M8
4a
2.9
3.5
3.7
2.2
l.8
ts.2

O.2
O. 1;

e.b
o.6

O.3
O.5
O.2
O.3
O.7
O.7
e.8

Juky 3･9
July h.2
June 4.9
July 5.2
July 2.7
Aug. 2.6
Juky 3.k

Dec. 7.0
June ?.8
.fuly 7.U
Ju2y 6.7
July 8.2
,July 5.6
July 3･9
June 5.6
,July 8.k
July 5･7
July 5.k
July 3.6
July 2.7
july 1.2
June k.U
July i.3
July O･5
June O.3
9eb. 5･1
May O.U
,Tttly O.2
Feb. O.k
June O.2
tJuly O･5
Feb. O.2
June
July O.1
Jan.
July O.l
June

June
June
,iune

July
May
June
July

June
June
May
Aug.
july
Juthy

t;une

July
Juiy
July
July
,Tuly

Ju2y
July
Juthy

July
Aug. .

Aug.
Aug.
July
Juiy
,Jrumy

Juky
Nov.
July

Ju]-y

June

O.l

O.l

O.1

o
o

o

o

o

o

e

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1
o

c

o

o

.

.

.

.

.

'

.

.

'

2

2
3

J

1

k

l

o
o

.1

.2

.

.

.

.

'

t

.

.

.

.

1
8
k

h

3
k

2

7

5

I

Oct.

Sep. t.

Sept.

July
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Aug.
Sepe.
Sept.

Sept.
Aug･

Oct.
Sept
Sept
Sept
Aug.
Aug.
Sept
Sept
Sept
Sep. t

.

.

.

.

.

'

.

I

e
.l

l

3

2

e

e

l
l

2
3

3

0

o
2

3

l
8

3
3

1

o
o

1

2

e

o

o

o

o

o
o

l

o
1

l

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

'

s

?
4

3

9
8

7

6

9

?
u

3

i

9
8

l
6

1

1

7

B

9
6

7

3

7

1
u

5

s

6

2

I

o
i
i
9

o

Jan.
Jan.
Jan.
Aug.
Jan.
Jan.
Jalt .

Aug.
Jan.
Feb.
Feb.
Feb.
Feb.
Feb.
JaR.
Jan.
Feb.
Feb.
Jan.
Mar.
Feb.
Mar.
May.
Mar.
Feb.
Feb.
May
Jan.
May
Apr.
Jull.y

June
Sept.
July
July
Apr.
July

5

5

2

2

2

l

i

l

l
6
4

1
,
2

2
1

2

2

3

2

o

1

2

2
7

2

2
3

3

3
4

s

2
2

3

2
3

2

2

.

.

.

-

.

,

.

.

.

'

.

.

.

.

'

.

.

.

'

.

.

.

-

'

.

.

.

.

'

.

.

.

,

.

.

.

.

.

3

6

6

3

7
8

5

7
9
8

o
o
k

7

7

5

5

1
5

3

9

l
3

o

3

5

8

3

7

2

3

h

5

x

5

4

o

o

Sept.
Sept.
Sept.
July
oee.
July
Oct.

Oet,
May
Aug.
May
Apr.
May
Sept.
Oet.
Apr.
Sept.
May
May
Apr.
May
$ept.
May
June
July
bfay

May
May
Sept
May
May
July
May
May
May
May
May
May
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Appendix table 2-d.

      Unionidae.

y:;> E , ab V J< Jij'lO 2}-Xoptifi$OtwJf({es.

Maximum valttes of month}y percent abundance of Viviparidae,

Viviparidae CorbieuMdae Unionidae

Max.% Max.% ){ax.%

l932

l935

1940

1950

l955

1960

k965

1970

l975

1980

22.3 Apr.
b6.2 Jan.
37.8 Nov.
41.3 July
32.7 July
U3.2 June
29･7 May
30.3 Feb.
17･3 Feb.

UO.2 Jan.
6U.2 Apr.
52.k Apr.
h9.U Feb.
35･5 May
55･5 Apr.
38.0 Apr.
kl.5 Jan.
45･7 Apr.
3'3.0 Apr.
3ij.O Apr.
38.U Jan.
28.1 Nov.
58.8 Feb.
21.5 Mar.
UO.7 Apr.
32･7 Apr.
47.6 Feb.
30.l Apr.
UO.2 May
39･k May
35･1 May
30･8 Apr.
17.6 oct.
U･7 Nov.
20.3 Feb.
23.3 Jan.
I9･8 May
27.k Apr.
22.7 Apr.
IO.O May

29.U Nov.
I2.7 Sept.
26.7 Dee.
 8.5 Sept.
 8.3 Aug.
27･8 July
U5.1 Aug
l5･3 June
IU.O June

75.8 June
7U･7 Aug.
29.e July
20;O May
29･1 June
29.6 July
27･3 July
l8.6 JuXy
26.6 July
35･9 July
22.l June
23.2 June
IO.O July
l8.5 June
 9･5 May
 5･3 June
 6.1 May
 h.O May
ll.3 July
ll.o July
lk.8 July
 8.0 Juiy
l2.0 July
l5.0 July
 8.3 June
 7･8 June
l3･7 July
 7.9 June
l9･3 July
l2.5 July
 5-O June

41.5
80.5
91.9
61.8
68.h
6b.o
58.3
67.2
8o.6

27.8
l3.l
12.4

i3.2
38,8
13.0
 3.5
 2.9
 5.U
 5.3
 6,5
 7.0
 3.?
 &3
 2.7
 3,1
 2.6
 ?･9
20,8
 1.8
 5,k
 5.1
 3.5
 O.3
 l.5
l8.9
 2.0
13.X
 3.7
 3.0
 2.0

Mar.
June
Mar･
Ap. r.

june
Mar.
Mar,
Sep. t.

Ap. r.

Apr.
Feb･
Feb.
A-pr.

Apr.
Feb.
Apr,
Juiy,

Feb,
Jan･
Jan.
Feb.
JaR.
July
Feb･
Jan.
July
Fe'b .

Feb･
July
Feb.
May
Apr.
Nov.
Jan.
Feb.
Apr.
Feb.
May
Apr.

June

Corbiculidae and
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N`ecX3--a. vaftl', fa..nc, HX`Des#(fttwes

Appendix table 3. Transitions in annual maximum values of monthly money amounts for yields of each

       fish kiRd duriRg the past 4e years.

Appendix table 3-a. Maximum values of monthly money amounts of total, fishes only and molluscs.

Wotal Fishes Molluses

Max.¥ % Max .¥ % Max ny¥ %

1932

l935

l9Uo

ij3U37 20.7 Dee.
21i596 27.0 tJu3y
ll372 i5.0 Dec.
 9208 12.l Dec.
13S25 l6.5 Dec.
16233 15.8 Dec.
I7712 IU.h Dee.
39685 20.7 Dec.
U2790 l6.k Dec.

U2hl9
2ho8s
M0510
 708U

I2299
13o66
lij651

33997
3961o

19
30
l6
11
18

17
16
2!;

19

'

.

.

'

'

.

.

.

3

5

8

5

6

o
5

2
2

Dec.
Ju}y
De¢.

Dee.
Dec.
Dee.
De¢･

Dec.
Dec.

 ?Ol
1271
126U
l29T
].I.k6

2081
2955
6k65
6162

IS
16
1?
l5

l3
ll
12
16
l5

.

.

.

.

.

.

6

3

i

2
8

6

9

9
5

Oct.
Dec.
Dec.
Dee.
Apr.
Nov.
Apr.
Sept.
Apr.

Max.lo3¥ % Max.10
3
¥ % Max ･lo3¥ %

1950

}955

196o

Ig65

l9?O

1975

198o

 h535 21.1 Sept.
 5700 22.3 Sept.
 3896 l6.U sept.
 ij43o lg.8 Sepi.

 5300 l6.l Sep£.
 6178 16.3 Sept.
 h386 12.h Sept.
 U768 a3.g sept.
 4883 l2.6 Sept.
 Ul63 10.3 Oct.
 550S 11.9 Oct.
 6U78 l2.5 Oct.
 6637 11.7 Oct.
 7609 l3.3 Oct.
 707h ll.7 Dee.
 8633 12.8 Dec.
 giUl l2.4 oce.
IOk35 a5.ij Mar.
 6863 13.9 Apr･
IOI59 l2.8 Dee.
Iij081 th3.3 Dee.
Io61o n.6 Nov.
I57U3 lk.S Dec.
I7927 l5･8 Dec.
22288 16.0 Apr.
27k4U 2o.s Apr.
178gij IU.o Dffe.
2U679 17.3 Mar.
2U511･ 16.7 Nov.
20618 l2.3 Mar.
213ijU l3.0 Nov.

 4281
 s48s
 3759
 U270
 5100
 5751
 ijl91

 4657
 U693

 3937
 5i09
 6o4o
 61g8
 7i5J
 6go6
 8h13
 8623
lo3o6
 6673
IOI32
IUOi9
I0325
15?2U
1783U
22i83
27hll
l7T67
2h663
23596
20350
21237

23
25
18
16

17
17
I3
13
I3
io
12
l3
11
lu
l2
12
I2
i6
xk

Z3
13

u
15
L6

17
21
lh
l8
1?
l2
k3

.

.

'

.

.

-

.

.

'

.

'

'

.

.

.

.

'

.

.

'

.

.

'

.

'

.

.

'

.

.

.

3

8

2

9
u

8

5

o
u

8

1

l

9

o
}

9

3

o

2
6

9

7

l

2
o

2
6

o

2

7

3

Seet.
Sept.
Sevt.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Oet.
Oet.
Oee.
Oct.
oce.
Dee.
Dee.
eet.
Mar.
Aug.
Dec.
Dee.
Nov.
Dee.
Dee.
Apr.
Apr.
Dee･
Mar.
Nov.
Mar.
Nov,

 2s8
 398
 250
 29U
 288
 38U

 232
 207
 292
 3g6
 U3k
 U69
 398
 5ta3

 299
 390
 389
 308
 U38
lo66
los4
1272
 633
 351
 386
 50lj

 67o
11ko
 908
1272
 509

lk
i3
ll
i6
IS
L3
12
I3
x6
l6
i8
i6
lll

i8

l7
24

15
l?
2?
i9
20
37

3e
2ij

2k
lil

IS
22
,17

3ij

28

.

'

.

.

.

.

.

-

.

.

-

.

.

.

t

'

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

'

.

o

o

9

9

1

9
6
4

6

6

6

2

7
6
4

9
6

u

o

9
8
t
･
9
1
8

9

9
6

7

3

o

Mar.
Aug.
Aug･
May
Aug･
Aug.
June
July
J'une

July
k2ne
,lune

,luRe

June
May
Apr.
Oet.
Apr.
Apr.
July
Mav
  1.
May
Apr.
July
Oet.
Oct.
May
June
June
May
june
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Appendix table 3-b. Maximum values of monthly money
      HlyPomesus and RsettdqPen'lamps . Rhodezrs.

fite

 amounts of Oncoiliynchzts, Plecaglosstrs,

Oneo?hynehu$ PZeeogZossbls ff21pomesus Pseudopef,.,Rhodeus

¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
%

i932

1935

lgko

 l7 2k.9 June
 l4 kO.7 Jutuy
 17 29.3 June
 mu 26.3 June
Xll 3Z.S June
 50 38.8 July
 ij6 k9.a Aug.
 86 ll3.8 May
120 k8.9 July

!197 67.U Aug.
  k7 88.0 Sept.
  37 52.7 Sept.
  IU so.7 sept.
  65 62.9 Sept
  20 76.9 Sep.t.
   5 62.5 Sept

 222 8U.k Sept.

37U98
 2075
 2989
 3152
 Uo85
 5X99
 6309
12X35
l9515

37.6
l2.I
l8.6
th.8

l7.5
20.1
19.7
20.7
23.8

Dec.
Dee.
Dee.
Oet.
Dec.
Oet.
Sept.
Sept.
Sept.

kO
1

i7
3

 38
 U7

 58
100

･5 eet.
.6 Oet.

.6 Aug.

.O Aug.

   Max-lo3¥ %    Max.io3¥ % Io3¥
Max.
% lo3¥

Max.
%

}9 So

1955

z96o

J965

1970

l97S

l980

  U 32.0 July
  8 35.7 Aug･
 20 28.0 July
 20 20.6 June
 61 39.8 July
 61 34.h tJuLy
 26 39.3 July
  9 18.8 tJuly
 31 31･3 June
 28 29.1 June
  7 IU.6 Jul,y
  6 27.8 June
  8 32.5 Aug.
 23 U2.6 June
 11 U4.1 May
  9 4413 June
 16 29.l May
 21 50.0 May
 lli ij5.2 tJune
 l6 30.9 June
 S6 53.5 Sept.
 Z5 32.0 May
  7 27･9 June
  7 25･U June
  8 36.0 May
  3 36.0 May
 ll U3.7 May
  k 2S.O June
 17 57･8 June
137 92.0 Nov.
 ko Uo.2 Apr.

  7 85.h Sept.
  3 36.b Sept
  2 66.6 Sept.
 I7 56.5 Sept.
 I8 7e.9 Sept.
 27 86.3 Sept.
 12 6o.o sept.
 ll.o 3'r.o ,July
 k7 85.0 Sept.
 I5 68.1 Sept.

  h ioo.o sept.
  k loo.o sept.
 Ux 83.6 sept.

 17 62.9 Sept.
 51 72.9 Aug.
 6i 6U.o se.pt
  3 35･8 tlluly
z3o gU.g sept.
122 79.0 Sept.
 87 9T,8 Sept,
 70 88.6 Aug.
.177 75.0 Aug.
 66 55.0 Aug.
k61 7I.6 Sep£,
13T 99･9 Sept,
 15 92.0 Nov.
 67 59,O Aug.

 3711
 h99)
 3108
 3276
 U3UO
 U723
 3283
 3523
 3329
 2527
 3805
 U143
 U922
 5253
 U329
 6869
 6579
 6s8)
 5227
 9335
lz883
 8299
kk221
l6673
2o261;

25559
k6202
].tl.8Ul

22099
18516
±9870

46.ij

47.3
33.0
26.1
28.6
29.3
l9.8
17..i

l8.2
l3.9
m6.}i

z8.5
16.o
k9.8
k3.7
l6.8
16.3
'15.2

l8.I
15.8
Iit.7

l3.5
17.6
2U.O
l6.5
22.1
XS.8
l2.h
19.9
k3.S
IU.5

Sept
Sept
Sept
Sept
Sept
Sept
Sept
$ept
Sept
Oet.
oct.
eat.
Oet.
Oct.
Oet.
Qct.
Bet.
Apr.
Aug.
Dee.
Mar.
Oct.
Oct.
I)eff･

Apr.
Apr.
Dee.
Nov.
Nov.
Mar.
Nov,

.

.

.

.

.

.

-

.

   l
  52
 123
 12S
 210
 klO
 162
 M7tt

 176
 261
 358
 357
 5U9
 Ul7
 U7G
zo88
 689
  22
   6

   i

 66
 39
 Ult

 27
 36
 20
 27
 23
 23
 22
 27
 ?o
 l.9

 19
 21
 l8
 ?u

 32
 28

IOO

.6 Aug.
･7 Aug.
･3 Aug.
.2 Aug.
.6 Aug.
･5 Nov.
･5 Aug.
.8 Aug.
･9 Oct.
.o ect.
.O Sept.
.6 Aug.
.8 Aug.
.2 July
-3 Aug.
.O Dee.
･5 May
.8 tJul.y

･5 tw.ay

.O May



NeeX3-c. lt de"4, eptr. ept =', h7vde, ip pt1o5es lc&sses.

Appendix table 3-e. Maximum value of monthly money amounts of
      Flseudonzsbom, keudcrgobio and Tfibolodon.

Samocheilichthys, Gnathopagon '

Sar:coeheolZichthys (;nathopog.,P$eudorasb. Pseudogobio abeiboZodon

¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
%

l932

1935

l9ko

2UO 32.0 Jan.
8o7 4U.8 Nov.
576 33･6 Jan.
208 l7.3 Feb.
153 l3.9 Sept･
299 iU.8 Jan.
993 25･O Jan.
7il 23.9 Jan.
Uh6 18.1 Jan･

8302
l287
124o
l390
l766
lkUk
I082
2399
3749

6U.9 Nov.
I6.5 Nov.
I7.6 Dee.
21.2 Nov.
21.2 Nov.
I6.0 Nov.
I8.0 Mar.
2?.O Nov.
23.5 Nov.

 U5
 l9
 13
 3k
 36
 23
 63
 36
iuo

U2.5 Ju2y
29.2 June
26.3 Aug.
31.2 May
27･S Aug.
31.8 Nov.
61.6 May
23.7 Aug.
27.9 June

 29
 90
 67

 S7
lo8
 59

M9
 66
 63

21.8 Sept.
28.8 Oet.
22.l May
)9･7 May
2h.9 Apr.
20.9 Apr.
32.8 Apr.
28.8 Sec.
17.2 Dee.

   Max.Io3¥ % lo3¥
Max.
% lo3¥

Max.
% lo3 ¥

Max.
%

l950

1955

1960

1965

1970

k975

198o

 IO l9.8 Aug.
 66 lt3.7 Feb･
 52 37.1 Feb.
 58 U6.8 Feb.
 70 U2.7 Feb.
11i 35.9 Feb,
 51 27.4 Feb.
 31 l7･9 Jan.
Il2 2U.7 Jan.
159 37.3 Jan.
107 31.8 Mar.
385 31･8 Feb.
927 62.7 Feb.
2U6 k3.U Feb.
173 66.0 Mar.
 52 2B.O May
107 39･2 Feb.
 67 U6.U Feb.
 31 2h.8 Feb.
 Il 39･9 Macy
 53 49,8 Apr.
uo so.U May
 79 U3･2 Apr.
 26 36.0 July
 2Z 43.U June
 10 38.3 .Apr.
 6o h2.8 July
 8U 23.o oct.
308 37.0 Apr.
 78 35.1 May
 60 57.1 May

  8h

 102
  6U
  93
 l38
 l30
 l91
 IU9
 U4
 32ij

 U07
 hk6
 298
 297
 272
 383
 6o5
 272
 61o
 21U
 387
 732
lo6o
 709
 57U
 217
 k8o
 159
 282
 363
 u6

20.7 Jan.
23.0 Jan.
21.l Jan.
30.3 Feb.
26.7 Feb.
I7.8 Mar.
27.1 Feb.
2Z.9 Jan.
19.3 Mar.
23.0 Mar.
I9.6 Mar.
i5.7 Mar.
I8.8 Mar.
I5.0 Apr.
21.7 Mar.
I8.3 May
23.9 Apr.
I8.2 Apr.
26.2 May
l5.S Apr.
18.U May
l8.6 JuXy
2k,8 Apr.
23,3 June
32.6 Apr.
22.i Apr.
30.l Apr.
20.2 ApT.
I6.6 Apr.
28.2 Apr.
32.8 May

1
JO

8

3

26

l7
1ij

11
7

z

2

3

2
6

ll
7

1
3

2

l
-

 50.0 Apr.
 55･5 May

 57･1 May
 36,1 Aug,
 58･7 Julty
 l8,3 JuXy
 U8.7 May
 U!.3 May
 52.2 June
 l6.9 May

iOO.O May

 88.2 May

100,O May
 6o,o July
 68.5 July
 80.5 May

 41.7 July
 U9,2 June
 66.7 May

IOO.O May

20
i
T
il
l2
l6

li
11
ll
6
IU

IO
i9
7

2

9?
17
l3
15
21
10

u
10
32
l8
l7
l5
ij2

88
8lt

lt9

18

7o.i oct.
50.6 Dec.
39･3 Nov.
19.0 Nov.
26.7 May
18.3 May
22.4 May
Ul.O May
k6.7 oee.
20.6 Nov.
20.0 May
31.9 Apr.
32.9 May
26.7 May
88.6 July
bl.? May
k6.U June
22.U Oct.
3i.8 Mar.
29.T Oct.
I5.2 May
27.5 Feb.
ijij.8 June
U3.6 Mar.
38,6 May
27.7 Fe'b.
20,3 May
34.5 May
30.0 May
39,2 May
26.3 May

97
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Appendix table 3-d.

      Cobitidae,

7, 7t, =d, KYe
Maximum value of

9 CD Gtw Ji( wh ge as' e

monthly money amounts of Zlacco, Cke7ztssius, QPn'nirs and

Zaeeo       .Ca"asszus Cyprinus Cobitidae

¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
%

1932

i935

19UO

l820 32.3
1`ok7 63.8
 279 16.k
l8U5 U7.7
 U32 18.0
 U98 24.o
noU 34.8
 5h7 25.5
10UO 29.2

Oet.
Ju2v
   -
,july

Jan
June
July
Jan.
tJune

juiy

 g18k
 7532
 ll229

 3036
 53bl
 5U7I
 7276
16579
ll;293

27
39
30
30
35
26
28
4o

25

･7 Nov.
.1; ,Julv
.U Dee'1

･3 De¢.
.6 Dec.
.8 Dec.
.6 [}ec.
.8 Dee.
･5 Dee,

8800
2987
l7o4
 495
lk51

i035
lk8ij

k5U7
lt7S5

27.2 May
32.k July
23.7 Dec.
iU.O Pee.
29.5 Dee.
k7.7 Dec.
21.9 Dec.
38.9 Dec.
26.6 Dec.

 292
 333
 566
 796
 L.olt

 6h9
lllO
 852
B78

k9.0
2I.5
U3.8
43.4
28.6
29.I
31.I
22.7
28.4

May
Oet.
Sept.
Sept.
Sept.
oct.
oct.
Sept･
Oct,

     Max.
Io3¥ % io36

Max.
% io36

Max,
% ao3¥

Max.
%

1950

1955

l960

!965

1970

1975

1980

t

l35
)77
125
 83
 38
 97
176

 32
127

U7
 73
 98
l53
 98
lbh
16o
in2U

l26

}72
 99.

 U3
I37
 8ij

 Ul
 16
 25
 39
III
 73
 82
 l3

26.o
22.k
26.2
27.9
38.o
Uo.o
UO.9
25.8
39.7
31.2
28.2
19.9
28.6
lh.x
2b.7
25.6
21.7
!8.6
30.I
ijO.2

22.1
k3.9

50.9
U6.2
66.7
36.2
U3.T
k7.2
37.8
50.9
33.2

Oet.

June
,iune

June
July
July
July
t;tine

,}une

June
Juky
Dec.
July
,ruly

.Tune

July
Ju.Iy

June
June
tJune

July
July
June
,]une

Se.pt.

tJune

Aug.
tJune

(;une

June
June

 885
10S2
 823
15U3
1378
.ab8U

X319
 891
l196
1612
i659
z62o
1895
2336
2529
1932
27h5
2282
213k

IM3
2397
2708
l765
1063
IUij3

21153

llo8
u26
1750
2384
 867

18.4
2U.O
lk.U
2o.8
17･l
19.I
18.U
i3.3
i7.3
hl,.9

19.3
17.8
l8.8
20.0
l8.5
11}.i

l8.7
L9.5
20.3
15.7
22.7
21.Q
i4.S

B･5
33.8
53.7
20,1
22,O
23.k
24.8
21.3

Dec.
Dec.
May
Dec.
Dee.
Mar.
Mar.
Dee.

De¢.

Dee.
Dee.
Dee.

De¢.

Dec.
Dee.
Dec.
Dec.
Dee.
May
May
Dec.
Dec.
May
May
May
Dec.
Dec.
Dee.
Dec.
Dec.
Dee.

 IU9
 l6o
 237
 252
 195
 2k2
 201
 3S3
 763
 520
 596
 S89
 499
 771
 653
 651
 546
 298
 333
 h82
 5sk

±302
I090
 '759

 948
 7ijO

l66g
 870
l229
Jhk2
2309

lk.9 June
22.3 May
21.8 Dee.
16.6 Dec.
i3.7 May,
i8.0 Jan.
i5.] Dee.
I2.S June
20.k Nov.
Ik.5 Nov.
16.7 May.

Ik.5 May
l7.3 May
16.1 Dee.
'I3･5 ffune
20.8 May
l7.6 May
IS.O June
l6.3 Sept.
25.8 May
16.U May
23.7 Nov.
2h･.3 Sept.
12,6 Oet.
20,4 Nov,
l8.4 Apr.
I8,T Mar.
17.L May
l5.2 Sept.
14.3 oct.
I8,6 Apr.

  58
  89
  93
 l26
  92
  90
 lk5
 IU3
 1ij3

 11U
 l21
  97
  99
 llth

 235
 26i
 299
 215
 221
 U72
 579
 553
 527
 673
 62o
 612
 68k
 718
le88
 899
 997

,19.9

3h.9
hl.7
30.1
27.6
28.7
32.7
33.9
35.3
26.9
28.3
19.6
35.7
37.3
36.3
35.6
38.1
23.3
l9.3
1ij.7

26.3
24.o
25.2
23,T
26.7
29.I
28.k
23.6
26,S
28,o
33.5

Oet
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sept.
Sent.
Sept.
Sept･
May
Sept.
Sept.
Sept.
Se'pt .

Sept.
May
Sept.
Sept.
May
May
Sevt.
Sei t.

Sept.
Ma[y

Sept.
June
May
May
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Appendix table 3-e.

"tae, -NaiwaoGgrkfussma'.

Maximum value of monthly money amounts of thmsilurus, Angitilla and Gobiiclae.

furasiZuy,us AnguaZZa Gobiidae

¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
%

Z932

1935

19ljO

209
2}2
l7h
272
292
216
267
426
5o8

X6.6 July
i5.8 July
lh.3 June
20.6 June
21.3 June
lh.9 May
l6.2 july
l?.k July
l6.7 June

6os8 2o.m July
8555 63.5 July
II62 26.5 tJune
lhU3 22.o May
k300 25.8 June
1802 25.9 May
iUoo 2g.I May
l99k 2k.5 May
2139 29.6 June

  10 17.2 Dee.
 130 31.2 Septi
 199 2U.9 Apr.
 h32 ho.8 Jtily
 398 U3.1 Aug.
 h05 39.2 July
 Ul 36.o ,luiy
 393 35.q Aug.
3h36 28.? Nov.

lo3¥
Max.
%

    Max.Io3¥ %
 '

    Max.io3¥ s

l950

l955

lg6o

l965

l970

1975

ig8o

 75
10S
 5U
 so
 88
10U

l35
lg6
107
138
16?
215
IT6
l89
202
205
 93
IS9
28o
163
l96
129
311
299
36U

370
ijk3

658
286
l92

19.3 July
25.8 July
l5.k July
X9.5 July
20.7 July
21.5 July
21.3 May
26.8 June
19.6 June
18.8 July
20.3 June
2U.2 June
22.9 June
21.8 July
23.7 June
25･3 June
19.2 June
25.2 June
B5.k (fune
23.6 June
26.3 Jime
19.9 May
hl.9 June
3X.2 May
51.9 June
39･7 June
U3.2 June
Se.O June
3h.6 tTune

29･5 May

UI6 21.2 JRIy
520 21.9 JuLy
5lt6 28.8 May
295 l9.i Aug.
392 23.6 Aug.
SIU 22.U May
357 23･6 July
382 26.k July
iil;3 33.9 July
U98 35.2 July
615 ljO.8 July
318 26.3 July
362 ijO.7 July
X97 h2.7 July
I09 34.3 July
100 33.L Aug.
 ll5 30.0 July
126 h3.8 July
 83 3U.7 ,Tuly
 6T I9.8 June
129 h2.8 tJuly
 61 3o.6 Jttly
 49 3o.l +;umy
ll8 S2.0 Mar.
 2h Sl.1 July
 l6 UL9 tTuly
  5 33-3 rJtme
 2U ij6.2 t;une
 U 68.6 June
  6 60.3 June

258 2?.3 Apr.
21ij 23.9 Nov.
?l8 27.2 Aug.
I7Lt 23.3 Avr･
l83 26.5 Ap'r.
ij5h 25.h Nov.
389 25･9 Apr.
357 ?h･7 Apr.
232 l7.9 Apr.
25? 2?,9 June
116 3i.9 Apr,
233 20.i Abr.
273 29.3 Apr.
162 37.ij Apr.
M3 30,5 Aug.
igg g9:g ftgg:

l61 48,l Apr.
I86 5e.o Apr.
234 36.5 May
117 2i.2 Apr.
 87 25.0 Apr.
 7h 19.2 Apr.
Lol, 26.6 May
133 30.2 Apr,
 66 25.8 May
 99 l7･1 Ma5r
629 3U.U oct.
h76 27.? ･rune
178 35.S efiay

99
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AppeRdix table 3-f.

      and shrimps.

y :;7 s , h v- ij'1, E tf D6tw Jk Sss fi' .

Maximum vlaue of monthiy money amounts of Viviparidae, Corbiculidae, UnSonidae

Viviparidae Corbiculidae Unionidae Shrimps

¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
% ¥

Max.
%

l932

}9. 35

l9UO

127
U55

351
U37
358
8o6
598
628
906

20.
24.

27･
2U.

16.

25,

19･
22,
i7･

5 Mar.
4 A:pr.

9 Apr.
O Apr.
O May
8 Apr.
9 Ap.r.
8 Apr.
6 Apr.

 655
 6S7
10i5
 Ugh
 ltS8

1008
1988
2o86
l662

i9.9 ,Oct.
i7.6 oct.
26.8 Jan･
13.0 Sep.t.
I2.9 Aug.
IU.6 sept,
16,9 Aug,
l3,7 Noy.
z2,2 ect.

 207
 499
 611
 555
 586
x36x
IU23
k786
U667

52.9
22 . Il

23.7
22.2
IS.l
l3.5
)6.9
26.I
22.3

Mar.
Apr.
Apr.
Dec.
May
Oct.
Ap,.r,

Sept.
Apr.

2602
 703
 789
1215
1267
1364
l96U
3786
2009

U7

l5
l4

20
l6
x6
l5
25
lk

.

.

.

.

.

'

.

.

.

l
6

8

1
5

u

o
6

o

Aug･
Dee.
Feb.
Oct.
Nov.
Nov.
Oet.
Nov.
Noy,

io3¥
Max.
% xo3¥

Max.
% IO

  Max,

3¥% lo3¥
Max.
%

1950

1955

i96o

1965

1970

1975

i980

 110
 '± 35

  78
  93
  88
 120
  97
 uo
  90
  81
 106
 lo4
  89
 28it

 i6o
 3U2
 337
 29k
 U20
 907
loUh
2206
 6ol
 326
 379
 361
 527
 502
 627
 906
 397

20.
2U.

21.
2U.
2U.

22.
18.

20.
23･
i8.

19･
i5･
15･
x6.

I7･
26.
2U,

27･
50.

21,
25･
U7･
ij3.

38.

32.
17･

l9･
2h.

20.
67･
63･

5

5

3
5

8

9

2

2
7

5

9

5

8

7

o
6

o

l
5

8

9
3

o
5

8

l
8

1
3

s

7

Mar.
Apr.
Apr.
Apr.
Mar.
Apr.
Mar.
ApT.
Mar.
Nov.
Dee.
Apr.
Nov.
Mar.
Mar
A-nr.

Ap. r.

A.pr .

Apr.
Sept.
May
May
Apr.
Oet,
oct.
Nov.
Apr,
June
May
May
May

221
393
2k9
251
282
382
216
l99
272
38U
U07
357
366
U86
249
109
207
i99
302
375
39i
23i
257
305
257
U69
399
637
777
66i
U20

l3.6 Sepe.
!6.3 Aug.
15.0 Aug.
X9,9 July
20.6 Aug.
i7.8 Aug.
I8.6 t;une
22.7 July
22.2 June
20.7 July
l7,6 June
16.8 May
i8.8 May
29.k June
3U,6 May
26.9 June
20,7 May
30,l May
27,6 June
32,l July
37･4 July
30.8 ･July
ijl.8 t]uly

52,9 Ju)y
U2.5 Jime
39･3 June
30.0 June
kU.9 June
hO.k July
32,5 July
36,9 June

 39
 2U
 l9
 39
11U
 20
 90
 50
 77
 i8
 21
 23
 l2
 26
 i4
 4U

 27
 IS
 ii
  8
 xu
 42
 l8
 15
  3
 39
 29
 i5
 85
261
  6

26,6
22,O
26.o
36.6
64.3
25.0
59.1
ijo,6

51,O
x8.6
l9 ･ ij

22.5
x6,2
21.8
23,2
25,1
31,3
31,9
17.5
21,l
22,4
ij3,2

lt8.2

h5,5
3U,i
ijU,3

39.0
27.6
U8,o
78.3
sh,1

Mar.
Apr.
M'a' r.

Ap, r.

Apr,
Feb.
Oct,
Oet.
Apr.
Apr.
Ap. r.

Feb,
Mar.
Mar,
Mar,
Ap. r,

Ap. r.

Feb.
Feb,
Oct.
Ap. r.

May
Apr.
May
Nov,
Feb.
Apr,
Aug.
Apr.
Mar,
May

 th32

 222
 131
 232
 290
 313
 290
 224
 2Ul
 215
 303
 357
 U27
 386
 327
  93
 l61
 370
  82
   7
   'x

 l21
 l56
 328
 s69
 28U
 376
 252
1718
 90U
12o4

l5.8
l8.o
l4.I
l7.5
19.I
U.3
12,O
12.9
l3.l
llt.7

21.7
13.3
X7.5
Z2,3
Z7.2
17.I
16,7
l9.8
30.3
32.I
71.b
U2.9 '
28.7
2lt.4

27,l
23.h
3z.6

29.0
U2.I
3o,6
U2,5

Dec.
Jan.
Jan.
Nov.
Nov･
Dee.
Feb.
Mar.
Nov.
Mar.
Nov.
July
Dec.
Nov.
May
Oet.
NQv･.

July
IFeb,

June
Feb,
July
,;uly

Oet.
July
,;u Ly

Ju].y

July
July
,July

July



付録表4．雪年における種属三月単衝の極大値の過去40年間の経年変化。

付録蓑4－a．アメノウオ，アユ，ワカサギ，大型ワカサギ，ナマズの極大単価。

Appe轟d萱x£曲董e　4．　Transi七lons　in　a籍nual　maximum　unit　prices　o琵ach　flsh　k漁dδ疑ring乞he　past　40　years．

Appe轟dix亡ab蓋e　4・a．　Maxlm縫m膿iゆrices　of伽ω漉y7融z4ε，％‘㎎Jossμε，伽。勉θs宴4εandぬ郷諏郷．

oηoor吻ηo勧s pzθoogZo舘ss 吻po肥8祝ε 吻ρoη7θ8㍑3（big）　Pα”α8ゼZ卿配8

酸ax．￥ 鱒ax．￥ ．廻ax．蓼 逼ax．￥ Max。￥

工932

1935

ユ9彗o

1950

1955

．lg60

1g65

1970

1g75

工98Q

ユ．ユ8　　斑ar．

L27　甑r．
エ．29　　Aug・

1．㍑90ct．
1．1≧　甑y

1．38　　Juユy

ユ．塚5　　Aug．

1．80　Aug
3．ユエ　　Sept．

了
1
0
9
2
0
0
8
3
3
h
，
0
0
0
0
0
6
0
1
2
9
G
蔦
h
．
Q
O
9
0
0
轟
5

0
7
5
8
0
5
5
0
3
3
4
0
0
0
0
0
1
5
5
1
5
5
6
3
0
0
6
5
5
8
7

3
3
2
2
3
2
2
3
5
3
逗
h
・
5
5
h
・
h
，
藁
6
4
尊
6
3
3
払
5
蘇
3
監
弓
轟
9
5

Aug。

Apr・

Sept．

Aug・

嫉ar，

Ja資．

Oct．

舞OV．

Aug．Sept．

Sept。

Sept．

Aug。

Dec．

Sept・

Sept．

Sept。
July
Aug・

July
Sept・

Sept・
July
Sept・
」鼠1y

NOV．
阿鼠r．

材ay

Feb。

翼OV．

A媒9・

酸a．r．

2．海8　　Sept．

1．05　　S〔≧pt．

工．62　　SeP七．

2．23　　Aug．

L77　Aug．
1．87　　July
2．38　　Au麟．

5，28　　Sept．

267　Apr．

250　Aug．
530　0ct．
500　　Sept．

500　Aug．
800　0ct．

533　Aug．
533　0日目．

370　July
333　Sep七
538　Aug．

轟33　　SeP七。

667　Aug．

631
900
605
882
500

α6
566

935

6妬
2250
11g海
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15晒
2016

Aug．
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Aug．

Aug。

Aug・

Sept・
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Sept・
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9
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6
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9
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3
6
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0
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5
9

逗
、
録
2
8
6
8
3
2
5
9
9
6
5
0
耳
2
5
0
工
8
2
5
0
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0
9
2
2
5

1
3
3
≧
尊
4
3
2
3
3
1
3
1
2
3
3
2
2
3
2
2
3
耳
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5
4
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6
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麺ay
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・
…
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…
。
・
y
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1
1
C
C
漁
n
も
b
C
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C
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C
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C
b
工
e
y

e
U
U
e
e
a
a
e
e
e
a
e
a
e
e
O
e
e
U
e
a

D
J
J
D
D
♂
J
F
F
D
J
D
逝
D
F
N
D
F
J
D
M

2
5
7
3
9
吾
2
8
6
5
0
9
0
ユ
2
尊
O
1
0
9
0

1
2
6
3
6
8
0
8
1
9
9
6
7
9
5
3
1
0
3
4
2

2
．
1
6
6
7
6
2
5
埠
6
0
8
1
9
6
5
7
8
1
7
7

　
ユ
　

一
　
　

－
　

一
　

ユ
　

一
　
　
　
　
　
　
1

Oct．Dec．

Dec。

Jan．
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Se夢t・

Aug・

Jan．

Oc七．
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Sept。
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Dec。
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Jan．

Aug・
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5
ユ
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6
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3
ユ
9

3
3
3
3
3
4
為
6
7

●
　
　
●
　
　
B
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●
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0
0
0
0
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0
0
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1
4
2
8
3
、
6
0
5
8
2
8
2
8
7
5
9
7
6
8
9
8
7
逗
9
魏
9
眞
ユ
6
1

≧
3
5
5
7
5
h
，
6
蘇
2
7
9
7
9
9
2
1
9
9
2
2
3
7
9
8
9
2
2
9
ユ
ー

1
2
ユ
ー
工
ー
ユ
ー
ユ
よ
1
1
2
1
1
2
2
ー
ユ
2
3
3
2
2
2
2
3
6
3
尊
3

ロ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
の
　
　
　
サ
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　
ゆ

．㏄

s
鍵
c
t
鮮
μ
㏄
㎎
㎎

D
A
岡
0
聾
A
O
A
A

コ
t
C
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。
・
・

㎎
岨
μ
μ
貯
c
t
㏄
加
胆
四
脚
㎎
c
も
a
n
碑
鍵
㎝
鍵
㏄
鐙
鋤
e
t
譲
磁
㎎
融
e
c
的
鋤
蹴
㏄

A
J
A
A
廻
0
0
F
簸
餌
N
A
O
J
閥
斑
J
錘
D
擁
J
O
J
J
A
賜
D
F
5
δ
D
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Appendix table 4-b.

      I lseudagobio,

 Er pt =r . {f )t =r", 2, -?p v, ip, lt uf-f', [> f7' -r CDaj5(Mth.

Maximum unit prices of I}settdopen'lamPs . Rhedetrs,

Sbrcocheilichtias and Tn'bolodon.
GnathoPagon . Rseudbmsbora,

PseudbpntZctmps
Rhodeus

Gnathopogon
PseucZb?asbo?a Pseudogobio SaycoehieZiehthys TpiboZodon

'T･Max . ¥ Max.¥ Max.¥ Max.¥ Max.¥

1932

1935

l9UO

l950

l955

1960

l965

l970

l975

X98o

o.lo oet.
O.IO July
O.36 Feb,
O.21 Aug.
o.48 Sept.

  23 Nov.
 B7 Feb.
 130 Jan.
 7o6 oet.
 133 Dec.
 104 July
 12h May
 3Ul Nov.
 279 Dee.
 277 July
 398 July
 54S Jan.
 550 July
 I07 Aug.
  86 Sept.
 BB oct.
 102 Apr.
 UU5 Aug.
 I6U Aug.
 333 June

 l20 May

O.28 May
o.U8 Feb.
O.52 Feb.
O.50 Jan.
e.62 Jan.Feb.
O.k6 Jan.Mar.
e.58 Feb.
O.77 Feb.
1.08 May

 l71 Jan
 213 May
 200 Aug.
 I8lt Feb.
 227 Feb.
 210 Jan.
 I95 Jan.
 2oU Feb.
 I57 Feb.
 ak9 Jan.
 232 Jan.
 232 Jan.
 276 Jan.
 217 Feb.
 216 Feb.
 2U8 May
 215 Jan.
 300 Jan.
 329 Aug.
 323 May
 U61 yeb.
 425 Oet.
 577 June
 ij89 May
 50h Mar.
 kUk May
 57k May
 581 May
 697 Apr.
 539 Apr.
 661 June

O.52
O.U5
O.39
o.45
O.5lt

O.93
o.81
O.72
1.l2

 k63
 l58

 267
 250
 M5
 267
 l3k
 213
 l52
 333
 200
 133
 l5U
 200
 200

  6o
 199
 l9U
 886
 133
 200
 26U
 118
 I09
 35U

 100
 IOO

Mar.
Sept.
Aug･
Apr.
Apy.
Apr.
Aug･
Apr.
Aug.

Apr.
Apr.

Sept.
Feb.
May
Sept.
Apr.
Dee.
Jan.
oct.

May
July
Oct.
Nov.

June
July
Aug.
May
Sept.
,];uly

May
May
Apr.
May

June
May

Sept.Nov.

O.90
I. ijO

O.70
O.70
o.6o
e.78
O.7i
1.01
l.85

 l67
 253
 250
 57k
 232
 2o6
 215
 207
 209
 200
 208
 l97
 299
 265
 350
 k62
 2U7
 385
 385
 367
 500
 U17
 h62
 33U
 U42
 k2U
 526
 723
 822
 6ol
 762

Mar.
Sept.
Nov.
Jan.
Apr.
May
Dec.
Dee.
Dec.

Dec.
Apr.
Aug.
July
May
Jan.
Aug.
Jan.
Jan.
Dec.
Jan.
Dec.
,Jan.

Mar.
Mar.
Jan.
Feb.
Feb.
Feb.
May
July
Oct.
Apr.
May
June
Apr.
May
Apr.
Apr.
Oet.
May

]
-
o
o

o
1

l

1

l
2

･51
･9U

.97

･97
.02
.e7
.81
.49

.23

248
250
250
269
273
210
2eo
267
267
250
333
303
soe
286
333
370
3k7
288

237
30lt

23ij

50o
66T
6oo
h3U
318
U33
518
Ug6
363
uoo

july
Dee.
Sept.
Apy.
Apr.
Apr.
Mar.
Dec.
Sept.

Nov.
Aug.
Apr.
Aug.
Feb.
jan.
Aug.
MaT.
Jan.Feb.
jan.
Sept.
June
Aug.
May
Feb.

De¢.
Jan.
Feb.
Apr.
Dee.
Feb.
Nov.
Feb.
Feb.
Jan.
Apr.
Jan.
June
Feb.
Dee.
Jan.
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Appendix table 4-c.

, 7 ", Jh ew7 ti-, =K, FYn VOtw ft lj ma.

Maximum unit prices of Zkecca, Ckemssizrs, C)¢)rinzrs and Cobitidae.

Zaeeo dnrassius Cavassius big) CZfpr,anus Cobltldae

Max.¥ Max.¥ Max.¥ Max.¥ Max.¥

l932

k93S

19UO

1950

l955

lg6o

k965

l970

1975

k980

O. 5
O.58
e.U6
O.50
O.57
o.87
o.68
o.g8
1.38

 i69
 i99
 l87
 l88
 250
 202
 250
 267
 l83
 i8o
 18k
 2U4
 23k
 21k
 227
 uuo
 Ub2
 ij49

 U32
 Uk8
 526
 6ijk

 68U
2101
 6so
 599
xxIUh

l2UU
 8oo
 629
 700

Sept.
Feb.
Mar.
May
Jan.
Dec.
Aug.
Sept.
Aug･

Jan.
Apr.
Feb.
Aug.
Sept.
Jan.
Sept.
Sept.
Apr.
May
Aug.
Jan.
Oet.
Sept･
Nov.
Oet.
Apr.
Sept.
Oet.
Sept.
Dec.
Aug.
jan.
Oet.

May
Aug.
Feb.
Jan.
Nov.
Jan.

June,July

Feb.

o

o

o

o

o

o

o

o

o

.29

.31

.6b

.27

.39
-31
.uo

.57

.88

l20
134

121
l33
tu5k

135
l35
IU6
iUl

l35
IUk
l98
x64
202
166
208
226
199
195
I9U
257
2e5
2e5
257
272
323
U8e
556
395
63o
6Ul

Dec.
Apr.
Jan.
May
Feb.
Apr.
Feb.Aug.
Jan.
Feb.

Jan.Aug.
Apr.
Feb.
Feb.
Feb.
Feb.
Nov.
Nov.
Jan.
Dee.
Apr.
Jan
Dec.
Jan.
Dec.
Oet.
Jan.
Feb.
Feb.
Dee.
Jan.
Dee.
Dee.
Dee.
Dec.
Dee.
Dee.
Dee.
Dee.
Dec.
Dec.

±9U Aug.
k46 Nov.
I6U Aug.
202 Aug.
247 Aug.
I87 Aug.
I8U July
230 Aug.
2h3 July
203 Aug.
21U Aug.
2SO Aug.
I98 Aug.
322 Aug.
22U Aug.
272 Oet.
293 Aug.
I96 Jan.
k86 Jan.
2th? Aug.
27e Jan.
291 Apr.
220 Jan.
233 June
290 Mar.
280 Mar.
U4o Dec.
392 Feb.
281 Mar.
349 Jan.
29U Feb.

  e.39
  o.6U
, o.4o
  o.38
  o.kU
  o.uu
  O.50
  o.87
  o.87

  215
  237
  283
  202
  223
  166
  as8
  l74
  196
  166
  l97
  289
  201
  27℃
   313
  257
   300
  229
  209
  298
   319
   32U

  257
   328
   337
   270
  27lt
   311
   293
   3UO
   2U6

Mar.
JuZy
Nov.
May
Feb.
June,July
Apr.
Feb.
May

jan.
Aug.
Mar.
Aug.
Apr.
Aug･
Aug.
May
May
Mar.
Aug.
Apr.
Feb.
Aug.
Fe'b .

ect.
May
Apr.
Apr.
Apr.
May
Apr.
Feb.
June
Mar.
Dec.
Nov.
June
tvlar .

Mar.
Jan.

o. 6
l.OO
o.36
O.ij3

O.U5

O.52
O.79
O.89
l.27

 Z53
 lg6
 I82
 2o6
 235
 230
 237
 237
 267
 225
 250
 352
 500
 50o
 50o
 625
 392
 356
 209
 500
 625
 679
 627
 8oo
 821
1032
12o6
l7e8
1708
l83i
2o8U

Dec.
Aug･
June,Aug.

Feb. '
July
Aug･
Feb.
Dec.
July

Mar.
July
Aug.
Aug.
July
Aiptg .

July
Juiy
Mar'.

Dec.
July
Aug.
July
Aug.
Nov.
Nov.
July
Dec.
Apr.
Mar.
Dee.
july
Mar.
Feb.
bee.
Jan.
Mar.
Dec.
Dec.
Jan.
Dee.
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Appendix table 4-d.

-N-if, =tt', 5e =:;i, Sra);iA?S

Maximum unit prices of Anguilla,

`DgJScMma.

Gobiidae and Viviparidae.

AnguiZZa Gobiidae Shrimps Viviparidae v ivi paridae(soft)

Max.¥ Max.¥ Max.¥ Max.¥ Max.¥

l932

l935

zg4o

X950

1955

ig6o

1965

l970

1975

xg8o

o. o
o.69
O.76
o.86
O.88
i.oo
O.96
i.35
1.67

 692
 599
 750
 500
 62S
 U51
 533
 533
 4oo
 U55
 553
 631
 667
 71h
 76g
l333
 659
 569
 581
 857
l6U3
ihoo
2000
2339
x6g?
18oo
i500
l533
2000
l6o3
)50o

Mar.
Jime
Dee.
Mar.
Dee.
Jan.
Aug.
Dee.
Feb･

Jan.
Mar.
Jan.
Mar.
Mar.
Aug.
Mar.
Mar.
Mar.
Mar.
May
Mar.
Nov.
Mar.
May
Feb.
July
Maif

May
Oet.
Macy

May
Apr.
Apr.
May
Apr.
Mar.May
June
Nov.
June
May

O. 9
o.47
O.55
o.s'r
O.U5
o.6k
l.I9
O.97
1.07

 l3X
 l53
 Z58
 158
 z8ll

 l8x
 l69
 l67
 lh8
 iljl

 250
 ]86
 2ltO

 200
 250
 250
 250
 318
 268
 239
 333
 391
 hg6
 355
 37T
 lloo

 506
 U95
 639
 522
 792

oct.
Jan.
Sept.
Sept.
Jan.
June
Sept.
Sept.
Apr.May

Jan.
Apr.
Feb.
June
Feb.
Feb.
Feb.
May
May
Jan.
Jan.
Dec.
Jan.
Dec.
Feb.
Jan.
june
Jan.
May
June
Mar.
oct.
May
Mar.
Apr.
Jan.
June
June
May
Dec.
May

O. 7 Mar.
O･53 Jan.
O.65 Apr.
O.69 July
O.6ij Mar.Apr.
O.67 Mar.
o.8U oct.
O.82 Aug.
1.82 Aug.

 2M Oct.
 307 Aug.
 261 Aug.
 23ij Feb.
 278 Jan.
 212 Jan.
 285 Aug.
 306 Aug.
 3kO Nov.
 403 Dec.
 825 Aug.
 9)7 Nov.
 9U6 Aug.
 780 Aug.
 935 Feb.
I333 Feb.
1206 Jan.
1321 Sept.
II09 July
!250 July
looe Feb.
I200 June,Dee.
1000 Dec.
1715 Jan.
II09 Oct.
Il21 Apr.
I299 Oct.Nov.
I8i! $ept.
i762 Sept.
2090 Dec.
2818 Jan

O.07 Apr.
O.05 Sept.Oet.
o.e8 Nov.
O.07 Nov.
O.U June
O.l6 July
O.09 Mar.
O.k2 Nov.
O.17 Oct.

  18 Apr.
  20 May
  87 Dee.
  90 Oct.
  87 july
  67 June
  U8 Nov.
   9 Nov.
  26 June
   9 July
  )X Aug.
  17 July
  83 Nov.
  67 Sept.
  60 Feb.
  20 July
 IOI July
  8k July
 iU6 Aug.
  91 Aug.
 I72 Aug.
 Iil Nov.
 X57 Oet.
 I57 May.
 I82 July
 25U Jan.
 I31 Oct.
 160 July
 222 Mar.
 b78 June
 330 June

o

o

o

o

o

o

o

o
o

.09

.07

.o6

.o8

.09

.09

.Il

.l6

.12

 31
 30
 75
 3U
 79
 38
 29
 34
 32
 26
 38
 36
 38
 79
 67
 9o
101
120
150
291
2U3
317
255
242
309
253
330
hoo
4oi
4oo
U50

Nov.
Dec.
Feb.
Mar.Apr.
Jan.-Apr.
Apr.May
Dec.
Dee.
Nov.Dec.

Feb. '
Mar.Apr.
Aug.
Dec.
Apr.'

Mar.
Mar.
Mar.
Jan.
Feb.
Apr.
Mar.
Aug.
July
Dec.
Nov.Dee.
June
Feb.
Nov.
       ,Aug.
June
June .
May
Dec.
Aug.
Oet.
Dec.
sept . --Dec .

July
June
May-Oct.
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AppeRdix
.VYR        '
table 4-e.

Vl>EAk･
Maximum

E,

unlt

Jij i7 Jk Jij'-t' , Jt] YJg )ifK

prices of Corbiculidae

A =}=

and

S CDmal)it pafMi.

Unionidae.

CoTbiculidae Cor'bicuMdae{ sof･ t) Unionrdae Unionidae(spft)

Max.¥ Max.¥ ' ;-4ax.¥ }-4ax.¥

1932

l935

k9UO

l950

]955

l96{3･

}965

l970

l975

198o

o

o
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